




歴史的遺構セミナ-

4 鴻 池 新 田 会 所 を 見 る

今回、東大阪市教育委員会のご厚意と、京都府立大学林野教授の

ご指導のもとに、国の史跡に指定されている「鴻池新田会所」につ

いて現地での調査をかねたセミナーを催すことにいたしました。

『鴻池新田」は現在国鉄片岡T線の駅名にその名が残っておりますが、

宝永 2 年 ( 170. 5年) にときの豪商鴻池善右衛門宗手IJ によって開発さ

れたもので、近世における新田開発、 とりわけ町人請負新固として

はもっとも広大なものだといわれています。また 、同 5 年新田の開

発とともに「会所」が設けられましたが、この会所は文政年間( 18

18 - 1829年) に大改造が行われたまま現在に至っており、その歴史

的遺構としての価値には世評高いものがあります。

会所は主に「本屋」 ・「土蔵」 ・「庭園」などで構成され、そのうち

「本屋」は会所の中心的役割lを占める建物で単層入母屋造二重本瓦葺、

面積約66o. m' (20. 0.坪) という豪壮な構えで、新田開発事業の管理、

監督をする事務所あるいは、当時の庄屋や代官などを接待する社交

の場として使用されていました。また「土蔵」には新田からの収納

米を貯蔵する米蔵、文書蔵及び道具蔵などがあり 、とくに米蔵は南

北約4o. m 、東西 12 m二階建という大規模なものです。「庭園」は江戸

末期の典型的な廻遊式庭園として有名で、、豪商鴻池家の繁栄の一端

を物語るものといえます。

当日は林野先生にご同行の上、ご説明をお願いし、また、会所内

の建物群についての意見交換なども行う予定です。

なお、会場の都合で定員は増加できませんので至急にお申込み願

います。

日 時 7 月5 日( 火) 集合13 ・45→解散16 : 0.0. 

集合場所 国鉄 ・片町線「鴻池新田」駅改札出口付近

・目標会旗

〔参考〕 集合所までの交通貨は各自負担のこと

国鉄環状線「京矯J 経由→片町線で京格より 4 ツ自の停留所です。大阪より

110円、京橋より 80円

片岡I線・京橋発事 13時8分または25分発に乗車のこと。( 所要15分位ですJ

講 師 京都府立大学教授工学博士 林 野 全 孝 氏

会 費 5 0 0 円 ( 資料代その他)

定 員 4 0 名

スケジュール

14:  0.0. →15 :  0.0. 見学

15:  0.0. →16 :  0.0. セミナ一、質疑応答

申 込 今回に限り、会誌発行遅延のため、 お申込は電話受付け

にいたします。

・申込先→建築協会事業課( T E L o. 6- 231- 964o. ) へ氏名

. 勤務先名 ・連絡電話番号 ・返信用宛名 ・郵便番号を明

確に電話にでお申出下さい 。

・電話は史民 問 法ほ鮫庶民よしとします。

・定員を超過したときは抽せんにで決定し、ハガキで 7

月4 日までにお知らせいたします。

rj主J 当日は参加証持参の方に限ります。今回は非公開場所のため遅刻されると入れません

からご注意願います。
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4 音環境とアコースティックテεザ‘イン

一 柳 慧氏

1933年、神戸生まれ。ミネソタ大学、ジュリ 7 ード音楽院

Ne w School  For  Soci al  Resear ch ( ニューヨ- : 7 )

卒。作曲を平尾1' t 四男、池内友次郎、ジョン ・ケージ、

ピアノを原智恵子に学ぷ。1966年より現代音楽祭「オー

ケストラル・スペース」を組織。現在は作曲活動のほか

に音による環境デザイン、騒音公害へのソ 7 トウエア的

アプローチなど現代の音や音楽の問題をメタ ・コンサー

トの方向に拡大した領域で活動を行っている。1972年銀

座、ノニーピルで「サウンド・デザイン~音のある生活空

間~展 J を聞く 。

中嶋鴻毅氏

1944年、大阪生まれ。大阪大学基礎工学部卒。在学中は

物性工学を専攻していたが、音の知覚に夙』味を持ち、現

在音声情報工学の研究に従事。研究のかたわら、音の新

しい領域にアプローチしている現代音楽を聴衆の立場か

らとらえようと、演奏会、講演会の企画を行っている。

大阪大学産業科学研究所に勤務。

われわれは日々建築都市その他の環境にかかわる創造活動にたず

さわっています。 その環境を構成するさまざまな構成因子のもっと

も重要なものの一つでありながら消極的 ( たとえば防音、吸音) に

しかあっかわれず、むしろおろそかにされがちな「音」 について考

えてみましょう 。邪魔だと忠われる騒音もま ったく音のない世界に

さまよえば人は務ちつきをなくすでし ょう。流すレコードの種類で

喫茶底がはやったり、すたれたり、お客の屑が変わ ったりします。

ミみおつくしミの錘の音が大阪の象徴であ ったH寺代もあります。

そうい った「音」について、その根源的なとらまえ方から積極的

な利用に至るまで、現代音楽の作曲家として著名な一柳懇氏と電子

工学にたずさわっておられる中嶋鴻毅氏にセミナーをお願いしまし

た。みなさん、ふる ってご参加l下さい。

日 時 7 月 9 日( 土) 開場13: 30. 

開会14: 0.0. →閉会16 : 30. 

d2S2h E  場 大同ホール ( 吹田市江坂1- 23 大同生命ピル l F )

ただし ・地下鉄、御堂筋線 r江坂J 駅前 ( T E L 06-385- 1131)  

議 師 一 柳 懇 氏 ( 作 曲 家 )

中嶋鴻毅氏( 大阪大学産業科学研究所)

えｾ＠
貝 2 0 0 名

d2色"、 費 5 0 0 円( 参加証ご持参の方)

7 0 0 円( 当日入場の方) ・満員のときはお断りします。

プログラム

14 :  0.0. →16 :  0.0. 講演、レコード演奏とスライド

16 :  0.0. →16 :  30. 質疑応答

申 込 往復ハガキにて( 1 名 1枚限り) 氏名 ・勤務先名・連絡

電話番号 ・返信用宛名 ・郵便番号を記入し、「音環境」と

l明記の上 7 月 4 il ( 月) までに建築協会事業泌へ。

( 干541 大阪市東区北浜 3 丁目 37)

折り返し参加l証をお送りいたします。

建築 と社会 / 1977年6 月号 l  
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4 大阪ガスのL NG基地の見学

大阪ガス泉北工場の貯蔵9 ンク群

エネルギーの確保が、その国の運命を左右するといわれる現在、

新しいエネルギーとして L NG ( 液化天然ガス) が世界的に ク・ローズ

アップされつつあります。外国で産 出する天然ガスを ー16O"C の超低

温液体にして、これを運 Jドタンカーや貯蔵するタンクも特殊な低楓

材 料や工法が採用されております 。

大阪ガスはこの L NGを気化した天然ガスを今までの都市ガスに替

えるため、泉北製造所第一工場を建設して昭和47年より受入れ、 50

年 5 月より切替え( 天然ガス転換) をはじめましたが、さらに第二

工場も今夏の受入のため建設が進んで、います。

天然ガスは世界的には、石油の7 0 %にひ ってきする盈があるとい

われ、クリーンなエネルギーとしてわが国の電力、製鉄などの企業

でも公害防除のため積極的に導入がすすんでおります。

今回は大阪ガス殿のご好意と大中林且殿のご協力により 、泉北製造

所を見学することになりました 。

多数ご参加をお待ちします。

日 時 7 月20日( 水) 集合13 : 20→解散16 : 30 

集 合場所 南海電車・本線「羽衣」駅東出円改札付近 ・目標会旗

〔参考〕 集合所までの交通貨は各自負担のこと

・大阪、難波より本線急行乗車( 和歌山方面行) → 「羽衣」下車 ・所要約20分、

運賃 180円、 ;急行発車時間 12時43分文は57分にご乗車下さい。

集合所よりは大阪ガスご縫{ 共の} { 切パスで現地へ参りますので遅刻されな

いように。

...... 

A  員 4 0 名

費 3 0 0 円

程

13 :  50→ 14 :  30 L NGと設備概一要説明

14:  30→ 15:  00 映画と L NG実物実験

15:  00→16:  30 工場見学

終 了後 パスにで羽衣駅へ→解散

見学場所 堺市築港浜寺町 4 (T E L  0722- 62一0021)

大阪ガス泉北製造所 ｾｩ 1. 第 2 工湯

・直銭、車で参加 される方は事務局へご連絡の上、上配にお問合せ願います。

申 込 往復はがきに限ります。 l 名 l 枚限りとし 、氏名 ・勤務

先名 ・役職 ・述給電話番号 ・返信川宛名 ・郵便孫: 号を記入し 、「大阪

ガス ［￭ｾＮＮ Ｑ ヒ工 ｊｊｾＺＮ ｾ Ｂ 戸」と ｬ ザ ｬ 記の上 Ｗ ) J l l lI ( )J )までに建築 協会事業課

へ。パスの問係 1-. 定日をJ ] 過 した場合は1111せんにで決定いたします 。

d 色、

-z;;: 

1T 

2  

4通常総会開催通知

昭 和52年度第 l 回通常総会を下記のとおり開催いたします。本務

ご多忙のところ淘に恐縮ながら何卒お繰り合わせご出席下さいます

ようお願い申し上げます。

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 会 長 塚 本 猛 次

記

と き 昭 和52年 6 日28 日( 火) 午後 4 時 半 ~

ところ 日本建築協会 4 階集会室 (東区北浜 3 - 37)  

ぎだい l  昭和51年度事業報告承認の件

2  ク ク 決算報告承認の件

3  昭和52年度収支予算承認の件

-
4

t

 

4会員の受賞

このたび下記の方々は建設関係功労者として夫々表彰を受けられま

した。ここに誌してその栄誉をお慶び申し上げます。

ヨ
F

』

昌一
=
一ロ

春の叙勲

勲四等瑞宝章 松 森 英 雄 氏 ( 西日本建設業保証(防常務取締役)

勲五等瑞宝章 藤岡正一氏( 疎開設計事務所長)

大阪府知事表彰 打 浪 政 信 氏 (新興建材工業所常務取締役)

友 田 俊 夫 氏 ( 友田工業社長)

吉 田 信 武 氏 ( 吉団法築事務所長)

兵庫県知事表彰 越智隆晴氏( 神京設計事務所専務取締役)

4 昭和52- - 3年支部選出評議員の選任

各支部選出の新しい評議員が下記のとおり決定いたしました 。

言E

(京 都) 森 田 英 一氏 (伏見工業高校)

高 橋 政 吉氏( 明和管工業側)

(和歌山) 栂野正春氏( 栂野建築事務所)

島 田 正 巳 氏 (側島田組)

(中 国) 清 田 幸 夫 氏 (附胃回工務庖)

平 本 俊 秋 氏 ((悌日興)

(東 海) 中 島 一氏( 愛知工業大学)

宮 崎 辰敬氏( 宮崎辰五郎建築事務所)

.0'  

東海支部役員名簿 (敬称略) 昭和52年4 月 l 日現在

i主) ① ・・ 任期 l 年

②・・ ・任期 2 年

支 部 長 一 因 俊 郎 ②

副 支 部 長 服 部 小 虎① 宮 崎 辰 敬②

車宇 事 水 野 金 市 ① 中 島
ー②

。
長谷部 利夫 ① 森 鉦 ー②

。 森 田 徹 男① 盛 田 輝 勇 ②

常 議 員 岩 田 銀 太 郎 ① 小 川 利 光②

イシ 加 藤 毅 夫① 菊 池 利 治②

イシ 藤 田 幸 男 ① 小 坂 忠 )J 券②

。 柳 津 次 郎 ① 三 国 泰 路②

相 談 役 城 戸 武 男



4 昭和52年度日本建築協会理事会務分掌

理事各位の会務分掌が下記のとおり決まりました 。

( 敬称略，((dJ 印主幹)

誌 に 務

総 務 ( 14 名) 会 計 ( 7 名) 編 集 ( 12名)

市川 宏 大滞徳、吾郎 弁 上 t晃

小 林 。 山 田 殺 行 岡 田 光 正

技 術 部 門 。 佐 野 正 一 北 垣 智 造

寺 田 徳 丞
小 西 曲111

篠田 祐

。 松村 度 三

三 浦 二 三 男

山 田 幸 一

j
主I召 茂 夫 大 林 芳 郎 前 野 度 太 郎

木 下 正 平IJ 松 村 雄 二

総 合 部 門 奥 村 俊 夫

i舟 池 雄 一

竹 中 鎌 一

電 気 部 門 今 元 康 彦 小 林 四 郎 菅 谷 健 児

管 工 部 門 須賀 孝 尾 f色f i ' I 四郎

建 材 部 門 田 中 政 二 室 谷 山 水 渡 辺 程、

日本建築協会会告一一

‘ 昭和52年度日本建築協会常設委員会委員

昭和52年4 月19 日開催の定例理事会において 、下記のとおり各委員

を委嘱いたしました。 ( 敬称、略。印委員長 0 印副委員長 ム印

幹事 本顧問) 職場名は略称、を用いました。

- 編集委員会
柳 生 研 太 郎( 積 水 ハ ウ ス )

会誌「建築と社会」の企画・編集 (法令分科会)

編集委員長 ム 西 尾 宗 日青( 大阪府建築指事課)

。 中 村 甲 ー ( n 建 設 計 ) 松 本 好 雄 ( 大阪市審査課)

編集理軍 (投稿繍小査員会)

弁 上 i晃 ( 大 建 設 計 ) 稲 毛 政 信 仰l' 戸 市 住宅局)

尾 [ 包 消四良Il( 三 兆 空 湖 ) 0 芝 山 昭 師 事 木 工 務 底)

岡 田 光 正( 大 阪 大 学 ) 鈴 木 武 ( 近畿地主I ! 営繕部)

北 垣 智 造 ( 大阪市建築局) 関 川 康( 京阪電鉄土木部)

窪 田 祐 (大 林 組) (広告企画小委員会)

小 西 曲甲( 回中小西建築事務所) 阿 部 規 (鴻 t由 組)

菅 谷 健 児 ( 大 阪 1ti 気 暖 房 ) 0 尾 亀 r百四郎( 三 晃 空 調 )

前里1 " [ ; f l 太郎( あめりか屋) 岡 田 満 夫( 須 賀 工 業 )

松村監 三ｃｩ ｭ 辺主ｉＡ 築 Ｉ ｍｾ 所 Ｉ 桑 田 和 明(総 キサ 組j

浦 二 三 男 ( 藤 木 工 務 庖 ) 下 前 符 ー( 京畑述築事務所)

山 回 幸 一( 関西大宇工学部) 杉 村 勝 三( 竹 中 工 務 底)

渡 辺 窓( 東洋シャッター) 十 倉 毅( 日本建築総合掲餅)

(作品作風小委員会) 中 野 孝 治( 安井建築設計事務所)

0 大 辻 兵 喜 夫 ( 竹 中 工 務 底 ) 水 嶋 繁 樹 俄 高 組)

後 藤 工文( 大建設，ltl 山 田 雄 祐(大 中本 組)

柳 原 潤 (f背 水 主主 設) 渡 辺 7志(*i 羊シャツタ )  

沢 田 f申( 兵庫県建築部)

奈 良 鋲 一 ( 大
N' 

組)
- 教育委員会

償 尾 i直失( 刻憾築設削I務所)

建築教育についての調査、研究、講座争

らびに工高生デザインコンクー Jレなどの

償 川 隆 一( 日建設. 1 r )
企画および実施

(計福分科会)
。 岡 田 光 正 ( 大 阪 大 学 )

石東直子( 裏切あ恨め
(講習会小委員会)

小 林 奉 之 ( 7 ジ タ 工 業 )
臼 弁 弘( 須 賀 工 業 )

五 島 信 明 ( 日 本 住 宅 公 団
0 佐 々 木 f呆

杉 本 昇( 大阪府迷築制
中 村 主 主 ( 口 建 設 計 )

ム 鈴 木 良 介 ( ぷ 加 工 繊 大 学 )
杉 村 正三 郎( 阪 ，色、 電 気工事)

藤 本 尚 久 ( 近 総 大 学 )
田 賀 勉( 田賀建築事務所)

松 村 茂 樹( 京都1大工学部)
里子 l崎 恒 夫 ( 西 松 建 設 )

(構造分科会) 林 正 一 ( 大 成 建 設)

大 弁 恭 二 ( 竹 中 工 務 底 )

藤 野 長 士(新日本技術コ ン)

サルタント

木 本 英 爾( 大阪市大工下部)
松 岡 カ(飛 島 建 設)

中 塚 倍 ( 大 阪 大 学 )
ム 三 木 敏 男 ( 奥 ー 村 組)

ム 中 東 達 男 (77- コラル構造続柄)
山 口 道 博( 戸 田 建 設 )

(設備分科会)
ム 若 野 暢 三 ( 消 ホ 建 設 )

河 崎 孝 太 郎( 高砂熱学工業)
(工高生教育小委員会 )

河 津 隆 之( 斉 久 工 業 )
ム 上 野 賢 三 ( 郎 ぬ 工 業 高 校 )

中 根 芳 一伏阪市大生r副学部)
ム 植 田 武 ( 今宮工業高校)

ム 西 村 喜 卿総合設踊コ ノサルテント)
0 斎 藤 暢 ( U A斎藤事務所)

林 禎 造( 大阪電気暖房)
崎山宗威 ＨＪ阪工 鮪等専 ｲｾ 字削

(絡工材料分科会)
中 野 吉 晶( 西野田工業高校)

ム 野 村 康 治 ( 鹿 島 建 設 )

古 荘 昭 慾 ( 大 総 組)
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林 禎

深 沢 勝

山 本 国

吉 村 篤

吉 村 政

(特別委員)

伊 藤 元( 安斜線制十司1務所)

岡 本 繁 ( 須 賀 工 業 )

・出版委員会

建築に関する図舎の企画・編集・刊行

消 ( 新 住 宅 社 )

保

消 水 寿 栄 次 ( 関 電 産 業 )

玉 田 健 ( 竹 中 工 務 庖 )

水 谷 勇 ( 松 村 組 )

償 井 元 昭 ( 大 林 組)

須 賀 好 富 ( 近 畿 大 学 )

山 田 11事( 市立工芸お校)

赤 谷 吉 信 ( 昔B島工業高校)

吉 村 武( 東住吉工業高校)

. 法規委員会

建築にl期する法規の研究・千平及並びに姐!j 車

造( 大阪電気暖房)

美{ 大阪府営繕部)

男 ( 日 建 設 計 )

一( 趨築環境研究所)

幸 ( 須 賀 工 業 )

。 小 林

佐 々 木

宏 (大 林 組)

全 ( 大 建 設 計 )

H官( 大阪市建藁局企画室)

失 ( 戸 田 建 設 )

↑亘 ( 大阪 府土木部)

車己 ( 大成 建 設)

弘 (31tz ンジニ)

慾( 日本建築総合試験所)

甫 (束畑建築事務所)

Ｎｴ￬ｾ Ｈ岳 建築設計事務所 Ｉ

樹 (松 村 組)

治 ( 大阪府建築部)

良 ( 竹 中 工 務 庖 )

次 ( 持 勿 ン ジ ニ )

雄 ( 佐 渡 島 )

臣 ( 日本住宅公団)

ー ( 関 西 大 学 )

茂 ( 大 日 本 土 木 )

失( 住鋼エンジニ 7 )

ソング

也 (藤 木 工 務 庖)

忠

二

成

顕

英

貞

末

端

岬

幸

国

刀く

尚

武

得

田

島

斐

原

成

生

野

内

田

本

木

口

田

本

浅

田

金

北

許

合

恒

羽

原

藤

星

皐

堀

牧

松

元

森

森

山

山

湯

和

。

。

。

雄( 日本住宅公団)

組)

組)

池

一日本建築協会会告

彦( 安井錦設計事務所)

茂 Ｈ中原茂建築 Ｂ ｉｾ 務 ｰ ｬｔＩ

志津男Ｈ松村志 ｩｾｴ 男事務所Ｉ

i晃 { 大 建 設 計 )

夫 (:W: 畑建築事務所)

掌( 大主主企画設計)

j羊 ( 清 水 建 設 )

登{ 日本万博記念協会)

央{ 大 成 建 設 )

平( 大阪市交通局)

夫( 大阪市建築局)

ー ( 大 建 設 計 )

昭( 高砂熱学工業)

信 ( 日 建 設 i汁)

三( 日本鵬総合繊所)

三 ( 竹 中 工 務 底 )

郎 ( 大 林 組 )

裕{ 鹿 島 建 設 )

新( 鴻 池 組 )

清( 耳E畑主主築事務所)

士{ 安井錦設計事務所)

卿( 雪ン3J レすJf )

司( 近畿地建営織部)

則 ( 大阪府述築指導課)

H明( 大阪府建築指導課)

弘( 大阪府建築振興深)

嗣( 大阪府土木部)

失( 大阪市消防局予防部)

一( 大阪市建築指滞部)

幸之輔( 大阪市建築指導紛

好 雄( 大阪市建築指導部)

透 夫( 大阪市総合J十画局)

充( 大阪市総合J十画l;;j)

孝

恭

正

隆

幸

橋

原

川

崎

中

立

川

本

藤

山

大

梶

上

J/I 

回

足

西

松

返

西

。

- 建築データシート委員会

建築データシートの企画・編集・刊行

監修 坂 静 雄( 日本建築総合試験所)

* 篠 崎 一 郎(浅 組)r百

畠

逮

車5

田

原

村

上

塚

弁

入

教ωθ d波市町四郎 )

栄( 八尾市 11'1 発部)

維(上界市町l市計画部)

夫( 対吸傑士事務所1品会)

宏( 束畑正I ! 築事務所)

H占〈神京，{ 9: ，汁事務所)

夫( 村野森建築事務所)

補( 大 建 設 計 )

男 ( 日 建 設 計 )

生( 双盆社竹1要事務所)

消( 吉伸建築設;t.十工房)

吉( 池田宮彦設Jtヰt務所)

一 ( 大 林 組 )

穣 ( 竹 中 工 務 l.!i)

郎( 消 水 建 設 )

利

英

信

甚

稜

* 踊

* 中

* 松

。弁

O ム 其

ム i酉

ム羽

ム 樋

ム 藤

今 井

木 村

北 村

桑 山

坂 井

正法院

杉 村

鈴 JI I

高 橋

竹 内

中 北

中 村

西 村

春 田

白

井

隆

昭

竣

照

朝

原 田

古屋敷

加 納

竹

。 市

o 越

楠

下

君丈

福

口

川

智

山

安

田

仲

辺

樹

木

曽

木 田 伸 一 郎( 安斜線設計事務所)

桑 田 信 篤( 臼 建 設 計 )

佐 野 利 治 ( 浅 沼 組)

斎 藤 英 雄( 近畿地方建設局)

阪 倉 嘉 一( 大阪府企業局)

関 根 幹 雄 ( 場 市 公 園 部)

田 中 勝 ( 鴻 池 組 )

中 川 ー( 野 村 建 設 工 業)

市浦都市l摘発MI !

三 好 府 隆 ( 築 コ ン サ ル タ ン ソ )

安 原 盛 彦( 大 成 建 設 )

山 形 政 昭( 大阪芸術大学)

湯 山 得 一 郎 ( 清 水 建 設 )

渡 部 朝 子( 企 画 設 計 社 )

鈴 鹿 幸

・住宅委員会

住宅に関する研究並びに改善についての

一般啓家、よろず相談住宅展の開設、住

宅に! 刻するスライドの市1I 作

赤 尾 信 一 郎 ( 日 本 住 宅 公 団 )

新 居 勝 彦( 鴻 池 組 )

石 川 消 ( 星 和 地 所 )

0 岩 本 尚 三伏阪市郷市再開発局)

大 塚 重 雄伏阪市住宅江崎公社)

奥 村 嗣 夫( 京 阪 電 鉄 )

加 藤 忠 雄( 大阪市公園局)

加 藤 秀 夫( 日本分線住宅協会)

梼 倫(大 林 組)

木 原 正 雄( 近 畿 工 業 )

O小 西 山甲( 回判、西嗣i務所)

菅 原 廷 治 ( 悶 判 、 西 醜 事 務 所 )

0 高 田 重 消( 小 掘 住 研 )

高 崎 昭 子 ( 関 西 大 学 )

辰 己 鈎 二 ( 大 阪 府 建 築 部 )

徳 縞 憲 二( 三 晃 空 調 )

原 茂 ( 銭 高 級)

平 松 利 一 ( 凹 島 応 用 化 工 )

大阪市住宅サー

藤 江 康 男( ピス公社

滋 神 宏至朗( 安指線設計事務所)

0 山 下 聡 消 ( 近 鉄 住 宅 建 設 )

山 田 敬 太 郎 防 め り か 屋)

山 本 司 朗( 大 建 設 ，1十)

吉 岡 重 和 ( 大 阪 府 企 業 局 )

. 建材委員会

建材のコ ンサ Jレタ ント 新建材の紹介

* 堀 内 三 郎( 京 都 大 学 )

生 田 喜 一 郎 ( 大 阪 市 営 繕 部 )

打 J良 政 信( 新興建材工業所)

大 生 仁 雄( 鹿 島 建 設 )

- 事業委員会

見学・ 2厳粛・説明・展示・懇親会 ・若い

会員の集いなどの事業企画および実施

。 窪 田 祐(大 林 組)

0 乾 正 一(関 西 電 力)

0 三 品 哲 夫 ( 大 阪 市 建 築 局 )

0 柳 ｊｾ＠ 也 川野森鱒事務所)

(見学会小委員会)

。 堀 田 宗 男 ( 鴻

ム 水 谷 勇 ( 松 村

池 田 光 太 郎( 大阪市交 通局)

上 出 秀 雄( 藤 木 工 務 底 )

島 国 民 彦 ( 竹 中 工 務 庖)

高 島 三 郎 ( 鹿 島 建 設 )

永 井 誠 一(大 林 組)

前 野 良 規 ( 大 阪 市 建 築 局)

山 岸 壁 美 ( 大 成 建 設)

山 口 』券( 清水 建 設)

(広報小委員会)

0 市 川 正 夫 ( 竹 中 工 務 庖 )

ム 奥 村 勇(大 林 組)

ム 佐 渡 泰( 大阪市公園局)

ム 原 見 昌 志( 安井建築設計事務所)

ム 南 次 郎 ( 浅 沼 組 )

荒 巻 恭 士 ( 近 畿 電 気 工 事 )

大 熊 逸 雄 ( 大 阪 府 建 築 部 )

岡 本 正( 大阪市南消防署)

奥 村 進 ( 東畑建築事務所)

片 岡 昌 之( 日本住宅公団)

斎 藤 誠 ( 銭 高 組 )

平 川 玄 治 ( 修成建設専門学側

福 山 克 己 ( 淀 川 製 鋼 所)

発 地 良 一(旭 硝 子)

吉

波

田

高

武。

雅

恭

知

茂

陽

勝

太

久

営

喜

浩

組)

司(竹 中 工 務 庖)

一 ( 阪 急 電 鉄 )

良( 日本住宅公団)

夫( 村野・森鱒事務所)

能( 坂倉建築研究所)

子( 緑のある鍋研究所)

GA L  

興 ( 柵牒設計事務所)

志( 東畑建築事務所)

(若い会員の集い小委員会)

0 森 下 元 之 ( 大 阪 市 公 園 局 )

ム 印 藤 義 博 ( 大 阪 市 建 築 局)

t享繍戸本1草醜研究室)

成(大 林

隆

凱

久

駿

貞

隆

和

博

隅

田

上

ム 古 川

井 本

岩 本

植 田

大久保

大

太

河

ム瀬戸本

ム 千 葉

子 ( アトリエトリ 7 オイル)
克家菅
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備 J'f 辿 夫 :  古荘l I i ' : i 慾
中 国 の 身 障 者 の た め の 工 場 ミ 上 海 低 電 圧 第 二 工 場 " を 訪 ね て

デンマーク ・ス エ ー デ ン の 老 人 福 祉 事 情 に つ い て

4

5

 

5

5

 

5  

6 0 構 造 の 頁 36 プレストレストコンクリート S T 版の設計例/ 徳永雄一郎

6 1  施 工 材 料 の 頁 36 最近の地悠改良について/ 中綴和英

6 2 設 備 の 頁 35 冷蔵倉庫について( その 2 ) / 山知政徳

6 4  都 市 設 計 資 料 20 都市精造物の設計手法(1ν 神戸剖lfli 設討資料研究会

6 6 月 報 日本建築協会月 IHl の動き( 昭和52年 4 1' 1分)

4  ｉｉ り ｊｉ 次の Ｎ ｮ ｾ 、会 ｵ のＧＮＨ｜いレポートの執事 ｴＮ が ｉｭｩ 主 って ねりましと 。 卜， ｴｾ のように訂正します
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兵 庫 県 障 害 者 能 力 開 発 セ ン タ ー

施 工 関 西 建 設 工 業

言宣 言 十 兵 庫 県 建 築 部 営 繕 課

所 在 地 神 戸 市 垂 水 区 曙 町 1070

建 築 面 積 1，9 8 5 . 8 m'  

延 床 面 積 3，332. 5 m・

構 造 規 模 R C、 5 棟、 1 - 3 F  

工 期 昭 和49年 12 月 一 昭 和 52年 5 月

主 要 仕 上 外 壁 ・ 内 壁 ー コ ン ク リ ー ト 打 放 し

の 上 、 メ タ ラ ッ ク 吹 き 付 床 ー 内

外 と も 妬 器 質 レ ン ガ タ イ ル 貼 円

一ーー- - - ー『

1  2  1  5  

1  11  3  1  

トー- - 1 6  

1  • 

ロ テ ィ を み る

コ ア ー 争点 主 l剥 問 リ

コ ア - 1.. よ り小 先行l ! 1!1.. と の

2 附 i単 品 辿 聞 を み る

4  副 院拙 よ リ 、 北 京 全 j 止を A る

5  ロ ー タ リ ー よ り コ ア ー を み る

6.  ，:' I'f IUi 判 定 出 ピ ロ テ ィ よ リ 科H W最多 点 II¥h'tr_$

合 同 ぞ む



兵 庫 県

障害者能力開発センター

兵 庫 県 建 築 部 営 繕 課

関 西 建 設 工 業

設 計

施 工

、、防答者と街づくり" の問題が声高らかに IUI ば

れ 、 運 動化 し つ つ あ っ た 頃 、 こ の 度 の 計 画 も そ

れ と 期 を ー に して始ま った。

能 力 開 発 セ ン タ ー と は 何 か。 こ の 課題 は 、 障 害

者 の 要 求 と 福 祉 対 策 の 実 態 を 把 催 し 、 リ ハ ビ リ

セ ン タ ー が そ こ で 染 た す 役;UrJ を 採 り 、 よ り 総 合

化 さ れ る プ ロ セ ス の 中 で そ の 中 核 と し て の 能 力

開 発 セ ン タ ー のf立置付ーを明確 に す る こ と で あ り

そ れ が 今 回 の 計 画 の ポ イ ン ト で あ っ た 。

-

U
問

一

( φ)  

3 41 

件

!  
」 一 一J j

車 問 内 通 路

そ も そ も リ ハ ビ リ と は 、 疾 病 の 発 生 時 、 障 害 の

初 期 か ら 始 ま り 、 治 療 ・訓 練 、 職 業 訓 練 を 経 て

社 会 復 帰 し 、 そ の 後 の 経 過 観 察 を 経 て 、 社 会 人

と し て 参加 で き る ま で を さ す 。 昭 和 41年 、 大 阪

市大( 当 H寺 ) の 莱 原 孫 一 郎 教 授 に よ っ て 7 ス タ ー

プ ラ ン が 作 成 さ れ 、 総 合 リ ノ 、 ピ リ と し て の 第 一

歩 を 踏 み 出 し た 。 と こ ろ が そ の 後 、 本 来 総 合 的

な 能 力 評 価 ・能 力 開 発 の機 能 を 持 た す べ き 更 生

相 談 所 は 、 ス ペ ー ス の 狭 少 と 、 リ ハ ビ リ 病 院 ・

職 業 訓 練 校 機 能 回 復 訓 練 諜 ・授 産 所 な ど の 各

専 門 職 只 の 縦 割 り 組 織 の 中 で 、 更 に は 高・門 職 只

の 養 成 、 研 修 、 並 び に 研 究 部 門 の 不 足 な ど に よ

り 、 部 分 的 な 評 価i 判 定 に 留 ま っていた。

リ ハ ビ リ が よ り 総 合 的 な リ ハ ビ リ へ 発 展 す る に

は、医学的評価はもちろん、職業的評何I i や社会

的 ・心 理 的 評 価 な ど を 総 合 し て 残 存 す る 能 力 を

開発し、 1) ハピリの各ノ マ ー ト に お け る 専 門臓 が

評世間センターに定期的によnま り 、 総 合 評 価i を行

な っ て 、 そ の オ リ エ ン テ ー シ ョ ン を が と め る 、 そ

ういう指導体制の ｾ￱ｬ 化が求められてくる 。 これ

が 今 度 の 能 力 開 発 セ ン タ ー ( 能 力 評 価 セ ン タ ー )

配置 図

⑨ 

1  宿泊棟より 厚生縦越しに洞'1面判定械とコアー仰をみる

2 ， i度。J 廊下 よリ厚生側中庭と入口附近をみる

3  宿泊縦 よリ厚生棟 と中膳および判定機、 コアー縦をみる

4  能力開発センタ ー( 評価判定縦 3 F )  

5  迎動場よ I) i 度り廊下で述結された f( l 泊、厚生、判定、コ

アーの各織をみ る

E l日



... ;  

で あ る 。 こ こ に は 県 下 各 地 か ら 来 る 障 害 者 を 、

1  - 2 ;迎 間 滞 在 さ せ 、 そ の nnに 必 要 な 検 査 や 診

療 ・能 力 の 評価 判 定 を 行 い 、 最 終 の 評価 ま で も

って い き 、 最 後 に こ の セ ン タ ー に 惚ま って リハ

ビリを行うべきか、病院て' 治療を続行すべきか

他 の 地 設 に 移 す べ き か を 判 定 し 、 社 会 復:h，I なら

力内、であった。物理的隊三与を取り除き、生活空

間 を 広 げ 〉 歩 ド こ と 自 体 を 積 極 的 に 機 能 と し

てとらえることが、よuまり 、交 流 す る こ と の 契

機となろう。動斜{ は主主物内外を問わず、全て、、道"

である。主主! 郎( ピロティ) を控! し、解放的な iJ Jt

り 廊 下 で 微 を 継 ぎ、 中 庭 を 設定し、 更 に は 意 図

ど の 脱 税 が 適 当 か の 評 価 を 行 い 、 リ ハ ビ リ チ ー |  的 に 南 廊 下 形 式 と し 、 そ れ に ア ノレ コー プ状 の サ

ム の 総 力 を 結 集 す る 場 で あ る 。 I ン ル ー ム を 設 け た の も 、 ま た 内 外 の 空 f: JJ を: i M統

計 四 は 障 害 者 と の 打 合 せ か ら 始 ま り 、 既 存 施設 |  さ せ る た め 、 内 外 と も 同 一 仕 上 に し た の も 、 全

街 並の 実地 調 査 を 行 う 中 で 、 問 題 の 所 在 が よ り |  てそのためである。

明 確 に な っ た。 そ れ は 、 障害者にとって、 、、外 | 点 か ら 紛i へ 、 総 か ら 而 へ の 広 が り が 、 こ の 平 面

に 出 る 。 とか 前歩< " と い う こ と は 、 最 も 切 実 |  計 画 や 配 位 計 画 の 段 階 ま で は 配 慮 で き た 。 マ 巧 づ

で 基 本 的 な 要 求 だ と い う こ と で あ る 。 従 っ て こ |  く り ' の 思 忽 は 、都 市 や 街 並 だ け で な く 、 配 置

こ で は 、 卸J 線 の 、、 l egi bi li ty " ( 抑 制 主 ) が 枇 大 の I  ii 十 回 や 平 而 計 四 に お い て も 適 応 さ れ ね ば な ら な

一 ~一一. .-
、 -

心 ，

ーーー一一一ーーー一一一一一ーーーーーーーー.- ... 

い だ ろ う 。 し か し よ り 7 クロな視点に立てば、

ま だ ま だ 点 で し か な い。 点 か ら線 、 線 か ら 菌 へ

の広が りは、障害者問題がより高らかに ｉ ｕ ｾ ばれ

そ れ が 彼 等 だ け で な く 、 老 人 ・ 子 供 ・ 妊 婦 等 、

我 司 自 身 の 問 題 と し て 認 識 さ れ る う ち に 、 保 障

されるだろう。( 黒田達雄/ 兵庫県建築苦11営 綿 談 )
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藤井寺市立老人福祉センター『松水苑」

施 工 海 原 建 設

空 調 衛 生 ガ ス 山 田 工業

電 気 近 畿 電 気 工 事

浄 化 槽 藤 吉 工 業

こ の建 物 は 、藤 井寺 市 が 老 人 対策 の 一 環 とし |  に 負 組 な 階 段 は 一切 設 け て い な い。

て 企図 さ れ た 老 人 ク ラ ブ で あ る 。 この建 物の |  平 面 計 画 に お い て は 建物 の 中 央 の 広 い 廊 下 を

利 用 者 の年 令 は 70オ 前 後 が 中 心 で あ る 。 開 館 | 刺! として 、両側IJ に各 室 を 配 位 す る 。 老 人 は 玄

は 911寺- 5 時 で 、 朝 夕 市 内 へ 巡廻 パ ス で 送迎 I 1刻か ら 入 っ て 、右 住 友 往 す る こ と な 〈 、 わ か

する 。 I りやすく 目 的釜 に 行け る 親切 な計 画 である 。

私 達 は こ の 設計 に 取 組 む に 当 り、 ま ず 老 人 の |  受 付 は よ く み ら れ る 小 窓 式 の 事 務 的 応待 で な

肉 体 的 な機 能老 化 に対 応 し た 建物 で な け れ ば I < 、カ ウ ンタ ー に峨 只 が tlJ て 、 互 い に 椅 子 に

な ら な い こと 。 精 神 的 に は 総 や か な l暖 み の あ |  際 か け て 、 老 人 に心 の 通 っ た応 待 の で き る 由

る :Ut .¥.. 、の場 で あ る こ と 。 老 人 の 生 活機 能 を 大 I 1日] とした。 こ の 建物 の 特 徴 の 一 つ は 俳佃 で

親 し み や す き に 留 意 し た 。 外 飢はやi' u: イ'11
びと

し た 穏 や か な 佼 似 て ¥ 建物 を か ぶ せ る よ う な

や さ し さ を ね ら っ た。 配 置 計画 においては、

よ リ 多 く の 部 屋 が 太 陽 を 亨 受 で き る よ う に 、

建 物 を 正 南 に li lJ けた 。 庭をよ ｾ 約 的 に南にまと

め 、 老 人 は 気 ま ま に 広 い 縁11!1J か ら 庭 に 11( t リ税

し む こ と が で き る 。 玄 関 入 口は 前庭 を 広 く と

り、 紋 でi韮|んだ:l fr ち五11b、たアプロ ー チ と し た 。

道 路 か ら 玄 l刻に 至 る ま で 、 老 人 に と っ て 歩 行

る 回 Jeii で あ る 。 老 人 は 固定 し た 場 所 で 一 定時

間 が 経 つ と 、 退 屈 し 動 き た く な り、 そ の 退 周

さ を カ バ ー す る の に 広 IiI J の 周 問 を 俳mできる

よ う に 計 画 さ れ て お り、 ! J ; < きながらラウンジ

に沿 っ た図初、談話、ゲ ーム 、ｉ￬ｬ ｈｾ 将棋の 各

コ ー ナ の 巡 っ た 笠川 の わ'fi stの 変 化 を 楽 し む こ

とカずできる。

浴 室 は ..!:j.i なる J瓜凡坊 と し て で は な く 、 綴精 一{ .、

氾 気 ア ン マ 機、 花 凶 な ど 」主人生 前 の 中 心 的 な

ウエイトを ｬｬ ￭ める 坊 として、 ｩ Ｚ ｉｬ ｾＵ λ 的 ぷ ｼ並 ｬ 気を

ｩ ｩ￮ Ｈ ｉＺ Ｑｊ した 。 ｪ ポには 汁 ｩ りｼ 幼 ､ ニ に ｊ ミ ー ＿印伝ＺＺｲｩを リ ｉｪ ｾ

つ め 、 浴槽 へ は 手持i を設け、 JI見 衣 室 と の 仕 切

ガ ラ ス 戸 は ア ク リ ラ イ ト 似 に す る な ど 、 安 全

には紛l心 の 留 IY: を し て い る 。

食 堂 は よ く み ら れ る 目Jq，括的なパイ プ純 一「をや

め 、 制紡ある木製/ ; ; ! e 十JLと斜l' 1:l'I E とした 。 入口

に は の れ ん を か け る な ど 楽 し さ を 前 山 し、J ! t

ぎ の 坊 と し た 。 広 人 生 前 に お け る テ レ ビ の 比

illi す る た め 、 テ レ ビ コ ー ナ を 1 1併に l ケ 所、

21増 ラ ウ ン ジ に 2 ヶ 所 、 日1- 3 ヶ 所 設世 した。

問 ｊｾｾ 守 ｦｊ ｴ コ ー ナにおいては、 十 奇チ 十 Ｇｊ ｌ 式の 他 に、

紋子Ｚの気分て Ｇ 床 十 ｊｌ の上に Ｚ ｌＺＺｾｊ ｾ の 主 ｬ 主式コ ー ナを

もイj f 設 し て い る 。

こ の 他、 浴 室便 所 の ド ア チ ェ y クのき いた ill

い JJi l は 、 乏 人 の -tlil ブJ で は そ の Iif. JIU.j が 背痛 であ

る の で こ こ で は 瓜 な し の 回目. し人 口 とした。

玄|刻、 広 jJlj 入 口等には、 ) 鉱物 を は さ 符 え る と き

に 必 人 の バ ラ ン ス を 支 え る 手相 を設けるなど、

細かく ，考慮した 。( 此 進 興/ ｾ ｉ ｬｩＡ［設計計画主位・ Ｉ



設 計 日 建 設 計

所 在 地 藤 井 寺 市 国 府 2 丁 目 5 番 38号

建 築 面積 15 13. 38 m'  

五H l<i m牢買 1864 . 98  m'  

情 造 規 模 R C、B I 、 2 F

工 期 昭 和5 1年 8 月 ~ 昭 和 52年 3 月



回

2 階 平 函 図

司r

• • • • • 
⑥ 1 階 平 面 図

ア有子官軒 町 千

断 面 図

藤 井 寺 市 立

老人福祉センター

松 水 苑

設 計 日 建 設 計

施 工 海 原 建 設

1  1  1  

1 2 2  

1 3 3  

1 4 4  

1 5 5  

テ レ ビ の あ る ラ ウ ン ジ と 中11: 1111 ( 21椛)

大 広 lal ( 1 階 )

床材Lと の れ ん の あ る 氏主主

天 草 紙 石 を 散 さ つ め た 浴 宅

脱 衣 宅



1  膳 聞 南 東 よ り ラ ウ ンジを みる

可寸7
土:1則 入 口 ょ っ セ ン タ ー ホ ー ル を み る

セン 7 ーホールとラウンジ町四回目をみる

4  パ ン パ ー コーナーよ りラ ウ 〆 ジ を み る ( 左 、大広! 日i 右 . 庭 園 )

機 影 東 出 前 彦



神戸市立心身障害福祉センター

施 工 大 本 組

，〆'

1) 可

e司

1=品 二 =



言宣 言十 神 戸 市 住 宅 局 営 繕 昔 日 営 繕 課

東 畑 建 築 事 務 所

所 在 地 神 戸 市 兵 庫 区 水 木 通2丁 目 1番 10号

敷土也面積 1，39 6 . 17  m'  

建 築 面 積 1，192. 18
m

'  

延 床 面 積 7 ，4 3 1 . 2 6 m'  

相時 ｉｉ 量声見 キｾ S R C 、 8 1  、 7 F  

工 期 昭 和 5 0年 12 月 ー 昭和 5 2年 3 月

当 セ ン タ ー は 、 あ ら ゆ る 陣 容 者 向 多 様 な 問 題 に こ

た え る 一 元 的 な 相 談 窓 口 投 ぴ 総 合 的 珍 断 ー4靭判勾吋l定音部B  

P門町'1上、 機古能 ｅ 訓練＿昔部 Ｑ引ｾ ｉ ｉ 門 、 身休脂邸E沢主笹仔者担zめ;'1藍E回音部l品11'門M叶'1-、 レ 7 'リJ  

エ 一 シ ヨ ン苦i附S叫1.
11

門

H

叶'1士等辛カか、ら成り仇、 ｼ肱陣抵邸 ｘ ｾ ，也よ

b儲生として位首世立M昨や付付守j -守吋けられるふ。

絞 合 処1主 に お け る 各B面段、各百111"に と の 独 立 性 的

般 保 、 今 後 の 地iおt!'i 倒ii iiに 対J芯 し た フ レ キ y ピ リテ

ィ の 雌 保 、 障 害 者 に 対 す る 安 全 な ア ク セ シ ピ リ テ

ィの碓保等カ弔i " illii 条 件 と し て fIl l出 さ れ 、 そ の 結 来 、

パ ル コ ニ ー を 有 す る 附 i紫 な コ ア プ ラ ン 町 中 で 、 そ

の 降i !f に応じて各昔| 吋立の寸法 ー材質土手段々の配慮

を担、っていくことにした。

fタilJ え ば 、 床 材 に つ い て は 、 適 皮 肉 ク ッ シ ョ ン 性 、

す べ り に く く て ひ っ か か ら な い と い っ た 占 を 重 視

し 、 白 人 用1持; f J . ラインとしては、ノンス' } . y 7・y

ー ト を 中 央 に 配 し て い る。 ま た 必 裂 な 箇 所 に は 、

ｾ ｉ 工いす用プロテクタ 一 、手術等を自己制 ｩ￮ し、 便所で

は、床材、 ー刊 旬 、 ナ ー ス コ ー J レ、手洗様、鋭、 1弄

寄ーのト ー タルな酉i到琶をおt み て い る.

エレベ ー ター Ｈ ｾ明ガラスの 一 昔 ｉｗｅ 用、 ピット内

の 11皆 数 表 示 、 自 動l点 送 設 備 、 日IJ抜 作 鍛 な ど) 、占滅

式 箸 報 表 示 灯 、 自 ' 糸 線 及υr非 li; '放 送 と 迎 凪}J し た 緊

急報告日用 ラン 7 匂ーの紋イliii 上 の酉eJ . &. を 行 っ て い る。

さ ら に 全自立 を 通 じ て 、 文 字 、 光、 昔 、 点字 等 に よ

る サ イ ン シ ス テ ム を デ ザ イ ン す る こ と に よ り 、 院

害 者 を 安 全 に 宮 売 却 出 来 る よ う に 計 画 し て い る。

(神 戸 市 住 宅sd営約百ISU-*抑 止)

飢か

山

王

宅

西

線

終

南

訓

飢

出

問

4  .  III 符子l l i ' 場前よリ受付相談コ ー ナ一 、

玄関ホ ール、ロビ ー をみる

( 本文39. 40頁 参 照 )



配置図 1/ 1600

H 皆平面図 1/ 800

高槻市立老人福祉センター

施 工 鴻 池 組

設 計 山 田 守 建 築 事 務 所

所 在 地 高 槻 市 郡 家 新 関J 4 8番 6 号

敷 地 面 積 5 . 7 3 2 m'  

建 築 面 積 I  ，8 90 . 963 m'  

延 床 面 積 1，6 8 5 . 7 9 3 m
'  

構 造 規 模 R C、 一 部 S R C、 I F  

工 期 昭 和5 1年 8 月 ~ 昭 和5 2年 3 月

日槻市立老人 ｮＢ ｾ 祉センターは今同誌家古般に隣擁し

た 岡 市内 向 司' で は 位fd 縦 士党共に! l i . まれた場所に処

殺 さ れ た . 主L!Jtt; と し て は 小 規十及 の も の で あ る の で

動総等の制定しさは余りｾＮ，いが、老人的泡 Ｑ の場所と

し て ふ さ わ し い 雰 凶 気 を 巡 り 上 げ る た め 、 平 田 計

画 を 含 め な 底 的 而 で は か な り 心 を 砕 い た つ も り で

あ る . 担 当 吻 は そ の 用i主 上 か ら も 平 屋 町 和 風 と し 、

敷 地 に 対 し て 少 有 ぜ い た く か も し れ な い が 、 古 且 主

をi -t行:Eと し た 縫 閣 と も 一 体 に 前 回 し 、 の び の び と

し たl制 度 峰 、 に ひ た れ る 機 に 考 え る と 共 に 、 今 後 そ

の 束 及 び北 1111) に l期 妥 し て 計 画 さ れ る他 的 福 祉 施 設

の :! ;cお4を も 打lわぬ相直にした。

( 山 l王1;毒自rS/ 1J j 田 守 控 訴反l可，*ii斤)

4 卜

1  談 話 ロ ビ ー よ り縫闘をみる 搬景品 三輪 写 真

2  庭 関 西 側1) より和毛をみる

3. 縫 閣 よ り 外 観 南 I( Uをみる





心身障害児療育相談施設「奈良仔鹿園」

施 工 浅 沼 組



抽t彬 東 出 げt彦

心身障; i : :; : ! _ } 児の療i "i は 、 こ れ ま で 施 設 g炉 心 に 考 え

られてきた。しかし、その古血お ｴ は巧 ｾｩ ｑＡな ｴ ＮＮｙＮ［ ｲ ｾｲｲ に抱 ｅ

殺 さ れ る 場 合 が 多 〈 、 地 主 主 戦 只 の 純 保 に も 織 し

い 問 題 が あ る 。 ま た 至 促 な 場 所 に 建 設 さ れ た と

し て も 両 親 、 地 域 社 会 か ら 引 き 離 さ れ た 生 活 の

中 で 、 本 当 に 子 供 の た め の 療 育 が 出 来 る の か ど

う か 疑問 枕 さ れ る 。 こ の 微 な こ と か ら 在 宅療 行

が m視 さ れ 、 欧 米 陪 国 で も こ の 傾 向 に 進 ん で い

る 。 し か し 、 両 親 に 療 育 の 技 術 的 な 而 や 精神 的 負

担 が か か る と い っ た 難 点 が あ る た め 地 設 と 住 宅

の 中 間 的 な 場 と し て 計 画 、 担 呉 監 さ れ た も の で あ る 。

当 地 般 敷 地 は 務 良 市 街 か ら 南 へ お お よ そ 5 k m、

談 良 公 闘 、 5在 日 山 に 近 く 自 然 林 に お お わ れ た 丘

陵 地 で こ こ に 梢 恕 に 基 ず き 平 面 計 画 を 行 っ た 。

計 画 は 梢 恕 に 主 主 ず く 4 昔 日 門 か ら 柿 成 さ れ ホ ー ル

を 中 心 に 放射 状 に 配 し て い る 。 即 ち 定 期的 に 通

園 し 治 療 の 出 来 る 通 園 地 殻 官J¥門 、 郎 ー 笹 児 と そ の

親 達 が一 緒 に 宿 泊 し 治 療 、 療 育 相 談 の 出 来 る 場 、

ま た 修 学 旅 行 等 で 奈 良 を 訪 れ る 障 害 児 に も r:;日放

す る 宿 泊 施 設 部 門、 そ 肉 親 た ち が 療 育 相 談 等 専

門 家 に よ る 研 修 を ' 長 け る 研 修 地 託 生 部 門 、 心 療 、

医 療 、 機 能 回 復 訓 練 等 の 出 来 る 治 療 }j師 生部 門 、

さ ら に 屋外 に 1i0いては聖子外 で 自 然 に 税 し み な が

ら 各 組 の 遊 具 を 使 い 、 i遊 び な が ら 自 然 に 機 能 回

復 訓 紛Z等 の 出 来 る 「 オ プ ト ・ア ド ベ ン チ ャ ー

ラ ン ド 」 計 画 等 屋 内 外 を 通 じ 子 供 た ち が そ の ハ

ン デ キ ャ y プ を 克Il J i 出 来 る 様 な 自 由 で 明 る い 1; 司

法 的 な 施 設 と し た 。 ( 谷 正 博 / 教 育 地 主 主 研 究 所 )

1  I  ¥羊

1  駐 ・rt 場 よ' ) 外観西国Tをみる

2  プ レ イ ル ー ム で 遊 ぶ 子 ど も た ち

3  地、屋外食ｾＺｴエリヤをみる

4  外相4雨 前 、 ソ ロ パ ン ス ラ イ ダ 一 、 宅 飛 ぶ 船 を み る

設 計 教 育 施 設 研 究 所

戸 外 利 用 シ ス テ ム 研 究 所 ( 屋 外 施 設 )

施 工 ニ チ ノ ー 緑 化 ( 屋 外 施 設 )

所 在 地 奈 良 市 古 市 町 1 - 2

敷 地 面 積 20 ，31 1  m'  

建 築 面 積 1，802
m

'  

延 面 積 1，606 m
'  

構 造 規 模 R C 、 I F 、 一 部 2 F  

工 期 昭 和50年 11月 一 昭 和 52年 3 月



心身障害児療育相談施設「奈良仔鹿園 J

設 計 教 育 施 設研 究 所

施 工 道 沼 組

1  キ ュ ー ピ ク ル 30. "X tJi 

2 . 機 械 笥 31.  hl 外 食 堂 エ リ ア

3  Ｎ ｾ［恩人当 ｩ 32 蜘 ) I HJ:j

4 テ ラ ス 33 フ' レイ J 、ウス

5 合1・11 34.  ｾｮ をよ船

6  会 J高司 35 ソロ，< ンスライタ' ー

7 εrq j J喧 36.  ，<ネ I レトンネ J レ

8 . 受 付 37 モ ノ レ ー ル

9 . 食 堂 38 . ス' / パチ 7 レー ター

10 . ト!lf hi 39 丸 太 追

11 下 足 宅 40 訓 練 プ ー ル

12. 束尚千百宣場 41 水 路

13 ホ ー ル 42 浄 化 相

14 . 休 怨 宅 43 訓 練 ス ベ リ f t

15 医 務 宅 44 キ ャ ン プ 地

16. 集 会 宅 45 発戸嶋党，，1附H孟)tltf

17.  J車 問 コ ー ナ - 46 . 炊 ' IH品

18 キm員宅 47 民 外fil!所

19 指 碍 明 特 例 快 槻

20 約百1巧i 49 受 水村i

21  家 族 風 品

22 水治療* -

ＲＳ 脱衣且ｾＱｘ呪

24 シ ャ ワ ー

25 プ レ イ ル ー ム

26.  ' / ネノ 1・11

27 談 話 宅

28 股以研修宅

----r-T三一 1 . テ ラ ス よ り rt '縫 を み る

1 1  L L  2. 廊 下 よ リ 宿 泊 宅 を み る

I  I  4  3  ホ ー ん よ り 談 話 コ ー ナ ー を み る

4  受 付jj iJ よ り ホ ー ル を み る



日本建築協会法規委員会

令 コ ー ナ

質 疑 な ど の 役 稿 を お 待 ち し て お り ま す。

115 

許 可 申 請 手 順 に つ い て
昭和52年 5 月現在

許 可 申請書の手順 ( 1)

m

-一品

槻

の

み

- 府一

市町村経由

・府 ・豊中・ 守口

・寝屋川ー

関係課意見

. 大阪一

事前審査およ び関

連部局との鍋艶

・堺一

事前審査

. 東大阪 ・吹田一

事前審査

- 高槻 一

関係認下見

. 枚方一

事前1品蛾

. 八尾一

関係設相君主下見

手数料

納 入

受付

不可

適用条文

一一一→ 44. 48. 52.55.56条

ー 園 田 時 48条

一一→ 44 .52.55.56条

ー ) 44条

許可申請書の 手 順 位)

先月号の fji'(li 認申請合」の手順の紹介に引き続き、

「許可申請書」の手順の概略を掲載 し、各{立の所管

行政庁における事務運用の一助 としたい 。

詳細に ついては、所管行政機IUI にお問iい合わせ願

いたい 。 (大阪府下特定行政斤)

:元大阪市のみ85条については 、

慌飽申E青書と同時提出。

事前審査

・府一

市町村経由

- 府 豊中・ 守口

寝屋川ー

関係諜意見

・大阪ー

1 I l 前審査および関

連部局との調整

- 堺一

事前審査

・東大阪 ・吹田一

事前審査

・高槻 ー

関係諜下見

・枚方ー

事前fti ，!韓

・八尾一

関係諜相該下見

不可

適用条文

一一一一→ 51条

一ー一→ 85条

住築と社会 / 1併7fl ' . 6 I1 号 21  



〈新生E材鮒介

浸 透 性 挽 水 防 水塗 料 「タナックス』

今 11 、一般に外装材として使用されているコンク

リート、 P C 板、モルタル、プロ y 夕、石綿スレ

ート、石綿けい般カルシウム板 、リ シン 、石造材

士事の4則幾多孔物質 l卓、lリJ 水性 がないこと 、汚れが

つき 43 いこと、劣化 が激しいこと符の/ BJ泌 を有し

ているが 、 美術 Ｔ をそのまま銭し、防水 Ｑｪｾ ) J を与え

るお止透性J発点 l坊ノIに塗料 r タナ y クス』 をここに紹

介する。

・ 特 長

2 }  強 力 型

r - T.Ii Jj'e  _ [ 物

fi 軒目I A レート

けい俄カルシウム板

行 主 材

A  L  Cf lJl 

田 中石 灰 工業 株 式 会 社

本 社 干 780 ，:": j 知 市 fi n  lli 3  9  8  3  T  E  L  0888- 83- 2588 

沿業所 干 ＵＶＲ 大阪 ＱｻＮｦｮｬｦｉￎ 市大 ｩ ュ浜ｾ外院 Ｗ - 280 T  ｉ ｾ＠ L  0727- 29- 1518  

rnセメント防水剤の試験方法」に櫛じた 。

2 )  タナックスを吸水試験においては全 i師、透ぷ

試験に片面を塗布した 。主主イ'iiJJJ:は350c c / m' 。

白E布後 l l l cl ，室内政o 1。

3)  ，1.1:馬主方r去は J 1  S  A  1404 にl . ¥1! じて行 った。た

し々、 i垂水試験においてはl玉) J をl OOg / cmとし

h  

~。

1)  汚れ防止 Ｚ ほこりや泌がノ ｬ てと ｊｾ に内 ｾｽｉｓ に浸透

するのを防止し 、 ピJ レ、住宅、組物符の外壁を

モルタルにタナッ?;<. アクリルリシンにタナ けし、酸カルシウム厳に

栂準 型 遁 布 後 y ウス揮準型塗布後 タ十y クス強力型塗 布 後

0. 103 

汚れから守る。

園 施 工方法 と注意事項

2)  f.発ノ'1<IWノjく効* : タナ y クス l主食イ百陀燥後、ぷ

がイ.j- Ｇ［ｾｦ しでも」否両で水滴になり、ノドの内 Ｚ ｾｉ￭ 渋透

を防止する。

1)  被h'tli 工物の友而が乾燥していること 。

3)  はなたれ ( 白幡 ) Ii)j' nニ: タナ y クスはノjくの内

/l l 5 への浸透を防止するので、コンクリート等の

はなたれ現象の防止にも効果。

2 )  タナッ 7 スを 使用 する lii J には、 f后のままよく

ｊ 反 ってと り Ｑ ｾ Ｑ ＱＱ し、希釈しないでそのまま使用す

ること。 透

品目 Ui  

7 レーン

自宅以 w
i1  舟11fJFK  Hll 後の

I，t  ｾ＠ 1  

透本比

i  15. 6  

2  14. 4  

4 )  fM ，，'et'長 タナ y クス 1;it1V Jく1"1: のd虫い J I' シリコ

ン系樹脂であるので、性能はi邑'': ;'; 5 1
1三以 t 待 続

3 )  塗布は表面から液が充分流れる位 J!I 全面に塗

イ¥i すること 。 2 度塗りの場合 l主施工 11日隔を充分

水
モルタ Jレ

ぷ!

3  14. 8 

'1' 持j 14. 9 

0. 201  

l  0. 4 

泣いてB包工すること 。 験
‘主

布
ラー 0. 3  

モJレタル 3  . 3 

すーる。

.  被施工物と 標準塗布 量

I } 標準型

4 )  Jj'tl iX 綜 J *はエアレス スプレー、ローラー届リ

毛 、刷毛 ご苧で行い、Ｏ泡工は気 ＿ ｾｫ 5  ｯ｣ 以 ｬ 二ても Ｈｾｭ

すること。ただし 、室内で施工 '1' は換気に充分

注なし 、本斉'J は引火点が低い( 約40"C ) から 火気

主』主 0. 3  

- 用 途

1) ill 築物外主主のI呆J盤防本、 汚れ防止。

21  防波堤等の胤化、塩害防止。

被 施 工 物 路工1"1数

5魯 { f j I，t  

c c / nf m

2  

/  P  

には充分気をつけること 。 3) 駅 令I也の雄造物. 尚速道路の凍結破僻防止。

7 7  'J Jレリシン 1- 21"1 200- 3∞ 3. 5 - 5  

モルタ Jレ 1- 21" 1  250- 350 3 - 4  

5 )  施工後 3 - 411寺/ nJ以内に闘です，がかからないよ 4 1  床材の f呆波防水。

P Cj' ，涯 1- 21';1 250- : 150 3 - 4  
うにi J o. ;;'i : すること。

セメント .LC 1- 21"1 

J ち欣しコンク リ ト収 1- 21" 1  

行制lλ レ ト 1- 21"1 

250- 350 

250- 350 

250- 350 

3 - 4  

3 - 4  

3 - 4  

・モル タル にタナ ックスを塗布 した吸水及び透

水の鼠験例

コノクリ トプロ y ク 21"1 350- 4∞ 2. 5 - 3  
11 ，ば験 m モ Jレデルの製作は J 1  S  A  14住1 r 辿築

建 材 委 員 / 藤 川 慈 ＨＱＱ 本 ｜ｊＡｾ 総合成験所研究ｌｬｬ

「新 建 材 紹 介 コ ー ナー」 についての報告

辿 材 委 員 会 の 新 し い 企 画 と し て 、 「 新 建 材 紹 介 コ ー ナ ー 」 が 先 足

して 本 nで l 年 3 ヵ ハ 目 、 紹 介 し た 製 品 数 も 27に 迷 し 、 本 誌 の 中 で

こ の コ ー ナ ー の 占 め る 位置 も よ う や く 安 定 し て き た 。 こ れ も ひ と え

に本 側 に 登 場 願 っ て ご 協 力 を い た だ い た 各 建材|見JJA企 業 、 わ けでも

調 査 ・執 筆 の ''j; ' を わ ず ら わ せ た 委n各位の熱怠の賜と感、謝している 。

本 コーナー設定の趣旨は 本誌 ＱＹＷＶ 年 Ｔ 月 号で述べたが、ｾは析し

く/Jf. J 発 ・ 先 売 さ れ た 建 材 を商 品 名 で 係 り あ け ¥ 機 を 失 せ ず 論 評 を }j ll

え て 佳 築 実務 ヨドの 参 考 に { 共 し よ う と い う も の で あ っ た 。 な に ぶ ん 1

ページ 1:1" に 2 テ ー マ を 詰 め 込 む の で あ る か ら 、 余り J下車111 な 紹 介 は 望

む べ く も な い が、各製品ともその特徴や使用上の注芯; 、それに将来

性 と い っ た と こ ろ に 重 点 を お い て 執 市 す る よ う に心位ト け た 。 そ し て

いIよ り も そ の 内 容 が 建材企業( H! J か ら す る 宣 伝 ・広 角 と は 越 を ま っ た

く 災 に し 、 委 員 に よ る 忌{婚 な い 立 川 の1m陳 を 行 う と こ ろ に こ の 企l凶

の 新 鮮 さ が あ っ た と 思 っ て い る 。 J先手Wi 氏 も こ の }.J:(、に特 にj主怠して

おのtみいただけば幸いである。 - ) J 、 既 掲 載 の 各 企 業 に刈 しては 、

記 'Jc 内等の当否や掲載の効果などに| 見l し 近 く ア ン ケ ー ト 調 査 を 行 う

こ と に し て お り 、 そ の 結 果 も い ず れ 本 誌 上 に 報 告 す る つ も り で あ る 。

と こ ろ で、 今 ま で 本 コ ー ナ ー に 登 均 した 製 品 は 委 L-1の 単 な る 忠 い

22 也築と社会 1 1977年611 り

建 材 委 員 長 山 田 幸 一 (1見ll)li 大学)

つ き で 係 り あ げ た も の で は な く 、 委 n会の討議にf . J して .U剥長を決定

したものばかりで、そのような節目にかけた以上、日J.f:亜 の 製 品 の 中 で

ｦ ［ｾ Ｇｻｈｬ Ａ 以 下 というようなものはよもや混っていないと ｪ ｩＧ ＨＱｩｻ 三・している。

その芯: 昧でここに載ったものは 、実 務 家 に 安 心 し て 使 っ て い た だ け

る も の ば か り と 断 言 し て は ば か ら な い 。 た だ 本 コ ー ナ ー を 発 足 さ せ

て し み じ み 感 じ た こ と で あ る が 、 委 n会 で 抱 岐 に liHiす る も の と 判 断

ーしても、それを応諾される企業の芯: 外と少ないことである 。 建 材 は

弘の数ほどあるにもかかわらず、 J J  2.' ，' : i . の製品の選定がこれほどま

で ｬ 本 ｉｾＨｾ であるとは思いもよらなかった 。 この点、企幽にＱＯＭさがあり 、

特 に 11 本立l ! 築協会のネームバリューに甘えすぎたことを委 n長とし

て は 反 行 せさるを得ず、委L 1 名位に余分の負担をかける結県になっ

た こ と を お 花 び し た い 。 幸 い に 今 J J ま で は 友 好 団 体 で あ る 11 本 建 材

協会の協力も得て欠務なく本コーナーをJ - I I I めることができた 。 当 委

L-1 会 と じ て は 今 後 と も 鋭JJ: 新 建 材 の 先 制 に 勉 め る つ も り で あ る が 、

な に ぶ ん に も 限 ら れ た 委 L 1 の 数 で は 見 泌 し も 多 い と 忠 わ れ る の で 説

省消 ｊｘＺ からの般極的な ｴ ， Ｇｩ 般 の促ｦｊｾをお ｗｊｬ いしたいし、また本コーナ

ー に 附 す る ご 批 判 ・ごNg忽をお寄' せいただきたいものである 。
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ニュース/ i ; l 布』をお送りください。

第 6 回 中 之 島 ま つ り

今 年 で 61"111 を 迎 え た r ，l' 之 島 ま つ り J ( 中 之μ って会 均は ｉ 止 ιｾ ｩ 朝 ｬ 。

まつり Ｇλ ［ｈ ｾ ｌｬ 会 ｅｈｬｩＩ は 、 Ｕ n  3 円 か ら 5 11 ま く未 来〉 タ イ ム ト ン ネ ル を 抜 け る と 、 サ ン パ の リ

で中之， ｉ ［ｾｊ 公ｼ凋Ｍ ， ＺｧＺてる行われた 。 あいにく Ｔ 、 Ｕ 日 ズ ム が 流 れ る こ の 広I功。 芝 生 で は の び の び と 11 光

の 2 11111/ 1まI、ijij に 見 舞 わ れ た が 、 そ れ で も " ｩ Ａｾ ｩＮＺｅ っ i?千をきめこむカッフ勺レ。 v定川 の ' 巨きオ勿 や品I'i 秒J を m

1乙のフェスティノ{ ) レ" とあって、 311WI で 30) j 人 め た コ ー ナ 一 、里子立 の テ ン プ ラ や 小g¥の百fi だ き 、

の 人 々 が く り ll' ，した 。 つ く し の つ く だ に 等 の 1'1 然 食 コ ー ナ 一 、 こ こ は 人

今 年 の メ ー ン ・テ ー マ は 「 自11ろ う ひ ろ っ ぱ. ゲ み と人とが， ｾＮ ｜ｉ 布 ｬ する広Ｃ［ｾ である

つ け よ う 大 阪 J ま つ り は 会 場 を 6 つ の 時 代 に 分

け て 、 そ れ ぞ れ の プ ロ y ヲにふさわしいと主的峨式、

j瓜 俗 を lヰ 射 し 趣 好 を こ ら し て い た 。

〈江 戸〉 ム シ ロ で IJ l ' I んだ九A 組 の 之 ぼ 小lせ。 '1 ' に

人ると、ゴザに ｉＧｉｾ っ て浪刷 、 ＼Ｎｪ 術、手 事 ｊ 昔、 ＱＱ 錦 、

泌 j剥 の 観 賞 。 お 茶 j市 で は !I: { - 大乍がみごとなお、 .I ，'，i，

ｬｩ￭ｊ を ｊ 攻日官、また、 ｩ 些ぴのコーナーとして欠 Ａｾｪ も ｊ 宜

泣 き れ 、 こ れ が { - ど も た ち の 人 気 の マ ト と 主 っ た 。

〈明 治〉 ミ ニ 5 し が 、 本 物 そ っ く り に 慨 を は き な

がらA : りまわり、 一I'ij 来 'II. 料 3001' 1の人} ; ，ド が 所

狭しとかけまわる 。 緒 ｽｪｩＩｾＯ 俗の適格に科い、 ＮＧ￯Ｇ r  

/ - t 1ふうの JFi江救護では、 子 ど も た ち が 11 凶 の 腕 前

を予告 fOI( し て い た 。

〈大 正〉平日1111 に 1'1 エ フ ロ ン の k 給 さ ん が い る カ フ

ェ ー で は 、 ア コ ー デ イオ ン の 生 前 炎。 こ こ の /1 Ii. 

Jl:.司品は 'f{- 3001' 1の カ レ ー ラ イ ス 。 F 川 し の 占1f { f

機 か ら は " ナ ツ メ ロ が流れ、 5 n に は 策 秋 祭 も

行 わ れ た 。

く昭 和 ・戦 後〉 焼 け 跡 の ヤ ミ di に I '-i 1'1 J=d、 1片 泊 以

ｉＭ｜ｾ が， �Ｎｦ を悦べる 。 縦士久、焼イモ、コロ ｹ ケ・ を 11反

必する飲食物 ＱＱｾｪｾ 九竹Ａ品、竹トンボて苧のなつかし

い お ・ も ち ゃ を 子 ど も た ち に つ く ら せ 、 そ れ で 遊 ば

せ る 。 こ こ に 1;1: " T' づ く り の 昧 . が あ っ た 。

く王見f-l:: ) h1世トス テ ー ジ て 汁 主 、 フ ォ ー 7 、 ロ ッ ク 、

コーラスグループの熱泌 。 Ａぷ わぬ Ｉ ｬｾ ぴ人りも加 ｬ Ｚｨ

ｾｉｈ ，＠

人，1

一一 .  

』刷、

ｾホ

=t-.，νスJ 同 組 陶 . - . 官' ) 11' "ー

を骨・ #1 (1...，.. ニ'''4r N ‘r ・h

・J四 ゆ V l i ? J J n，・a・・・栂*・鯛式鱒剤・*・網"・・・・吠・剛.. "."・

建 築 物 に 附 属 す る 緑 化 施 設 の 表 彰

大阪市総築局総築指導ＺＧｦｉ ｾｾｦ￭ ｾ ｴ Ｂ ， ｬ 思 は、 昭和 ＵＲ 年度第

8  1"1主主築物に附泌する優秀な制化点彬! J 1也.i支 を 発 表

し fょ。

ビ J レ 緑 化 ・ 設 計 者 表 彰 Ｈ惨， ｍ Ｎ ＱｫｮｮＧｉｾ Ｉ

位 計 司医 務 所 名 1  1st 計 者 l 股I t 強 震 物

大，， ｾｾＮｬｫ 剛 ｽｩｾ［ 1組坦菊 1:'1' 伽 ， " 中 村 総 之 助 1 11 ，n食 品 ピ ル

Ｓ ｉＡ漏興軍大阪支ｊＢ ｉ［ ｉ 掛也有ｾ ｉ Ｚ Ｇ ｉＧ ｾ 叶 ｬ 雌日! 万1，11ローレルハイ 1) < 叫

4， ) t  I ! 廼 ..2 ，， 1  '1' fl l'Ir 1  I"-' f ，E ー|コ ー プ 野 村 瓜 町

民 1; 川 仁 fl I'i 1州 aJi ｈｾ＠ 1-" 1担 λ カイハイツ

ｓｾ＠ ，:"i 剥l Ｑ 糾也被 ＱＺ 引傍岬 ｬ 七 ｉｾ 惚: 1.'r.J Ef :l fl 健全) < 剛削" 町d

削 克 ，，'{ ，it I  '11
)叫 " ，!It 1  y ペ ト ー 岨 見

※  ull.t l'  ｦ￮ は｜ＮｉＡ苦 ｾｰ Ｈｬｩ， ｗＮｉ ｉｉ ， ｩ ， Ｇｬ ＨｬＩ， ｩ ＲＺ， ｲ ｴＭ ; ; とする

摂 i' 1l-tピ Jレの，，2;，1十円は k・/(OI.外と f る

A 日清食品ビル

V 口一レルハ イツ大;走

ム企 ｴ，，ｾＰＮ ｟ Ｈ､｟ＶＱＺ￠ｌ 込 企ｾ￥￥￥￥込企ｾ￥ｾ込 企正 樹の話シリーズ・ 32 企i : ai l i ￥h

モリシマアカシア 23r moIliu m W Ill d  

本 シ リ ー ズ の211"I Uで ニ セ ア カ シ ア に つ い て 紹 介

し た が 、 今1111は ホ ン モ ノ の ア カ シ ア 婦 の 一 つ 、 モ

リシ 7 ア カ ン ア と そ の (II IIHJ に つ い て 5 い て み た い 。

11 本 で は ア カ シ ア と J え l;f l' 1，、 必 で 向 い え ん ど う

豆 の よ う な 佑 の l咲くゆI を jι い う か べ 、 ア カ y ア の

並 木 道 は 札 幌 の ロ マ ン を 唄 い 、 ア カ シ ア の 雨 が 止

むと ｾ ｲ･ が終る 。 だが、制物争の分煩と Ｑ ［ＱＺ無粋な

の て ¥ こ れ ら の ア カ シ ア は な よ 名 で Robi  n  ia  P S-

e u do  - A c a c 川 と ，ieす よ う に 文 宇 ど お り ニ セ ア

カ シ ア の こ と で あ る 。 ニ セ ア カ シ ア の 説本 道 に は

ペ テ ン 仰 が陥 行 し 、 ニ セ ア カ シ ア の 雨 が 降 ろ う が

降 る ま い が 愛 な ん て 穿 生 え て き そ う に も な い 。 や

は り ア カ シ ア だ か ら こ そ ロ マ ン を J 吾 れ る の で あ る

で は 本 物 の ア カ シ ア と は I"r で あ ろ う か。 そ れ は 熱

Ｇ ｾｩｽ＠ Ｑ 也 ｽｪ カ汀 ｉ ｊ［ｲ ｴＧＡ ｵ 也 て下Ｊｾ Ｉ 500f A おり、 そ σ〉うちヰ甘 400

4唱が オ ー ス ト ラ ' ) 7 1

'

[ で あ り 、 ユ ー カ リ と 必 ん で

問 1]1の I U号制t で あ る 。 1800年 代 lニ ヨ ー ロ y ノマ lこ波

り、 11 本にはが0 ) 15絹: Ui ぐ ら い が 明 治 年 I:n に 渡 米 し

て い る こ の 1'1'1日l の 共 通 点 l主主主 が シ ダ の 柴 に 似 た

羽 状 純 柴 (1:.:<1参! ! 日) で、イ正はl I t . 色で球形のものが

総 ｾｘ にＡ出 ｦ 干して ｬ 咲き、万件がある 。 ＱＱ 本 ではモリ

シ マ ア カ シ ア がAl も多く 汗 及 し て お り 、他t ，:':i IOm

程度の' ，; ; ; ; 総 ': :J 本 で mmい主ザラっき、 来 l主 ダ ー ク グ

リ ー ン の 大 形 の 羽 状 線 袋 、話I I箇は 少 し ( J I 味を，;i手び

て小I ! S I主f誌 に な る と 併 合 し て 1*1 じ11民 て し ま う 。 イと

は此色で犯Ａｾえにつき Ｖ II に/ 11.1 < 。 こ の 樹 皮 に は タ

ンニンがｾまれており 、 ｊ 主 ナメシ ｊｔｉ に多く制 林さ

れたという 。 熱Ｎｾ［ｽ性なので Ｑ 地点市内 ＱＵ が北限で、刈 ｬ

j瓜 lニjU: J，'LJ ; が あ る の で 15}]; 朝、 Il}j {ij、1111こ，f'，，'i ，j ; J 1されて

い る 。 附樹で乍長が早〈、l I Ii #' } J が あ る の で 市15，j i

I1- J で は 適 度 に すj 定 し な い と 伎 泌 が 繁 茂 し す きe て i l1

くなり、 f ，/ ! ¥I 時には倒木の危険1 'Jーが あ り 、 ま た 過

度に現送すると. f ，lj 死 す る 心 配 も あ っ て ♀ か な か F

/I.I J の か か る 術 で あ る 。 移布11(1主 J S; i令 j 朋を i墜 け な け れ

ば な ら な し 、。 こ のf也で造| 遡 III と し て よ く 伐 わ れ る

の は フ サ ア カ シ ア ( ノ 、 ナ ア カ シ ア ) ギ ン ヨ ウ ア カ

シ 了 、 メ ラ ノ キ シ ロ ン ( ヤ ナ ギ パ ア カ シ ア ) ':'，'が

あ る 。 分布、 J惨 状 、 性 質 と も モ リ シ マ ア カ シ ア と

ほ と ん どいl じ だ が、 花の i咲く 11キJ t l Iが 2 - 3 川 で あ

る。 I止近 は 特 に フ サ ア カ シ ア が 多 く f史 わ れ てお・り 、

千 1 ニ ュ ー タ ウ ン な ど で は い 存 に It い 作 り をb文っ

て 此 色 の If. が i咲 き ほ こ る 。 大 阪 市 l人l で は 点 成 |豆 の

神 路 公 l判 に ア カ シ ア の 花 木 公 闘 が 軍基仰され て い る 。

ｭ 勉はＧＩｩ［ｾ主ても、この術のある公悶会どではサヤか

ら 樋 F が 飛 び 散 り 、 周 り に 倍 が た く さ ん 非 'ι え て

い る の を よ く 比 かける。

と こ ろ て ¥ ニ セ ア カ シ ア に ア カ シ ア の 名 を i 伐ら れ

たので、 本 物 の こ れ ら の ア カ シ ア は 一 体 I"r と呼 ば

れ た の か 。 ホ ン モ ノ ア カ シ ア ? ホ ン ケ ア カ シ ア ?

い や 、 こ れ ら の ア カ シ ア を ミ モ ザ と 11乎ん て ¥ ヨ ー

ロ y ハ/ ! ¥の丹りを こ の結f に，lモ し た の で あ る 。

( 傑ド，!c)
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① 〔 税 者 コ ー ナ ー 〕 会L-I /l1I の な 兄 発 表 で な く 、 維

多 の 111凶 i ( 例えば新 Ilil の 煩 似 し た 読 者 コ ー ナ ー の

ｴ ＧｒなものＩを処 ｾ ＡＮｭする担 制 があれＨ［ＱＧ良いのではと ＮＧｴＺ ＮＧ Ｎ

う 時 も あ り ま す 。 ② な 匠 の 作 品 発 表 ば か り で な く 、

間 造 の 作 品 発 点 、 も っ と 純l却 を 広 げ て 土 木 技 術 者

読者の頁

K '  S  4 5才 言宣言十

1 本側j から lHす 場 合 、 整 理 さ れ た !こl録 が 1 月か、

1211 片 に tれ て い る と 、 雑 誌 と し て の 利 用 が た い へ

ん 効 来 的 で あ り ま す の で 希 望 し た い 。( 12月りーに総

目 録 が 山 て お り ま す = 編 集 )

2 .，i l l 物紹介には、できるだけ平而閃を多くのせて

ﾱ苧の作 ＯｾＧｾＧＷ￪ 表もしてみたら、いかがですか 。 ほ し い 。

今 回 「読 者 の 頁」 で は 、去 る 1 月 号 で 実 施 し た 本

会 誌 「建 築 と 社会 」 に つ い て の ア ン ケ ー ト の 中 で 、

最 近 と くに 関 心 を お も ち の 問 題 ・ご意 見 を 書 い て

い た だ き ま し た が 、 そ の 主 な も の を 元 文 ど お り 掲

載 し ま し た 。 な お 、 お 名 前 は 匿 名 と し 、 あ と は 年

齢 、専 門 職 種 に と ど め ま した。 { 投 稿 欄 小 委 員 会}

H '  T  3 9才 都 市 計 画

特 集 記 事 の 内 容 を も う 少 し ペ ー ジ を さ い て 下 さ い 。

サ ワ リ だ け の 感 じ が し ま す 。 住 宅 の も つ 社 会 性 は

緩 め て 大 で す 。 30年 代 に 辿 設 さ れ た 木n、文化、

建売の ＱＱ ｽｪ題、最近のこれに類似したミニｉｬ ｾ ｊ 発、低

n 7 ンションミ卒、多 j1J 面 か ら 取 り 上 げ 、 人 間環 境

と し て の 住 宅 の あ り 方 を 追 求 し て は い か が で し ょ

T '  K  2 2才 学 生 F .  K  22才 学 生 う か ?

ＺＱ Ｑ 立近 ｲＩ 日 ｉ 也コンサルタント ｊ というものが ｭＡ 也ｾ

収 を す る に あ た っ て 検 討 さ れ て い る ら し い が 、 ど

う い う も の か 芯 l二で咋召介してほしいと思います 。

ま た r 11終 ア ー キ テ ク チ ュ ア 」 と い う 維 誌 に 「 木

造 住 宅 凡 制 り 表 示 の 新 視 点 」 と い う 記 J I1' が 放 っ て

いましたカヘこういうホ¥' . t s (干'rn1= 1こl渇す る ) を し

て ほ し い と jぷう 。

S '  K  4 0才 広 報

建 築 協 会 副 作 見 下 会 は 、 当 社 の 広 報 誌 の 資 料 収 集

に役立つので、本年は手ＱＧｾ般的に利用させて頂きま

す 。

T '  I  2 6才 公 務 員

総築家なしの父、 ｦ 主体の ｾｦｬｦｦｩ 、高度成長 ｊ 別をかわき

りに住宅政策における ｴｾ ｬｭ の手による多住戸 Ｗ ン

シ ョ ン 、 ま た 、 述 統 住 宅 が ど ん ど ん 郊 外 に 主主J量さ

れ ま し た 。 JJ/.1' E に お い て 、 そ こ で 生 活 し て お ら れ

る人々の生 ｨ ｬＧ ￎｾ Ｇￆ、また、ＡｬＮ ｈ 主体とは ｦｩｩｊ かを ｼ 吐沿よ

り レ ポ ー ト し 、 こ れ か ら の 住 宅 政 策 に お い て 、 ど

の よ う な 越 本 概 念 を も ち 、 設 計 し て い く こ と が 良

い の か を 考 え る べ き だ と 再 度 思 い ま す 。 それは泊!

論 の み で 追 求 す る の で は な く 、 一 般世論を通し; J i ;

1¥必 と し で の l必: 也1を.J"l. l>I世 していくべきでサー 。 き っ と

今 ま で の 総 築 家 と 11乎 ば れ る 人 々 の 考 え と は 巡 っ た

簡 も あ ら わ れ る と 思 い ま す 。

M .  N  2 9才 設 計

出nl i ' 1 i J 形成のアプローチとしての辿築は、人間l をマ

ス と し て し か と ら え て い な い 。 人 間 を も っ と 大 引

にした干見， ＺｾｩＮ からの自 ｾｬ ｲｬ ￭ｬ Ｇ乍りをめざしていきたい 。

T .  F  44才 行 政

1 文 部 約 l弘l係 の lji 何'i Ｈ学校建設の布ｉ￬ｕｩ ＩｬｾＮｦｩｬｬｩＩ およ

び 近 織地 区の 辿 投 単 側 ( 公 友 で き る 純 囲 で 良 い ) 。

2 幸子察庁 |刻係の投，tl談 結 内 存 お よ び 瞥 見 守 特 設 也 に

イ半う ｭｾｾ 汲 ｅ 官 ｉｴｩ 。

3 .  ｲ 建築の ｉｉｊｾｪ は興味深〈読んでお、りますが、辿

築 家 以 外 の 人 の 辿 築 に 対 す る 要 望 等 の 側 も あ っ て

は如何( 例え，; 1 ' 家を総てられた入、ピル経営者、

作 家 、 学 校 の 先 生 etc. ) 。

私 は 残 念 な が ら 、 こ の 雑 誌 を 以 近 知 っ た ば か り で

す 。 こ れ か ら 説 ん で い こ う と 思 うのですが、 i且イ三

l仮 J 己は し て い な い の で す か。

4 0才 施 工

ス ケ y チ プ y ク の 拡 充 を 希 望 し ま す 。

T '  A  28才 設 計

総 築 宇 佐 に 恨 強 く 流 れ て い る 表 現 の 単 純 性 ( シ ン プ

リ ズ ム ) に つ い て 、 和 、 な り に 研 究 し て い ま す が 、

泊先生方のな_ ! ，t ! ，も 聞 きたいと. 1. 1.
1

，っ て お り ま す 。

. . J .  N  28 才 都 市 計 画 、 設 計、 造 園

主主築( 市j S 市を含む) の技術の進歩には許しいもの

が あ る 。 脱 論 、 計 画 、 デ ザ イ ン 、 工 法 の ど れ を と

っ て も 、 そ の 内 容 は お 皮 に し か も 線 維 化 し て い る 。

し か し 、 そ れ ら を つ な ぐ ソ フ ト な さず=II:J が、 li ir ｾ 己 の

ハードな ｉｾ ｉｓ 分の進み方についてい っ ていないので

は な い か。 そ う い う 意 味 で 建 築 th!，会 の 進 み ) 5 は ユ

ニークで好ましし、 。 もっと人 ｉｈｊ のための立ｉＡｾＨ郎市Ｉ

は い か に あ る べ き か を 進 め て ほ し い 。 た だ 残 念 な

のは、↑ J昨日( ヰ干に{ 乍，WlU主主卒) カずl刈P可を "1' ，心にしで

あ る の で 、 す ぐ れ た も の は 1-1 本 ・世 界 を U¥Jわず、

例 え 少 し で も 良 い か ら ・1現 せ て ほ し い 。

. . J .  W 19才 学 生

作 JJ ，作 j瓜 新 住 築 の 欄 を も っ と ふ や し て カ ラ ー 写

n : にしてもらいたい 。

R '  S  6 2才 設 計

「 総 務 と 社 会J の 封 筒 の 附 が よ く 破 れ て 崩 く か ら

も う 少 し 丈 夫 な 紙 が 使 え な い か。

法令コーナ一、新建材紹介コーナ一、 ｾ ｉｗ Ｚｬ￻Ｚの京、

I/i ! i 工材料のn 、 設 備 の 頁 、 術 の お シ リ ー ズ な ど 、

シ リ ー ズ も の ぐ ら い は 者 数 頁 か ら 始 め て 1"i えば、

厳 砲 フ ァ イ J レするのに使不l円、す 。 f"f と か 考 え て J 't

え な い で し ょ う か。

K '  Y  18才 学 生

今 後 の 建 築 関 係 各 事 務 所 のl必 11日 と 新 年 業 乍 の 就 11躍

IUH辺 、 大 ・中 ー 小 企 業 、 コ ン サ J レヂント、 ρ;;: 校 の

先 生 の 一 言 。

E '  0  55才 都 市 計 画 、 設 備

l 朝 食 会 に /111人 し た い 。

Ｒ 会伐に比し、内答は充ｾしている 。

Ｓ Ｎ ｾ Ｇ Ｎｾｊ￸ 建築 ー 地下街 の防災 震 災 時 の テ ク ノ ロ ジ

ー ア セ ス メ ン ト 。

4 テ ク ノ ロ ジ ー ア セ ス メ ン ト 、 ま た は 環 境 ア セ ス

メ ン 卜 の 手 法 の 治 押 会 に 、 ア タ ッ ク の チ ー ム 編 成。

5 高 層 建 築 物 の 溶 銭 不 良 の n日 組 、 ボ イ ラ ー 溶 接 士

の 技 能 験 定 な ど の よ う な 建 築 溶 接 に 対 す る 品 質 保

証 の 間 組 な ど。

43才 行 政

以 前 、 無 料 だ っ た μ ' 予 会 が11: t i l f : は有料になりまし

た が、 資 料 代 としてはやや日! 日日な場 合 があります。

T '  S  6 3才 構 造

1
r

建 築 と 社 会
J

の 製 本 が 針 が ね で 綴 じ ら れ て お り

不 便 / ' の り 付 け に す れ ば 、 必 J必 な 筒 所 を ス ク ラ y

プするのに ｾ Ｑ Ｂｩￎ｜Ｇ に便利ですから、是非のり付けに

変 え て い た だ き た い 。

2 昨 年 の 12月 号 “ 建 築 と 設 fliii の路工」ニで の 接 点 の

WH凶" 等 は J止手|三スクラ y プ し た い 良 い 記 T]1' で す 。

ま た 同 号 のI怪 談 会 は 最 低。

3 .  =r!_( 年 技 術 者 は 中 止 されたし。 脱 出 は 探 用 さ れ ん

為 に 推 せ ん 者 の 造 言 が 多 い と ，也、われる 。

4 本 年 1 月 号 デ ザ イ ン の 動 的l一昨日分と全体の座談

会 、 ア ン ケ ー ト と も 而 向 く な い 化 、rcで あ る 。

T '  0  30才 施工

話組の主主築家守= の専門外の悩i主任 な ど が お も し ろ い 。

M '  M 3 6才 設 計

低成長経済下て・の建設伴、賢佐川の山般。 一 世1I の 恋

ま れ た 巨 大 資 本 の 建 設 会 社 や 設 ，n' l，務所を除き、

総 肉 、 人 事 令z てる悩み多く、 1ぶ き に わ た る 中 小ゼ ネ

コン 、 サプコン、 τj1'イ万円? の !日i辺i を じ っ く り 1])( り」二

げてむ ｫ しい 。 ｊ 己 ｔ ｉ ｾ そのものがダイジ ェ スト 的 にな

る の は 、 あ る 程 度 止 む を え な い と し て も 、 縦 列 で

，f { t わって {悶悩5を予をう手はあるまい 。

l ai 丘 、 関 心 を 寄 せ る こ と 、 マ ネ ー ジ メ ン ト 、 コ ン

ス ト ラ ク シ ョ ン ( ル1 . C ) なり 。

〔私 た ち の グ ル ー フ。No. 9 ) 111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

「阪1: '1
1電 鉄 美術 班』

の見' ; ; : などを行い、 H王L-I 以 外 の 人 も 多 数 '! s まり、 このようなる手間気を 1" 1りの 斤 年 た ち に 広 め 、 文 化

なかなかの評如何芯あ っ た 。 秋 の 総 合 文 化 以 で は 、 (1勺 な 而 で の イ ニ シ ア チ プ を と っ て い け る よ う な 活

一 自 己 を み つ め 倉U造 の 拡 大 を め ざ し て ー 11 ｴ ｦＨの ｲ 吊動がヲ ｅ り ｉｾｈｲＡｦｴ ， 作 ｉｖＱ も ｭ えて、本当の必 Ｎ Ｚ Ｑ 味 即j が で き た ら と 身 え て い る 。 と は い え 、 1丹羽j の 内

で の 11 ヒれの 柄 引J を 発 表 す る 以 と な っ た こ と は 、 ひ 容 や 会 tJi の 利口 l 、 場 所 の こ と な ど 、 さ ま ざ ま な !日!

美 術J i Eの IIJ J ; 1貨は世代、1I ? l 利 30年 頃 と い う こ と を ! 日i

いている 。と Ｑ ， ＱＱ キ ｬ 主ｬＧＡ ｈｾ が ＳＰ 名近くもいて、ヌード

モ デ ル な ど も 使 い 、 10年足E くr舌予告な t舌oIfjj を し て い

と つ の 成 果 で あ っ たと忠、う 。 泌 が 残 っ て お り 、 ま だ ま だ 安 心 で き な い 状 態 で は

刻布では ｊｩｅ ｌｾ も ｭ え、ほとんどが木社助務で、土 あるが、f f i : nf' ' T で協力して美術成を発展させてい

木 、 i i . l E 築、総務、経程、; ; 1} : 子，i l-$}: 出1I と い ろ い ろ な き た い と 思 っ て い る 。 文i ' . ( 稲崎敏秋

たそうであるが、J i E t : I の年齢の老化などに伴い、 月技場から! s ま っ て い る 。 欲 を J え ば 、 も っ と 本 社

J11; C. i ! . Iでは i1;ifWら し き こ と は ほ と ん ど で き な い 状 態 以 外 の 現 場 の 人 の 参 加 も 虫 ん で い る o ｊｩｅ ｩｾ はほと

で あ っ た 。 ん ど が 初 心 者 で 、 初 め は て こ ず っ ていたが、l ' ! . f : 長

しかし、 H乍年 凶 か ら 行 手 も 少 数 な が ら mえ 「 定 HJI の指 ｩＡ ｘ により絵を姉くうえでｾ，ｾ本となるデ ｹ サン

(I'.j に日! [ f } j していく仁l'で，' ，分 を み つ め 、 創 造 す る よ を や っ て き た せ い か 、 皆 な か な か の 上 達 ぷ り で あ

ろこびをともに分かちあえるような美術l ' ! . f : にして る 。 糾 ｍｮ ｾ Ｇｦｉｬｬ ｊ は午後 Ｕ ＱＱ 寺半から Ｘ ＱＱ 与 までの Ｒ ＱＱ キ ＱＱＱ ｉ

い こ う 」 と い う ρ が r. d ま っ て き た 。 そ ん な '- 1-'で、 ' J " で、会長1 : の厚生F也B没 で あ る 美 術主主は、ち ょっ と

111' 年 7 )  1から 1Ii : 迎合IIMI' に 絵 の 好 き な (11' 11: 15 人 ぐ 炊 い せ い か jA':JJil tで は あ る が 、 紅 、 た ち の 物 好 の ア ト

ら い でf上'1' を 終 え て か ら の 活 動 が 始 ま っ た 。 リ エ で あ る 。 モ デ J レを似 つ て の 人 物2ヨ:' t で は 、 そ

活 動 内 科 は 、 デ y サ ン と ilt ， 絵 ( 人 物 写 生 ) を J占本 れ ぞ れ 独 内 の l世界 が キ ャ ン パ ス の '1' に 捕 か れ て い

にし、そのほかに ｾＡｦ 外写生会や美術作品 Ｑ の鑑賞会、 く 。 Ｑｾ ｉｓ ｩ 五の空気は静止し 、 ｈ 寺 ｊｈ ｊ は止まる Ｎノ 技 l二

会 社 で 行 わ れ る 秋 の 総 合 文 化 展 へ の 出 t弘 、 立 の 合 か え っ て 1I ;¥"it を 見 る と も う 811寺である 。 紋 近 rll キ

街 な ど が あ る 。 こ れ ま で に も 、 写 生 会 や ゴ ッ ホ l必 IHJJ と い う 流 れ の 早 さ に 篤 か さ れ る こ と が 多 い 。 美術ｾでの ｩｬｩＱＨ 山 ＱＮＱ［［Ｈ
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すべての子どもに水と土と太陽と

そして仲間たちを グ

ー いづ み保育園企画にあ た りー

こ れ は 長 い 普 賢 佳 を の り こ え 、 い づ み 保 育 闘 を 生 み け て 保 育 し や す い 主 主 物 を 建 て て も ら え ば よ い と 忠

だ し た 、 働 き た い 、 働 か ね ば な ら な い 、 お 母 さ ん っ て い ま し た 。

た ち が 膨l い を こ め て l唄 い あ げ た 、 キ ャ y チ フ レ ー と こ ろ が い づ み 保 育 園 の J量，汁盟主埋を合開設 .-li の 力

ズです。 々 に し て い た だ き 、 い ろ い ろ と お 合 う な か で 、 払

い づ み 保 育 聞 は槻 市 の 新 金 問 団 地 で10年 間 に わ た の 考 え は /l Ui f i 1 ; いであることがわかりました 。 一つ

っ て 共 同 保 育 所 を 作 り 、 ね ば り 強 〈 苦 難 に 渦 ち た の 建 物 を 建 て る こ と は 、 そ れ を 利 用 す る 人 と 主 主 築

運 動 を 続 け て こ ら れ た お 母 さ ん た ち 、 保 母 さ ん た 家 と の 共 同 の 創 造 で あ る こ と を 知 り ま し た 。

ち の 血 の に じ む よ う な 努 力 が 、 地 械 の 多 く の 人 逮 「 人 聞 社 会 の よ り よ い 生 活 の 場 づ く り 」 を 「 建 築J も

や 大 阪 保 育 巡 動 述 絡 会 な ど 多 く の 人 々 に 支 え ら れ 「保育J も 追 求 す べ き 泌 脳 と し て い る の で は な い

で 生 み だ さ れ た 保 育 所 で す。 こ の よ う に し て 生 れ で し ょ う か。 そ れ ゆ え に 私 た ち の 夢 は 限 り な く 広

た い づ み 保 育 閣 に は 4 つ の 巡 到J 目 標 が あ り ま す 。 が り ま す 。 そ し て そ れ を 税 実 に 移 そ う と す る 時 、

1. 子 ど も の 生 活 と 盛 か な 発 遣 を 保 障 す る 。 今 の 世 に 生 き て い る 生 き ざ ま を そ の ま ま 映 す 形 で

2 .  j動 く 婦 人 の生 活 と 権 利 を 保 障 す る 。 しか ｾｧ 見できないことも共通の悩みです 。 求めて

3  . 保 育 者 集 団 の 生 活 と 権 利 を 保 障 し 安 心 し て 働 や ま な い 「 よ り よ い 生 活 の 場 づ く り J を き び し い

け る 職 場 で あ る こ と 。 現 実 に ど う か ら ま せ る か 、 ど こ に 理 怨 へ つ な が る

4  . 地 域 に 開 か れ た 保 育 所 で あ る こ と 。 布 石 を 打 っ か が そ れ ぞ れ のf上 邪 の 安 で す 。

以 上 の よ う な 巡 動 回 線 を か か げ た 、 い づ み 保 育 園 こ こ に 「 建 築 」 と 「 保 育 」 と い う 災 っ た ジ ャ ン ル

総 設 の 先 進 的 な 五 目 的 実 践 は 、 保 育 所 づ く り の 新 し で あ り な が ら 、 対 等 の 立 場 で 保 育 闘 を つ く り 上 げ

い モ デ ル ケ ー ス と し て 、 各) ' j lmか ら j朋f寺 と 注 目 を

J . R め 、 ま た 苦 し い 保 育 運 動 を 実 践 し て い る 多 くの

仲 間 た ち に 、 大 き な 希 望 を 与 え て い ま す。

弘 た ち は 投 J 十にあた っ て 、 こ の 辺!ifdJ 回 線 に 応 え ら

れ る 建 築 技 術 者 で あ り た い と 願 い 、 い づ み 保 育 閣

の方々と、また、大保連施Ｎｦ生 ｭｾ 会の保母さんたち

ゃ 、 こ れ に 参加 す る 新 沼Eの 技 術必 の 特 さ ん と 徹 底

し た 活 合 い を iliill に 投 J 十 を 逃 め ま し た 。

南 西側 か ら み た 外 観

ど の よ う な 保 育 を 目 ざ す の か 、 ま た そ の 保 育 を 以J

け 保 障 す る 地 設 は ど う あ る べ き か 、 つ ま り 保 管 内

容 と 施 設 の l則 わ り に つ い て 、 ま た 、 た い へ ん な 保

育 労 働 を 軽 減 し 安 心 し て 働 け る 胞 設 は ど う あ る べ

き か 。 そして上也域の人 i主 の )J に よ っ て 生 み だ さ れ

た い づ み 保 育 園 で は 、 保 育 所 と 地 域 の |泊 わ り は ど

う あ る べ き か 、 な ど 大 き く は 保 育 所 の 社 会 的 役 割 、

ありかたの! 日1巡J から、 '1、さくは4朗、 i荒しなど，t生前ほ

の 寸 法 、 デ ィテ ー ル に い た る ま で 時 / 1:] を 忘 れ 徹 底

し て 沼 合 う な か で 、 一 つ 一 つ の 問 題 を 解 決 し て き

ま し た 。 また J&. 減 の ズ レ を な く す う え で 、 J.l ''j ξ 会

や多くのスケッチを ｾ ｉｦ いたことが大いに役立 った

と jど、います一 。

このような ｩ 叙 ｈ ｉＮ みのなかから、 Ｑｊ ｊｏ 也 が ｾ［ｉｴ いゆえに

さ け ら れ な か っ た 2 附挫の! 日出j を 11大 依 と ゆ っ た り

し た 階 段 で 克 服 し 、 + ど も た ち の 泣 か な 発 達 に と

っ て 重 要 な 食 '1>に つ い て お 合 う な か か ら 食 堂 の ， 没

る 喜 び が あ る と lど‘ います 。 A

。。 。

い づ み 保 育 園 の 殺害十 に つ い て

私 た ち は 、 い づ み 保 育 闘 の 4 つの正目 的 目 標 に 応 え

ら れ る 校 術 将 た り 得 る た め 、 次 の こ と を 私 た ち の

克 服 す べ き J単 組 と し て 収 総 み ま し た 。

1  子 ど も た ち に 鐙 か な 生 活 空 間 を つ く る 。

2  保 育 者 が 働 き や す い 施 設 を つ く る 。

3 . 地 域 の コ ミ ュ ニ テ ィ ー セ ン タ ー た り 得 る 施設

を つ く る 。

以 上 の 3 点 を 数 地 が 狭 い ハ ン デ ィ ー を i r : f l うなか

で、いかに安< 1 ' 1 の必いものに車古川司させるか、処

築 技 術 者 fこと っ て 魅 h あ る テ ー マ で す 。

1  子 ど も た ち に 皇 か な 生 活 空 間 を /'

チ ど も た ち は J s Ftl の 中 で 多 く の 人 々 と 楽 し く 遊 び

交 流 す る な か で 坐 か に 成 長 し ま す 。「食べる J こと

「 遊 ぷ 」 こ と が 子 ど も た ち の 生 活 の 中 心 で す 。

そ の 生 活 の 中 で 子 ど も た ち の 多 微 な 交 流 を い か に

可 能 に す る か を 重 視 し 、 そ の 中 核 を な す 食 堂 、 遊

戯 ホ ー J レを中央出11 に i泣 き 、 そ れ ら を 取 り 阻 む よ う

に 保 育 筆 を 即 位 し ま し た 。 吹 抜 と ゆ っ た り し た 附

段を，没けることによ っ て 遊 戯 ホ ー ル と 保育室を、

問 H寺に 1 附 と 2 階 を 縦 し く つ な ぎ 、 遊 び と 交 流 の

中，心としての ｩ 鐙ｉｩｾホールを』持 ｬｩ 立し、ｼ司 ｈ 寺に主主 ｉ 也カ ｓ

狭いことに起凶する Ｒ 階建のハンディーを克 ｊｉｉｾ し

まし Fニ。

世 が 、 保 育 宿 の { 辿 成 を 守 り l可討すな保育者集団の形 遊 戯 ホ ー ル ( 11て)

j成2戊 比 を 願 つ て シ ヤ ワ 一 室 を 附 え た {休木 迩恕l 三釜E が 、 ま た 父 ま た 食 2掌EE.は 2 -1宇r 泊か、ら 5 - 1' まてで、の一チF ど も た ち が 交 流

母と{保呆' I' i 育4守了者の協力を，! 活苫合うなカか、均か、らゆ つ た り し た し な が ら i梨4従5 し 〈 食 ベ ら れ る 1広ぷさを俄f保足し、 I伺司H、F に

ベ ン チ の あ る 玄 l閃均ホ 一 Jルレが、 と い う よ う に 初 々 の 湖正理虫E釜主-に l隣憐f彼長させ、，U目弘悦，収1

合同設計 平野憲司 、内海 豊

は コ ン ク リ ー ト ス ラ プ に オ 、 オ パ ー J レスキン 11欠 付 け

をJ車J II しました。

保 f 了*= と 食 堂 は 頭 寒足 熱 のE'll に か な っ た 床 暖 房 を

f単 行 所 に 11止も i直 し た 暖 房 ) j 式 で あ る と 、 陥 イ，1 を 侍

って Ｑｾ ｊｬ ｉ しました 。

また{ 民 i r 所てもは 子 ど も の 安 全 を 仰 保 す る こ と がill

必 で す 。 位 や 箆 の コ ー ナ ー に ) Lみ を 持 た せ た り 、

サ Y シ ュ で の 指 3吉 対 策 を 考 え る な ど 危 険 を 取 り 除

〈 鍔 力 を し ま し た 。

0 才、 1 才 保 育 室 は 静 か な 環 境 と 接 地 位 を 重 視 し 、

独 11 の 図 庭 を 確 保 し 平 屋 建 と し ま し た 。 幼 児 用 悶

l廷 で は 手 ど も た ち が 親 し み を 持 っ て 遊 べ る よ う 変

イヒに 2苫 ん だ 木 製 遊 具 を 投 IHし ま し た 。

こ れ か ら 始 ま る 保 育 の な か で 弘 た ち の 怠 |苅 が ど の

よ う に 生 か さ れ 、 また、 F ど も た ち が 、 ど の よ う

な遊びを予告比 し て く れ る か1m待 を か け て い ま す 。

木 製 遊 具 を 使 った 遊 び 場

2 . 保 育 者 に 働 き や す い 職 場 を //

保 "fU". の 労 働 は 大 変 な も の で す 。 こ れ ま で 、 保 育

労働を Ｑ 経減したり、労働 ｚ 震度を妓耐 ｩｩ する悦 Ｎ Ｎ ＮｉｾＮ での

施 設 づ く り は 充 分 に 進 ん で い ま せ ん 。 い づ み 保 育

凶では保育省の{ 木選1と 交 流 の 坊 を 仰 保 す る た め シ

ャ ワ 一 室 を 備 え た f木 惣 釜 を 設 け ま し た 。 ま た 食 堂

の ｊ 生 白や床暖房 の係用などによって、 ｻＱＧｾＱ 占を少

くしたり 、作業動作に合 っ た、 ｮＮ 去の保ｊｮなど、 ｦｾ

f 了. ( 1の till r. Wを 守 り f引きやすい職j J;1 と し て の J/t!i，ill: づ

く り に 労 力 し ま し た 。

3 . 地 域 に 開 か れ た 保 育 所 を H

保 育 lま 父 母 と 保 育 者 と 地 域 の 箔 掠 な 協 力 が 必 要 で

す 。 い づ み 保 育 園 は 日 常 的 な 交 流 が で き る よ う に 、

ゆ っ た り と し た ベ ン チ の あ る 玄 関 ホ ー ル を ，1生けま

した 。 ま た 食 堂 、 遊 戯 ホ ー ル が 、 地 域 の 人 々 に 活

mされ、上也Ijj抵 の セ ン タ ー に な っ て ほしいと時兵 っ て

い ま し た と こ ろ 、 竣 工 祝 賀 会 で は 制 、 た ち の な 図 し

た 通 り の 利 用 が す ば ら し い:雰 聞 気 の な か で 行 わ れ

ま し た 。

特徴が草滞声きだされ、いくつかの l羽 燥 を 共 に 克 JIIA し っ て 、 つ く る 苦 労 を 知 l る と と も に 淵 壊 の 人 は 食 欲 地 減 の 人 身 に 関 か れ た 遊 戯 ホ ー ル

つ つ 実 IJI. に こ ぎ つ け る こ と が で き ま し た 。 " 王 盛 な 子 ど も た ち を 比 て 働 く 占 ぴ を 感 じ て ほ しい 、 以 ヒ の 弘 た ち の 街 力 は 、 使 っ て み て 初 め て 評 価 で

こ の よ う に し て い づ み 保 育 闘 の J生，11盟主 埋 を 行 う な こ ん な 似 い を こ め て っ く り ま し た 。 保育室は、 l引 きるものです 。一 年後には、ｾ， ￬ 止に ｬ 児 わ っ たもので、

か で 、 徹底して，lli 合 う こ と に よ っ て 、 ズ レ を な く る く 快 適 な 環 境 を 求 め て 天 窓 を J生 け 、 室 内 の 均 質 ぜひ検村会を/ l I1き た い と 込l い ま す 。 以 後 に 払 た ち

し 共 通 の 沈 織 を 持 つ こ と が 「 目 的 に 合 っ た も の 」 な明るさとr I ! 日{ を純保し、地窓と合わせて通 J，.，¥を が い づ み 保 育 凶 の 設 計 盟 皇 陛 を 行 う に あ た っ て 多 大

を つ く る う え で い か に 主 要 か グ を. . ; ; : びました 。 こ よ く し ま し た 。 な1朗11白 羽 と あ た た か い 励 ま し を い た ど き ま し た 、

の こ と は 関 長 、 消 ノi<j .主 チ 先 生 の コ 楽 か ら 充 分 に く ま た f- どものJ s I.t lの) J : I はたいへんな反轡を起こし 大保) i l i Ｇ Ｑｾ 務 局長、償問昌子さんをはじめ、胞 Ｎ￬ 生部会

み と れ ま す 。 ま す 。 こ れ を や わ ら If，jj>か な 環 段 と 11浸かいる宇閲気 会 に 参加する保母さんたちと新立. I ! メ ン バ ー の 皆 さ

r は じ め 、弘は主主築 の 人 に は 、 せ い ぜ い 注 文 を つ を 級 以 す る た め 、 米 中 止 羽 目 板 で 段 を 椛 成 し 、 天 )1' ん に 心 よ り あ 、 礼 を 中 し 上 げ ま す 。
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昭和51年 度 ・第 10回 若 い会 員 の 集い

建 築 家 に話 を聞く (5 )

漆原美代子の

インテリア・アーキテクチュア

レ ポ ー ト

若い会員のっとn いの第10因企画としてインテリ

ア ・デザイナーである漆原美代子さんを大阪に迎

え、「漆原美代子のインテリア ・アーキテクチユア」

と題して約 311キ聞に亙る講演( うち 2 1侍1mはスラ

イド使用) を阪l った。参加者は70人で、f ;d生治iiTi

11 ということもあ ってか、女性の参加 l.fi もかなり

兄 うけることができた。

減話iでは、漆原さんの豊富な |欽米での生活体験

にもとづいたエピソードとスライドを交じえて、

インテリア ・デザイナーあるいは、建築家として

の立場から、 n常の生活環境 ・都市環境等を総合

した概念としての今日の文化に対する 4号え ) J 一一

あるいは筈鐙として受け取った万がより正確であ

ろう一一ーが'1' 心テーマとな った。テーマを一言で

ｾｾ約すれば、戦後ｲｉ本の ミ 近代主義 ｚ によって 生み

H. II された文化は「かた」なしの文化 といえ、デザイ

ナ一、建築家・は、その失われた「かた」の文化のf f }

輿につとめる 、あるいは寄与すべきだということ

である 。

「かた」という言葉は、 一般的には「かたにはま

る」とか「かたにとらわれる」とかいう伎われ ) J を

することが多く、その言葉はむしろ汗定されるべ

き内容を伴う湯合が多いが、その言葉の哀がえし

として、 r J' 1J 11J という旗印のもとに 'i'，i lj ・忠，似

て11の'1' から J岸本的な「かた」が忘れられているので

まないかと j奈bR さんは1/ 11いかける

言策をかえればこうなる 。戦前の n木の郎け J環

境は、たとえば辿築の分野に限 ってみても、 材料

の出1)約 があり 、それがあったからこそ、ある砲の洗

練が可能であった。つまり「かた」がっくりやすか

った。ところが戦後の ミ近代主義 τ は欧米の文化を

移入することにや っきとなったわけだが、そこで



は文化の「かた」を学ぶことなく 、文化の要素だけ

を取り入れただけで、 H 思想、H を例にしても、それ

をただ 風俗現象とし てとらえられがちであった 。

そこには明日の都市生活を営むうえでの「かた」が

忘れられているのではないか。

では講演のキー ・ワードとなった「かた」とは一

体何か。漆原さんは故後まで、「かた」とは何かをと

くに取り上げて定義づけることはしなか った。 そ

れがfiiTであるかは、参加者自身に考えてもらおう

ということであろうか。

漆原さんのあげた「かた」の具体例を 一つ紹介

してみよう 。

占 ｾ ｓ 市環境の悪 化が各方面 で言われて久しいが、

欧米では、幼児の頃から「都市生活のかた」として

「環境をきたなくしてはいけない」という考え方が

イン ・プットされており 、それが散米の公共意識

を高め、より良いZ震度を形成する基礎となってい

る。 ところが 11 本ではそのような「占NSrWI':i 市のか

た」が形成されていないため、基本的なところ一一一

環境の美的なことに| 均してー ーで税さに対する克

大さ ( ルーズさということで あろう )、美に対す る

鈍感さがある 。 これでは好ましい占NS市探 境 がj形成

されるはずはないという 。

ここで「かた」という言葉を私なりに別の言葉で

表現してみるならば、「文化に裏打ちされ確固とし

た精神構造から発し、しかもコンセンサスを得た、

生活に対する基本的な価値判断基準」とでもいえ

ようか。

日本の建築家、デザイナーは往々にして自己顕

示的で、威圧的な布!i 神構造 を持つ湯合が多いが、

そこには都 市Ｈ，Ｇｾ ' d : 、全体的な美しさに調和する論

四! ・折向が、あまりにも欠務していると指摘し、

美的現段づくりの最も身近に位置する建築家、デ

ザイナーが「自NS市生活のかた」づ、くりにより秘般的

に寄与することを漆原さんは訴えているのである 。

さまざまなエピソード 、スライドを用いて、デ

ザイナーの IJ からみた生活の「かた」について例が

示され、参加1-おも充実した縦似体験のHキ間が持て

たのではあるまいか。 しかし、その例の笠宮さ、

バラエティーゆえに、逆に講演の主旨が若下伝わ

りにくいところもあ ったのではないかという危以

が私には伐 ったのだが、さてほかの人々はいかが

なものであ ったかつ

(三好腐隆市浦都市開発建築コンサル空ンツ ，;c )  

漆原さんといろいろ企画打合せをしていたとき、一番に会

場の照明 (あかり ) についての強い要望が出された。 r蛍光

灯の下で長時間話したり、聞いたりすることは苦痛であるの

に建築家は無神経だ J と。そこで担当委員の努力により

ヤマギワ電気低澱の特別のご厚意で 当日は白熱灯のスヲンド

を数個拝借することができました (写真参照L またコラムデ

ザインセンヲ一の宮後浩氏にも多大のご協力をいただきまし

た。誌上より厚くお礼申しあげます。

小さし可が執t幼な目

竹氏宏和

漆原さんの講演を初め て聴いた印象では、決し

て論理的に際立ったものを持っているわけではな

く、むしろ直感的で、断片的な、 lI' iX' の会話を楽

しんでおられるようなところがｾｾじられた 。 どち

らかと言えば良家の教一炎ある美しい奥織のとりと

めないおしゃべりを聴いているような快さがあ っ

た。 これは漆原さんの市井での人気や知名度とは

裏腹なところにある、実際の仕事振りの地l床さを

感じさせていて面白い。

というのは漆原さんの場合、作品 や論評を準々

しく発表してジャーナリズムを騒がせている人気

作家とは対称的な位置にあると私は 11 頃から思 っ

ていたからである 。 もちろん学究的生活を送 って

おられる様チでもない。

漆原さん自らカず語られていたように、家庭雑誌

や制人向雑誌の中で、自分のデザイン思想を説き

続けてこられた根気の良い、地道なデザイン活動

が本Ｚななのだろう 。 Ｑ ］ ｉｾｦ［ 性の中にこそ、 ｪ 奈原さん

の忠i恨の顕現を見い 出すことができるということ

が講話を聴くに及んでいよいよ明 i士|とな った。

私にと っては、大変脱線の多い飛縦しすぎたり

思い迷 ったりしたこの講演は 、漆J京さんならでは

の講演形式であり、 j興味深〈示唆に包んだもので

あった。

ただ残念に思えたことは漆原さんが余り大阪を

ご存知ないようす( 一方的解釈になるかも知れぬ

がＩ 、 大阪的 事象に Ａｾｉｉ じめぬような体質的な 利ｼ遠 か

らくる縁迭さみたいな、 何 かしらじらしい印象が

あったことである 。漆原さんの強制されていたヴ

アナキュラリティを重視するデザイン理念とは少

しくすれ迷いを見せていることである 。 とは言え

こちらがどのような付度をしようが、必い 印象 を

与えてい ったひとつの真実をくつがえすものでは

ない。

11本人 の生活の型やそこに生じる美的感党がい

つの II IJ にか袋失され、とめどなく人 間不在への道

を怠 っていくことに対する答告を、抽象的概念と

して説くのではなく日常繰り返される生活の中の

さまざまな現象薗で把え、現実感をもたせている

点はさすがである 。身近なものに対する、したた

かな日を縫うことの重姿さを説く漆l京さんの熱の

こも ったI I  Ｚ￬ｉ ｾｊ は、まるで現在の辻説法のように執

助で、恨強い説得力を持 っている 。

生活の節々にまつわる事象を女性的な、繊細な

fl j J 経でひとつひとつ掘り起こしていく丹念さ、そ

して決して治めずに執効に反復する信念のような

ものこそ漆原さんの思怨であり、私達がもう - J3t

Ｑ ｾＺＱ ＱＧ に取り戻したいデザインの原点であろう 。

漆! 京さんの話はたびたび脱線したが、 これは大

変怠' I 1<i栄いI ! 鼻息によるものであるかもしれない 。

海外生活の長い漆原さんは、 11本の現代文化の混

迷をより多くの次元で見抜いているのだろうが、

H寺たま デザインの話の合間にそれが言業とならず

l嘆息の形で表れてくるのは面向か った。

すきのない、論理を 一気に展開させるプロの鮮

やかさはなかったが、長1¥々 として家人 Ii " い講演が

かえって生活臭をあらわにし親近感と現実性を印

象づけたとは皮肉で、はあるが、講演が成功した要

因であったと思う 。

再度、来阪されることを望む。 (竹中工務底)

講演後の3 人の会話

T ' O ・y

「漆原美代子さんの講演を 聞 いてどうだった ? J

「あの照明の話が印象に残 っているの。 あれは、

一理あると思うし、おもしろい話だ ったわ。人の

気がつかない照明に対しての心使い って必要だと

思う 。一般に明るいf! 日明に慣れすぎているんじゃ

ないかしら 。」

「でで、も私は場F所庁によ つてi違皐う と

ぱf佳世光灯の話でで、も、電車の 中だと本を読む人もい

るし、 H寺と場合によ ってでし ょ。 彼女の話だと、

どこもかしこも同じようにしなさい って1'$ じカずし

たの。」

「それとよく { 以たこ とだけど、ヨーロ ッノマのい

なか ｾＧｔ の色の話とか、タヒチのヨ ｹ トの色の話が

出てたね。 あれだけIlfJ いていると、表面的によか

った、悪かった ってことしか私にはわからないの

ね。 ほんとうは 、も っといろんな話があるはずだ

思うんだけど・・ 。」

「そう 、私は、 ｾＧｔ の Ｑ Ｍ Ｑ Ｚ Ｑ にどこにでも教会がある

って話なんて 、人間 の生き方の本質みたいなもの

を感じたの。彼女の考える ! R : 史の流れとか、生活、

思想のようなものを少し兄たような気がするのより

「でも、本質は雲にまかれてしま ったみたい 。」

ｲ￭ ，皮女の Ｑｾ じたこと、考えることが、 ｍ 昨 ｪ 寅の ιＱＢ

では 、は っきりつかめなか った。」

「たとえば、最初" かたH の訴をしていたけど、

あの話についても、昔の生活様式を考え直そうな

どと言 ってるだけで、評論家的立場でしか話して

いなくて 、そ れを自す〉がとういうふうに{ 上 官にと

り込んでいくかという訴がなか った、それが私に

は、不満に感じたの。モノをつくる人として 一言

何 かIlfJ きたか っ た っ て ｎｾ じ 。」

「感党ＨｬＧｾな話が多か っ たわね 。 」

rnt 女の感受性はすばらしいね。だから、講演形

式でなく って、少人数でディスカ γ ション JAl にし

た方が、彼女の良さがでたのじ ゃないかしら 。」

「漆原美代子さんの別荘に行 って、 i凌炉の，iii で、

お楢でも飲んで、話を したいわ ! J

(生活環境文化研究所)

日 時 昭 和52年 3 月26日(土)

開場13: 00 開会13: 30→閉会 17: 30 

会 場 関西電力(船大阪南サービスセンヲー・1階・ 集会主

ゲスト 漆原美代子氏 (漆原美代子事務所主宰)

参加者 70名

スケジュール

13  :  30 開会のあいさ つ 瀬戸本主査

13 :  40→14 :  30 講 演 漆原美代子氏

14:  40→16 :  30 ス ラ イ ド

16 :  30→ 17  :  20 質 疑 応 答

17:  30 閉 会

27 
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1264  

軍事'

福 知 山 市 総 合 福 祉 会 館

般書十 : U船 日 新 プ ラ ン

施 工 : (，紛松 村 組

a 術 知 山 市 字 内 記 地 内

b  

d  

1 ，792 .51m'  

633 ，26m'  

1 ，874. 69m'  

R C 、 3 F 、 P 2  

f .  1昭 和E泊 年 9 H 一 昭 和51年 3 / '1

友 生 西 養 護 学 校 校 舎 等

股百十 神戸市住宅局学校建殺怒

(槻東畑建築事務所

施 工 大 日本 土 木 剛 大 阪 支 庖

a  神 戸 市 議 本 I>{ 地 ヶ 丘2 - 6 6ー 7

6，2oom'・

2，012m'  

d  5 ，008m'・

R C 、 4 F 、 P I  

r. ｉｉＨｾ 布日均年 Ｔ ｉｉＭＢｾｻ 布 ＱＵＱ 年 Ｓ /1 

1267 阪 神 相 互 銀 行 淡 路 保 養 所

28 

股富十: 竹中設計事務所、淡路土建

施 工 淡 路 土 建

a 桝1 本 rfi 11.1 川 n;i 関r 1'1 i，民

d ， 

1 ，814 ，69m'  

522. 70m'  

1. 305. 80m'  

R C 、 4 F 、 P I  

r. 11丹羽150 年1 O / 1 - 1I!{府J 51 年 6/ 1

1262 愛 知 県 保養 福祉センター(老 人 休 F  1263 

1265 

養 ホーム永和荘・老人ホーム佐屋寮)

股針: 愛知県建築部、(船東海殺害十

施工 六 合 建 設 (附

a  霊知県海i l I I l l I ! 佐屋町大字対怜浦田蘭地内

b. 47，お4m'

C ， 水制J ; ( f 2，559 幻9m' 、佐屋京2，330 侃m'

d  忠利荘 3，845 国防n' ，佐且l:ii 2，330庇同'

e  永有l，f HC、l:Il恨S，2 F、佐服務R C段式、IF

r. H自制149 'f- 12 1'1 - ｈｬｪｾ 司 ＱＵ Ｑ 年 2 H  

大 阪 府 立 身 体障害 者 母 子 福 祉

d 色、/1:<:>

官 民 昌 殺 計 : (樹 小 河 建 築 設 計 事 務 所

施 工 (附竹 中 工 務 底

a  大 阪 I打 点 IX : 谷町 5 - 21ー l

b .  640 .40m'  

c .  492 .35m'・

d .  2. 295 .31m'・

e .  R C ， B  1 、 7 F  

r .  11丹羽150' 1ミ6/ 1- 11日制52' J'. 3 川

1266 

財 団 法 人 結 核 予 防 会 大 阪 病 院

段 計 : (1船大

施 工 : (術 大

林

林

組

組

a  大 阪 府 寝 l出 川r I ' i 秘仏1 2 3  6  7  

13 ，437 .97m' 

2 ，974. 00m'  

d .  10 ，764 . 66m'  

e .  S  R  C 、 B 1 ， 6  F 、 P I  

r. 昭 和 田 年 6 1 1 - Hf1府151年 8 / 1

社 会 福 祉 法 人 京 都 博 愛 会 病 院

精 神 病 棟

E宣言十: 日本セメント(紛イトン事業本部

施工; 清 水 建 設 (附 大 阪 支 底

;;( IifS  rl'i ..J t l豆 k 剣 茂 ケ γ 1J. 1 1

b  

d  

847. 52601'  

2，669.  459m'  

サ ー モ コ ン 造 、 3 r  

r .  H!.{ 府150 年 12J I - I I {-i剥151' 1' . 9/1 

1268 大 阪 府 立 堺 聾 学 校

殺害十: (: 船田 建 設 計

施 工 : c悌橿並工務底、池田・村本

建 般 J V

1269 社 団 法 人 水 口 病 院 病 棟

a  理 市 6 f i H' 量 刑 丙 之 町 I J  

b.  32 .966 .3I m'  

6 ，117 .96"，・

d.  11 . 925. 19m'  

c .  ｒｃ 、 Ｓｆ ，ＭＧｬ ｊｈｉｉ 亜ＱＺ刊 ｉｾｉｆ お司よｖＧＧｬ ｆ

r. 日目干1149 年 9 / 1 - 1協 和51年 8/ 1

Z婿 十: (1紛銭高組一級建築士事務所

施 工ー鰍銭 高 組

. .  滋賀県甲賀胡レ判コ町オ胡] 2- 2- 43

b.  17，856.  125m'  

782，670m'  

d .  2，114. 9 ω m・

R C ， 3  F 、 P I  

f  昭 和 51 年 4 川 - H!J.f1l 51年 11 11



前 庭 、 生 垣 、 ポ ー チ 、 門

f主 戸 の プ ラ イ パ シ ィ を 確 保 す る こ と と 、 住 戸 か ら 国 地 ・廊 下 街 路 を な に げ な く 敗 視 で き る よ う に す る こ と は

矛 盾 す る 場 合 が あ る 。 公 的 団 地 で は 住 機 関 に 距 離 を と る 手 法 で 、 廊 下 式f主制iや 狭 い 敷 地 に 建 つ riiiJ 術 的 J 住 宅 作 品

で は 住 戸 ー住 宅 の 正 面 を メ ク ラ に す る 手 法 て i l i J 者 を 充 足 し 後 者 を 無 視 し て い る 。 こ の よ う な 手 法 で 建 設 さ れ る

住 環 境 と く に 面 的 高 層 住 宅 団 地 は 、 犯 罪 を 受 け や す く 、 恐 怖 感 で い っ ぱし、のところにな っ て し ま う 。

両 者 の 要 求 を 矛 盾 な く 両 立 さ せ る た め に 再 評 倒 す べ き は 、 開T官 官 の 格 子 、 ス ダ レ 、 生 垣 な ど の 「 外 は 見 え る が 内

は 兄 ら れ な し り 伝 統 的 な 視 線 制 御 の 手 法 で あ ろ う 。 も し 廊 下 式 の 住 戸 と 廊 下 が 「 前 庭 、 生 垣 、 ポ ー チ 、 門 」 を 介

し て 結 合 さ れ た な ら ば 、 プ ラ イ パ シ ィ は 確 保 さ れ る と と も に 、 あ の 刑 務 所 然 と し た イ メ ー ジは な く な り 、 自 然 な

監 視 の き い た も の に な ろ う 。 ま た 廊 下 サ イ ド の 居 室 は 開 放 的 に な り 、 f主 戸 全 体 は ク ロ ス ・ベ ン チ レ ー シ ョ ン が き

い て 居 住 性 は 大 い に 高 ま ろ う 。

I詰 近 、 高 層 住 宅 に “ 独 立 住 宅 の 質 " を 組 み こ む こ と が か な り 追 究 さ れ る よ う に な っ て い る が 、 い ま だ 上 の よ う

な 設 計 が 実 現 さ れ て い な い の は 「 経 済 性 」 や 防 火 性 能 と の 矛 盾 か ら だ ろ う か 。 お そ ら く そ れ は ひ と つ の 理 由 で は

あ ろ う 。 し か し 、 そ の よ う な 設 計 の 実 現 可 能 性 が も っ と 組 織 的 、 科 学 的 に 検 討 さ れ た な ら ば 、 か な り の 質 の 向 上

が 少 な い 貨 用 で あ が な え る こ と が 明 ら か に な る だ ろ う 。 関 係 者 の 今 後 の 本 絡 的 な ス タ デ ィ に 期 待 し た し 、 。 ( U )

医 師 、 弁 護 士 、 建 築 家

建 築 家 の 職 能 に つ い て 論 じ ら れ る と き 、 よ く 医 師 や 弁 護 士 が ひ き あ い に 出 さ れ 、 そ の 両 者 に 比 べ て 建 築 家 の 社

会 的 地 位 の 低 さ が 話 題 と な る こ と が 多 い 。 人 間! の 生 命 や 健 康 を 預 か る 医 師 、 法 王I! を 過 し て 人 1mの f命 辺 や 権 利 に か

か わ る 弁 護 士 、 こ れ に 対 し て 依 頼 者 で あ る 一 般 人 は 、 そ の 職 能 を 聖 域 視 し て 、 病 気 や :[ )J 件 の一 切 を ま か し て い る 。

そ こ に は 、 病 気 や 事 件 と い う 疫 病 神 か ら 逃 れ る た め 、 専 門 家 の 庇 護 に 獄 か る と い う 依 頼 者 側11 の 弱 味 も あ る 。

こ れ に 対 し て 、 建 築 と い う 行 為 は 、 新 た な 創 造 活 動 て 、 あ り 、 そ こ に 依 頼 者 自!I) の 意 図 が 充 分 に 反 映 さ れ る 必 要 が

あり、医師、弁護士とのように単純な関係ではなく、その相互の理解と協力関係が目的達成にと っ て重ｾ｜な婆紫

と な っ て く る。 ま た 、 こ こ に 建 築 家 と い う 職 能 が 正 当 な 社 会 的 評 価 を 与 え ら れ る か ど う か の 重 要 な 鎚 が 隠 さ れ て

い る よ うに忠. える 。

こ こ 数 年 、 都 市 の 景 観 保 全 の 業 務 に 関 係 し て 、 建 築 家 と 依 頼 者 の 関 係 を ( J ! i ) 箇 か ら み る 機 会 が 多 か っ た 。 多 く の

均 合 、 両 者 は 正 常 な 関 係 に あ り 、 良 心 に 満 ち た 建 築 家 や 立 派 な 純主 に お 会 い し た こ と も 何 度 か あ っ た 。 しかし、

な か に は、 当 初 か ら 専 門 家 と し て の 良 心 を 捨 て て 、 施 主 の を : の ま ま に 動 い て 図 面 を つ く っ て い る 、 建 築 家 と は 到 底

呼 べ な い 人 逮 が い る 。 ま た 、 比 較 的 良 心 的 な 建 築 家 か ら 「 建 築 の 依 車 兵 を 断 わ り た い よ う な H寺がある 。 しかし、男1)

の 質 の 惑 い 建 築 家 の 手 に か か る よ り は 、 い っ そ 自 分 の 手 で 実 現 き し た 方 が ま し だ と い う ー 枢 ! の 強 迫 飢 念 に と り つ

か れ る こ と が あ る 」 と い う よ う な 気 持 を も れ 聞 い た こ と が あ っ た 。

総 築 家 の 社 会 的 地 位 の 向 上 に は 、 迂 速 な よ う で は あ っ て も 、 そ の 版 業 上 の 倫 理 の 向 上 を は か る こ と が 結 局 早 道 に

なるのて勺立なし、かと忠ーうときカぜある 。 ( 0 )

ノノ 中小建設業者育成の指導とその反省 H

姐 ｅ 設生産は、全国起業榊造のなかで第 一 ｦ 立のシェアを占め、その ｊｾ ニ可業者数は今や ＴＲ 万 Ｕ 千社を必える大 世 待

と な っ て い る 。 こ の 建 設さ主 産 に 関 係 す る 人 は 、 国 民 人 口 10人 に 1 人 は タ y チ し て い る と さ え い わ れ て い る 。 建 設

業 の 健 全 な 発 展 は 国 の 経 済 を 支 え る の に 大 き な 役 割 を 持 っ て い る 。 減 速 経 済 下 、 不 況 を 払 拭 す る た め に も 卦 気 浮

紛 の 旗 頭 と な っ て 全 産 業 の 牽 引 役 と な り た い も の で あ る 。

しかし、いまだに少ない建設需要を分けあうように、公的発注機関 ｬ 立、工事を分 ｾｩｬＩ もしくは共同企業体方式と

い う 手 段 で 、 中 小 建 設 業 者 を { 憂 先 し 、 ま た 大 手 業 者 と 組 合 あ せ る 等 の 方 策 に よ って 指 噂 を し て い る 。 し か し 現 実

は、 ジ ョ イ ン ト ベ ン チ ャ ー の 其 の 意 味 か ら は ず れ た 活 用 と な っ てお、り、中小路設業者はマージンを得て、1 f t ! ! 工は

大 手 ま か せ の J V 形 態 の 滑 加 が 目 立 ち 、 新 聞 紙 上 で 批 判 を あ び て い る 。税 の 心 子 知 ら ず で 、 公 的 発 注 機 関 は 全 国

の 数 多 い 中 小 建 設 業 者 へ の 仕 事 の 与 え 方 、 そ し て 育 成 の む ず か し さ が、あ ら た め で う き ぼ り に さ れ 質 的 改 普 へ と 動

き 出 し て ρ る 実 情 で あ る 。

工 事 巡 占 吉 に つ い て も 、 公 的 発 注 機 関 は そ の 発 注 か ら 契 約 、 実 施 そ し て 完 成 ま で 、 十 分 な 管 理 を 行 っ て こ そ 、 そ

の 主 旨 が 其 に 活 か さ れ て く る も の で は あ る ま い か。 公共工事における管理は、合理的なj j f ! 'i ぎであ っ て ほ し い も の

で あ る 。 工 司 王 発 注 に 際 し で も 、 そ の 指 名 権 に よ っ て 建 設 業 者 は 死 命 が 左 右 さ れ 、 常 に 従 属 的 な 地 位 に 立 た さ れ て

い る 。 契 約 l主 、 建 設 業 法 に 当 時 者 対 等 の 原 則 が 唱 え ら れ て い て も 、 工 事3背 負 契 約 約 駄 が そ の 通 り に 行 わ れ て い る

と は い え ず 、 片 務 的 色 彩 は ぬ ぐ わ れ て い な い 。 発 注 者 と 施 工 者 の /U代 勺 主 、 基 本 理 念 で あ る 平 等 対 等 者 IHl の 俗利 義

務 を 1明 解 に し て ほ し い と 思 う も の で あ る 。 公 的 発 注 機 関 は 、 建 設 省 の 指 灘 に よ る 「 公 共 工 事 標 準 税 負 契 約 約 款 J

ｉ 二 一 層 滋拠してもらいたいものである 。 契約ｻ Ａｾ 類として、契約書、契約約軟、 ｦ 士徐容および図面の四つの柱から

な っ て い る 。 契 約 型F類 が一 体 と な っ て 効 力 を 有 す る 以 上 、 四 本 の 位 相 互 rmに 矛 盾 が あ る 場 合 に は 優 先順 位 を 明 確

にする等、 i選営を! 明解 に し て ほ し い も の で あ る 。 ま た 、 設 計 変 更 や 数 lil: 変 更 が 生 じ た 際 に 、 算 定 根 拠 を 明 解 か っ

合理的にはか つ てほしいと思う 。 迷設業の健全な発展のために、この「公共工事標滋泊負契約約款」の半 ｩ ｾＱ 神 を尊

ヨI ! 盟解し、その 日月 解 な 運 営 と 管 理 を 願 う も の で あ る ( O k )  

建

築

の

眼

大衆化ということ

建 築 は も は や 建 築 家 と 目 さ れ る 特 殊 な 人 だ け に よ っ て 語 り ら れ る も の で は な く な っ て い る 。 例 え 1;( 工 場 プ ラ ン ト

はプラントエンジニアリングの人の手によ っ て建設されるし、マンシ ョ ンは不動 ｪｬｾ 撲の人によ っ て計画される 。

建 築 の 大 衆 化 が あ っ て 、 見 識 あ る 建 築 家 は こ の 大 衆 化 を な げ い て い る 。 資 格 も な い の に 建 築 家 の 真 似 を す る の

は い け な い し 、 正 し い 、 い い 仕 事 は で き な い と い う 。

そ れ は 、 ゴ ル フ を f ! 族 的 な ス ポ _ ' ; / と し て 楽 し ん で い た 昔 の ゴ ル フ ァー が 、 大 衆 ゴ ル フ ァー を み で ま ち が っ て

い る と い う の と 同 じ こ と だ と 思 う こ と が あ る 。 大 衆 ゴ ル フ ァ ー は 、 お iiiJ は ま ち が っ て い る と い わ れ で も や め は し

な い 。 彼 ら に と っ て 、 ゴ ル フ は 正 し い 、 い い ゴ ル フ で あ る よ り 、 回 向 い ゴ ル フ で あ り 、 場 合 に よ っ て は 儲 か る ゴ

ル フ で あ る か も し れ な し 、 。 正 し い ゴ ル フ ァ ー は い ろ い ろ い い な が ら も 、 そ の あ 、 か し な 述 中 と 一 緒 に ゴ J レ フ を し な

ければならなし、 。 自 分 は 孤 高 を 保 つ つ も り で も 、 実 際 は 大 衆 の ひ と り な の で あ る 。 ま た 、 大 衆 ゴ ル フ ァ ー も 普 か

らのゴ ｊ レフの事 ｪｾＪ� がわか っ てくると、自分も正しいゴルフ ァ ーをめぎすようになる 。 も っ とも、本当の正しいゴ

ル フ ァ ー は 、 ゴ ル フ 以 外 の 仕 事 や 生 活 の 商 で も 紳 士 で な け れ ば な ら な い か ら 、 簡 単 に で き る こ と で は な い の だ が。

大 衆 化 と い う こ と は 、 専 門 家 に と って も 大 衆 に と っ ても厄介なものだが、i I IJ者 と 後 者 が か か わ り あ わ な け れ ば

実 際 に は う ま く い か な い の が 現 代 の 特 徴 で あ り 、 文 化 は ほ ん ら い す べ て の 人 び と の も の 、 と い う こ と な の で あ ろ

う。 ( Y )
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地域社会のまん中に福祉工場を /
〈事業計画慨' l f . )

. 従業只 ω名

身体障害者 =50名

健 全 者=10名

. 職 日 : 23名

工 I品 長= 1 名

事 務 長= 1 名

事 務 員 = 2 名

嘱 託 医 師= 1 名

看 護 婦= 1 名

栄 養 士= 1 名

生治指導日 = 2 名

職業指導員 = 2 名

機能訓 ｬ 胤ｾ土 ］Ｒ 名

介 助 員 = 4 名

雇i f I 日 = 6 名

障害者自らの手で、自分たちの運営・管理する

クリーニング工場を建設しようという迩劉j が大阪

で進められている 。

この工場建設運動を進めているのは、日本脳性

マヒ者協会関西青い芝の会、大阪障害者教育研究

会、自立障害者集団友人組織関西グループ ・ゴリ

ラ連合会などのメンバーを中心につくられている

大阪エーゼ y ト福祉工場設立準備委員会 (事務局・盟

中市立花町 1- 4- 2 電話 06-843-9067).

「エーゼァト」とはアルファベットの A から Z ま

でを示し、障害者も健全者もすべての人聞が差別

を許さず共に生きることを目ざして名付けられた 。

50年 5 月に結成して以来、①I也J或社会のまん中に、

②障害者自身が管理運営し、@ 障害省と健全省が

同一賃金で働く、工場をという 三大原則をかかげ、

障害者の積極的な参加のもとに準備作業を進め、

このたび青写真がまとまった 。

これによると、住民運動などが定着している豊

中市に来春までに約6200m' の土地のめどをつけ、

クリーニング工場と、 2 階建て住宅延べ3370m' を

建設し、 54年 4 月にはオープンさせる予定。総 工

費 5 (，1色6000万円のうち、 5 (:怠3000万円を固と府の

補助と融資でまかない、 3000万円は刀ン パなどに

よって集めていきたいとしている 。

機械化によ って 重度身体障害者も作業に加われ

るということで選んだこのクリーニングの工場で

は、障害者50人、健全者10人が起居をともにし、

同一u金 の も と に 、 自 ら 管 理 運 営 し て い く 。 営

業種目は、 一般クリーニング、およびレストラン ・

ホテル o Ji 有館を対象にしたテーブルクロス、ゆか

た、シーツなどの貸付ーとクリーニング。

同委員会では、建設に向けてのシ ンポジウムの

第 2 固めを、去る 5 月31日に豊中解放会館で聞い

た。 当 H は、車いすを 使 って肢体不自由な青年や、

盲人が、ｾ中市域に働く青年労働者とともに参加

し、約300人が会場を埋めつくした。

柴 田 善 守 ・同準備委員会委員長( 大阪市立大学

生活科学部長) は、もっとも問題となるのは、地

域住民が降害者をどのように捉えているかであり、

工場の管理迩営は障害者にはできないという見方

があるが、管E盟運営する能力は十分にあると思っ

ていると語り、また 、働ける能力に応じて同一 賃

金で働き、しかも完全な製品を世に送り出すこと

は不可能ではないと力説する

これを受けて、林家川県川崎市で率いすでバス

に乗る運動を続けている「青い芝の会」副会長の鎌

谷正代さんは、地域の中で障害者が生きていくこ

との難しさを生活体験の中から訴えた 。

障害者が地域の学校へ行くことを望んだとき、

パスに乗ることを望んだとき、弱者救済を掲げる

労働組合からさえ安全性、労働強化を理由に排除

されている現状の中で、障害者の中にも歩ける者

は歩けない者を差別し、見える者は見えない者を

差 別するという 、差 別されている自分自身に 差別

する何かをもっていることカヘもどかし lずに1吾ら

れた 。 このことは隊害者自身が自分に問いつづけ

なければならない問題であり、ひるがえって、社

会は人間にとって当たり前のことを、なぜ障害者

に対して当たり前のようにできないのだろうかと

問いかけた 。

シンポジウムは熱心な参加者の質問を残 し、こ

の工場建設運動への参加のアピールと、回を重ね

てI也域住民とのシンポジウムの場をもつことを般

認して2冬わった。

豊富なデータを駆使した、都市と建築の人間工学

住宅の計画学

建時 J 円市_ r 守

染 と 郁 の 人 間 工 学

一 一空間と行動のしくみ

岡 田 光 正 ・ 吉 田勝 行 ・ 柏 原 士 郎 ・辻 正 短 共 著

A5 ・330頁 ・写真 図 表300余 ￥3，800 

・ 過密 都 市 の 人 口 集 積の も と で 、 ど う す れ ば 人 間尊 重の

計 画 ・設計 ができ る か一一一一

J存者は、従; f毛、 単 体の 人 川 で は な く、 阪 数の 人/ i ¥J を対象 とし

た人/ i ¥J 工学、つまり l作集の人 1:lJ_C' o; t 、! . k 同の人 I:l J工 学 に つ い

て研Ｇ先してきたが、同 Ｑ ＱＮ ｜ に ｲ ｩｬｬｾ 人川工学 」のテーマで 大阪

大 学 で10年 近 ( ，北，1'&をしており 木 告 は そ れ ら を 伎 と し て ま

とめたものである 。

学 生 は も と よ り 、 広 (ill M ; 関係の尖務家にも参考主? として、

ま た 設 計 上 の 資 料 と し て 役 立 つ よ う に 、 魅 力 的 な デ ー タ や 解

説を 121与に収載している 。

〈主要目 次〉

第 1 i :i 群 集 の 密 度 と 動 き

第 2 :!;i 行 動 の リ ズ ム 一 時 間 的 法 則 性 を と ら え る ー

ｾ Ｑ ｜Ｓ＠ :!;i 行 動 の 長 さ と 広 が り 一 空 間l的法J j l J性 を と ら え る ー

第 4 1立 者11市 の な か の 人 口 と 密 度 ー ミ ク ロ の 人 口 学 一

一一一すま いの 設 計 を考 える

岡田光正・ 藤本尚久・ 曽根 陽 子 共著 A5・244頁￥ 1，400

や さ し い よ う で む ず か し い の がtヒ' もの設計である。

人川 と ｦ ｊ［ Ｑ 土克 の Ｏｬ Ｑ Ｍ ｊ 泌 をふくめ 、日 ｬｯｾｉｾＨｉＨｊ なアプロ ー チによる

{ト::'1::.，&，;1ーの$Ir しい 丁工法を体系的 にまとめた ，1ｾ Ｚで、女 Ｍ ｦ 大、

短 大 の LEI 斤γ二、デザイン| 見l係、 Jぐγ- 処 築 'γ: 科 の 教 科Z11ーと

して i位i盛の J : である 。

建築非荷量実務マニュアJレ

確 認 申請 のキーポイント 一一一

足 立構 造 グルー プ 編 著 85 ・320頁 ￥5，900 

fNij .!i lll ，i，'i のチェッ 7 ポ イ ン ! の す べ て が わかる、， In:nq-I

『;fi の jえの とき。 : 冊子食する II/I J か ら み て 正 し い 計 ，，1可. ［［ｴｴ＿ｾ のあ

り ｽｊ を、 Ｇ Ｑ Ｇ 波紋以下 の ｪｈｪＺｪｍ ＧＱＧ Ｑ つ の 大きい雄物を ｊμ｜ｾ に説明 。

材 料 ・イr:f lT( . 応ブJ など J占礎的なことから、 S i丘、 R C .i.ii、

笠 式 R C .i.ii の梢 iiS別 に 必 袋 な 凶 表 ・数 表 な ど む 綱 縦 した。

ｾ悶催、生悼ふ立ロー司、、 ｊ ‘｟，Ｍ _  7 . L  

富岡構l旦張同部アす4 ノマーユ rJ レ

鹿 島建 設構 造 設 計 部編 ( 6 月下旬干IJ) 85判 予 ￥3，400

鉄骨構造では接合苦11 こ そ 耐 力 上 、 生 産 技 術 上 の キ ーポイ

ントであり、建物の経済性 ・安 全 性 を 左 右 す る 袈 点 で あ る 。

データ編では接合n ! 1設計に |謝する最新データを数百十 ・製

図 ・工 場 製 作 ・工 事 場 泊 工 の 4 極 類 に 分 け 、 ン ー ト 形 式

で集録。 次にディ示ーノレ編では多層ラ ー メ ン の 柿 造 形 式

のうち、続:Ui 主的なディテーノレと応用例を集録している 。
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人間尊重の街づくり ・施 設 づ く り 一 障 害 者 を 中 心 と し た / 荒 木 兵 一 郎

- ル ポ ル タ ー ジ ュ

建 築 的 環 境 の パ リ ヤ ー ズ - フリー設計へむけてー近畿地区における

心 身 障 害 者 施 設 ・ 公 共 施 設 ・ 住 宅 な ど の具 体例をもとに考える /

藤 本 尚 久 ・田 中 直 人

- 計 画 例

公 害 病 患 者 と 生 活 空 間 保 障 一 水 俣 病 患 者 の 場 合 を 中 心 に / 西 村 一 朗

・海 外 の 事 例

中国の身障者のための工場、上海低電圧第二工場' を訪ねて/ 石東直子

デ ン マ ー 夕 、 ス エ ー デ ン の 老 人 福 祉 事 情 に つ い て / 上 村 幸 之

本号特集編集幹事 ・藤本尚久・田中直人・荒木兵一郎 ・稲垣雅彦 ・石東直子・温崎賢明
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はじめに

従来、わが国では、身体障害者や老人などの障害者たちの生活にかかわる問題は 、主としてその本人自身

やその障害者を抱える家族の問題として処理されていた。すなわち 、自給自足の農村的社会で、しかも長子

相続の家父長制であったから、すべての個人的問題は家父長の責任 で処理されていた 。そこで、なかには身

体障害者を座敷牢のようなところに閉じこめ 、陰蔽してしまうことさえ行われていた。したがって 、 これら

の障害者を街の中で見かけることも少なく、いろいろな建築の設計で、障害者の利用 を考慮する必要もほと

んどなかった 。

しかしそうは言っても、障害者の場合には、その障害のために貧困に落ち入りやすいし、貧困家庭におい

ては障害者の面倒がみきれないというところから、これらを慈善事業や救貧対策として 、篤志家や宗教家、

あるいは公的機関が援助して施設などを作り、ここに収容保護して面倒をみるということは行われていた。

ところで近年は、家父長制も廃止 され、家族形態が核家族化するとともに小家族化 し、どの家庭において

も障害者を抱え込むと 、入手不足と資産不足から障害者の面倒 をみきれなかったり 、あるいは障害者の面倒

をみようとすると、 他 の家族員の生活が破壊されてしまったりする。そこで障害者自身も 、障害があっても

できるだけそれを乗り越えて 、 自分のことは自分でし 、 さらに積極的に働 かねば生存できない状態となった。

しかし、近年の産業構造の変化 と生活環境の都市化 や高度化 は、各人の能 力の高度化を要求するが、障害

者はもともとハンディキャップがあるところへ 、 さらに以前にも増したハンデイキャップを受けることとな

り、折角自立しようとしても 、 その意欲さえも打ちくだかれてしまうのである 。

社会から疎外され、無視されることは「死んでしまえ」ということと同じであり、生存権の剥奪でさえあ

る。 そこで障害者自身も自覚を強め、障害者人口の拡大とも相まって、障害者の生存権と生活権の保障が要

求されるようにな ったのである 。すなわち、①生命の安全と健康の増進 、②家庭生活の安定 、③職業と経済

の安定、④教育の機会均等、⑤社会参加の機会均等、⑥福祉 の充実など、自立した生活ができるとともに 、

生活圏の拡大されることが要求されるのである 。

これらの要求は、いわゆる基本的人権の保障であり、 一般人においても同等に要求されるものであるが、

障害者の場合には、とくにその公平性が要求されているのである 。家庭や施設、あるいは一定の地域に閉じ

こめられるのではなくて、 一般の人たちと一緒に住み、一緒に働き 、一緒に勉強し 、一緒に遊びたいのであ

る。 しかし現況では、一緒に生活しようとしても、住宅や各種の施設やその他もろもろの生活環境が、障害

者にと っては使えないように作られてしま っているのである 。 この原因は、いまも述べたように 、障害者た

ちが家庭内に閉じこめられて、街に出られなかったからであり 、また社会全体の急速な経済発展のためには 、

障害者のことを考える余裕がなく、これを切り捨ててしまったからである 。

そこで、障害者たちと一緒に利用できる生活環境を創造することが必要となるのである 。すなわち、障害

者の利用を考慮に入れた街づくり、施設づくりが必要となるのである 。

ここでは、この新しい街づくり、施設づくりに必要な基本的問題とその対策の要点を述べることにする 。

1 障 害 者 と は

障害者とは一般に「身体あるいは精神になんらかの欠陥をもち、そのために日常生活に不便や不自由が生

じ、不利益を蒙 っている人」をいう 。 しかし、 一 口に障害者といっても、その障害の程度や種類、あるいは

その障害 によ って蒙 っている不利益の度合などがいろいろと異な っている 。だが、障害者が街や建物等を利

用するときに、も っとも困 っているところをみると、段差や階段があ ったり、位置表示が不明確で、目的の

場所に近づ きにくいことであるから、この移動形態と知覚形態という観点から障害者を分類すると 下図 のと

おりである 。

移動障害者とは 、体幹や下肢などに機能障

害があ って移動が困難な人である 。功轍障害

者とは 、こまかい作業がしにくい人で、 主 と

して上肢に機能障害のある人である 。寝たき

りは 、病気などで寝たきりの人で、老人に多

障害者の分類

障 害 者

身体障害者 精神障害者

一 「

精神薄弱者 そ の 他 の

精神障害者

感覚障害者

「 ー ー ム ー 「

視覚障害者 聴覚障害者

移動 ・功綴障害者

功 綴 障 害 の 叶

歩 行 不 能 者

寝 た き り一一斗

車いす常用者

同伴車いす常用者 単独草いす常用者

歩行困難者

「一_ _ j _ ー「

松葉杖常用者 軽度歩行困磁者



く、この人達の移動にはストレッチャーや担架などが使用される 。同伴車いす常用者は自分で率いすの操作

ができないので、介助者を必要とする人である。単独車いす常用者は、自分で車いすの操作ができ、設備が

完備していると日常生活のほとんどが自立しでできる人である 。松葉杖常用者は、松葉杖、エルボークラッ

チ、歩行器などの歩行補助具を常用して歩行する人である 。スキーで足を折り、 一時的に松葉杖を常用する

若者が最近は多い 。軽度歩行困難者は平面はかろうじて歩行できるが、斜面や階段などでは手すりなどの補

助具を必要とする人であり、老人に多く、幼児や妊産婦も含められる 。視覚障害者は全盲ないしは弱視者で、

移動にあた っては、音、足ざわり、手ざわりなどの変化にたよる人である 。聴覚障害者は、軽度難聴( 聴力

損失25d B 以上) を含み、音声による伝達や確認がしにくい人である 。精神薄弱者は、 1 Q が70以下、刺激に

対する反応が遅滞し、社会生活への適応がいちじるしく困難な人である 。老人は脳動脈硬化や老人性痴呆の

ために精神薄弱者と類似の行動をすることがある 。 その他の精神障害者は情緒障害者などのことである 。

現在、世界中で 4 億 5 千万人の障害者人口があり、毎年300万人づっこの人口は増加しつづけている 。 これ

は総人口の約 l 割を越えており、交通事故やその他の不慮の事故、あるいはいわゆる公害や病気に侵されて

増加しているのである 。 なお、わが国の障害者人口は約200万人で、総人口の約 2 %である 。 この数値は諸外

国に比較して、非常に低率とな っている 。 これは障害者の定義を、社会保障が必要となるほどの人に限定し

ているためで、杖をついた老人や寝たきり老人、あるいは乳母車に乗 った乳幼児や妊産婦などを含めていな

いからで、ある 。

2 す べ て は 障 害 者 の 立 場 か ら

いずれにしても、われわれは 、今は障害のない健常者であ ったとしても 、いつかは不運にして障害者とな

るかも判らないし、また歳をとれば必ず老人とな って、心身の機能が表弱するのは自然の摂理であって、こ

れに逆らうことはできない 。 もちろん予防をあきらめるわけではなく、積極的に障害者とならない努力を怠

ってはならないが、それにしても障害者となる確率は平等であることは銘記しておく必要がある 。

ところで、障害者とな ったとき、あるいはすでに障害者とな ってしま った人たちの立場からみると、現在

の街や建築は、大変使いにくいものになっている 。 たとえば歩行者の安全対策と称して、どんどん作られて

きた歩道橋は、健常者でもこれの昇降を避ける傾向がみられるが、老人ともなると腰を折り曲げ、手すりに

つかまりながらや っと渡っている 。車いす使用者になると、歩道橋の階段がスロープに変えられていたとし

ても、自力だけでの昇降は大変困難である 。 そのイ也、歩道の段差、室の出入口、エレベータ一、エスカレー

ターなど 、老人や車いす使用者の利用を考慮していない施設や設備が至るところにある 。 また地下街の複雑

さや、行き先き案内板、標識などの不備は、通勤者以外は、街の中を動きまわれないようにな っている 。

普通の元気な健常者念らば何 でもないところが、肢体や目や耳が不自由になると、障害だらけで、動き回

ったり用事をしたりということができなくなってしまうのである 。 どんなに身体の一部が不自由になったと

しても 、そのことだけで、みんなと 一緒の社会の 中で暮らせなくなるということは、あまりにも不都合で、あ

り、社会的にも大きな損失である 。

そしてこのことは、単に障害者だけのことではなく、自分自身もいつかはそうなるのだし、市民のみんな

に共通することである 。障害者のために街づくりや、施設づくりをするというのではなく、市民のみんなの

ために、障害者の立場から街づくり、施設づくりをする必要がある 。

3 偏見と差別の打破

ところが社会は一般に、若くて美しい健康体に価値を置いている 。障害者や老人はこれに欠けるところがあ

るので、劣等評価をされるとともに拡大解釈され、人格的にも能力的にも劣 っているとみなされてしまうの

である 。

さらに、自分自身もいつかは障害者や老人となることが予測されても、できるだけ障害者や老人となるこ

とは避けたいので、現在の障害者や老人について考えたり、関係しあ ったりすることも避けようとすること

がよくある 。 ひどい場合には 、未だに障害者が伝染病に侵されていて、近寄れば移されると考えて、は っき

り拒絶反応を示す人がある 。
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そこで同情はするが、軽蔑もし、かえって逆に偏見からくる不当な差別をするようになるのである 。 また

障害者や老人の側でも、自分の欠陥や短所を過大に意識したり、あるいは障害を理由に依存心を発展させ 、

不必要に卑下して、差別にも甘んじてしまったりするのである 。

現在これらの障害者や老人たちは、偏見と差別によ って 職業選択の自由や就職の機会均等、教育の機会均

等、移転および居住の自由、社会参加の機会均等など 、憲法で保障されている基本的人権が奪われている。

まず職業の問題をみても、視覚障害者の場合には、いわゆる三療( あんま、はり、きゅう) に集中してい

る。その他の障害者の場合にも、農業ないしは零細製造業に集中している 。昭和35年に身体障害者雇用促進

法が制定され、それぞれの企業で身体障害者を雇用することが義務づけられたが、まだまだ実効があが って

いない 。老人の場合でも、定年制があって、まだ働く能力があるにもかかわらず、一定の年齢に達すれば引

退しなければならなくなっている 。 いずれにしても、障害者や老人には不就業者が圧倒的に多いのである 。

教育の問題でも、障害者は最初から、みんなと 一緒に教育を受ける能力がないから、障害者だけを分離し

て、その能力に応じた持別な教育を施すというのが従来の方針であった 。 しかしこの特別な教育は障害者の

残存能力を使つての職業訓練の占める割合が多く、全人的な教育に欠ける点があった 。 また隔離されている

ところから、 一般健常者との交流が図れないという不利益もあ った。

住居の問題も、前述したように伝染病と間違われたり、老人が近所に住まれると陰気になるとかの理由で、

アパートや地域から追い出される例はよくある 。精神薄弱者施設、養護学校、老人ホームなどの建設反対運

動もたびたび起こ っている。

いずれにしても現状では、障害者や老人が偏見をもたれ、差別されている 。 しかしこれは人びとが障害者

や老人のことを誤って認識していたり、一部分しか認識していなかったからであり 、また障害者や老人たち

も自分たちの欠点などを隠していたからである 。

本来は、障害者や老人も人間として同一で あり仲間であり、人格的や、社会的、経済的関係において 差別

される理由は何もない。そこでこれらの偏見や差別を解消する方策について検討しなければならないが、そ

れにはまず第一に、障害者や老人の実態を正しく認識する必要がある 。 そしてこれに伴って 、障害者や老人

が落ち入っている不利益な実態を克服するよう努力し、また本人自身も自党をもって努力できるように教育

やリハビリテーションが行われる必要がある 。

しかし、いくら人びとの意識や心情 を変革しようとしても 、差別の実態がある限りは、どうしても意識や

心情を変革することはできない 。すな わち、意識は実態の反映として存在するのであり、実態が意識を作り

だすのである 。 したがって、この差別の結果として存在する障害者や老人の住みにくさ 、貧困性、文化的低

位性などが取り除かれる必要がある 。 これらは長期間にわたる差別の結果として生まれてきたものであるか

ら、これの変革は社会の責任であり 、われわれは連帯してこれの保障に当たらねばならない責務がある 。

障害者差別の実態はあらゆる生活の分野にわたっていろいろな原因や現象の複雑なからみあいによ って出

現しているのであるから、これの解消に当たっては、当然各種の分野にわたる施策が必要で、ある 。し かもこ

れらが別々に計画され実施されたのではその効果は期待しにくいし、また場当たり的なものにな ったり、 一

面的なものにな ったりしかね ないのである 。 そこでこれらの施策は、広範囲にわたる分野についで総合的に 、

かっ長期にわたる将来予測のもとに相互調整された、科学的成果の裏付けのあるものでなくてはならない 。

4 障害者特性の理解と人間尊重の具現化

障害者を中心とした街づくり施設づくりをするには、基本的に障害者の特性を知る必要がある 。 しかし近

年までは障害者を無視し、排除し、差別さえもしてきたので、在来の建築設計資料には障害者に関する資料が

極端に不足している 。最近やっと多方面から障害者に関する資料が呈示されるようになってきた 。したがっ

て現況で知り得た障害者特性だけを基にしていたのでは十分に整備することはできない 。今後ともに格段に

障害者特性の理解に資するとともに、これによって得られた資料を追加 して、整備を充実させる必要がある 。

ところで、一口に障害者特性とい っても 、障害の種類や程度によ って 、その特性は多種多様である 。 そし

てそれらの持性群の中には 、お互いに相容れない特性があったりして 、現況では、ある 一部の障害者にと っ

ては 、その特性に見合った便利の良いものができても 、他の障害者にと っては 、そのものがかえ って障害に



なるなどということも起こっている 。 たとえば、視覚障害者にと っては必要な歩道上の黄色の誘導ブロ ック

が、車いす使用者にとっては車いすがすべりやすくなって危険であるとか、同時に一般健常者もこれの上を

歩くのは歩きにくいという 批判 などがある 。たしかに能力に大きな格差のある 人びとの誰でもに利用 しやす

くするのは、現在の技術では大変困難を伴う場合もあるが、現段階では試行錯誤的に、少しでも良いことは

実行し、それによ って 問題があるようならば直してい くのが妥当であろう。

しかしこういった事象も元にもどって考えてみると、どの陣害者も一個の人間であり、その人聞の一部の

違 った部位の構造や機能に損傷を 受けて それぞれの種類の違 った障害者とな っているのであるから 、も っと

詳しくもっと 幅広 く障害者特性を把握すると、 おのずからこういった相反す る事象はな くなると考えられる。

さらに逆をいえば、多種多様な障害者の特性を理解するということは 、決して違った種類の人聞を理解す

るということではなく 、それだけ多くの人聞を 、あるいはそれだけ詳しく人聞を理解しうるということである。

最近までは 、こういった障害者たちは手聞がかかつて役にも立たない邪魔者だからということで、一般社

会から除外し 差別さえする方向にあ ったが、障害者の持性を理解することによ って 、それぞれの個々の事情

を組み入れ、それらの人たちが社会にあって本当に生きがいが感じられるような全体的環境が形成される方

向に変わ ってきたのである。こ れは単に障害者たちの環境がよくなるということだけではな く、われわれ自

身の環境も良 くなる ということに通じるのである 。すなわち、障害者たちが住みやすい社会は同時に 一般の

人たちも住みやすい社会となるはずであり、ここに真の人間尊重を具現化する道がひらけてきたのである 。

5 障害者の主体性と自立性の確保

障害の程度が重くなればなるほど、社会的や経済的諸要因とも結びついて、障害者に依存性が出てくる 。

すべての生活を 他人に依存してしま っているようでは、邪魔者としての取り扱いを受けざるを得ず、従来の

ように専用施設に閉じこめられでも致し方がない 。

しかし、どんなに障害の程度が重くても、主体性をもち、自立した生活をしたい場合には、これはどんな

ことがあっても援助されねばならない 。 したが って 、どんなに障害が重くても、障害者の依存性の発生を防

ぎ、あるいは依存的状態 に落ち入った場合にもその進行を防ぎ、さらに自立性を回復させたり 、可能な かぎ

り種々の援助によ ってこの依存状態のなかで自立性を維持させるかということが重要となるのである 。 それ

には障害の予防、治療、リハビリテーションなどを通じて自主性が助長される必要がある 。

そして障害者が少しでも自立した生活を望むならば、多少の困難はあ っても、施設などの保護から抜け出

し、一般社会の中の居宅で生活がなされなければならない。しかし現在は、障害者が一般社会の 中の居宅で

生活をするには、あまりにも多数のハンディキャップがある。したがって 、この多数のハンディキャップを

取り除いたり、あるいはハンディキャ y プが克服されたりするように援助して、主体性のある障害者が自立

した生活ができるようにしなければならない。

6 都市空間計画における機能分離方式の見直し

ところで、障害者が一般社会の中の居宅で生活しようとしても、現在の都市には住めない状況とな っている。

今日の都市構成は 、住む場所と働く場所、それに遊ぶ場所が空間的に分離されて、それらが種々の交通機

関によ って 強く結びつけられているところに、その特徴をみることができる 。現代の都会人は、それらの場

所をその目的に応じて使いわけながら生活している 。した がって 行動力と労働生産性の高い若壮年労働者に

とっては都合がよいが、障害者や老人 、あるいは乳幼児のように行動力の劣る人たちにと っては都合が悪く、

住みにくい 。こ れを住みやすい街に転換する方法について検討する必要がある 。

都市を工業地域や商業 ・業務地域、それに住居地域などに分けて、それぞれを用途別に、機能的に つくる

考え方は 、今日一般的にな って いる 。たしかに、それぞれの地域を形成する目的は、空間に対する特殊な要

求か らきており 、それらの要求は相互に相容れない場合が多い 。 そこで似たものを集 め、その固有の必要性

に応じてそれぞれを符定化 した地域につくっていくやり方は合理的である。しかし機能的に特定化された地

域が、人間の全生活の一部分しかいれることができない容器であるのなら、それらは常に全体的な立場から、
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それそかれの関係性を見直す必要がある 。

大都市の大規模な空間分化は、通勤問題や必要以上の人と物の流動を起こさしめている 。 とくに大規模な

工業地域は公害源となって 、都市全体の環境水準を低下させている 。工業的生産がある程度の環境悪化を伴

うものというような誤った考え方を改めること 。また商業 ・業務地域も畳間人口と夜間人口の較差が大きく、

夜間は墓場化 しているが、これも不自然である 。できるかぎり職場と住宅を近接させ、その前提条件として

都市の中のどこでもが人聞が住める環境にする必要がある 。

こうすれば、今まで社会から除け者にされていた障害者や老人たちも生き生きと、自分の住みたい地域に

住むことができ、職場にも行きやすく、社会全体も活性化されるのである 。

7 交通計画における発想の転換と近距離交通施設の整備

都市空間の構成にあたっては、道路や交通輸送網が重要な役割をもつが、今日までの交通計画は生産性や

経済性にもとづいて計画されており、生活者の利便性にもとづいて整備されているとは必ずしもいえない 。

とくに生活道の整備や、障害者や老人などの特殊な要求にこたえる交通施設や交通手段の整備は、本来的に

採算に合わないために無視されていた 。

そこで交通計画をする際1こは 、まず生活者を主体とする方針に発想を転換する必要がある 。 とくに生活者

のための生活圏レベルの近距離移動に応じる歩行者路を含めた交通施設網の整備が急務の諜題である 。

最近、車いすでも使える市民会館や公衆便所もあちこちに作られるようにな ってきたが、 これらがほと人

ど利用 されていないということである 。 これは、いくら 〈点〉としての障害者向けのB包設が作られたとしても、

その施設まで到達することのできる交通手段がないと使えないのである 。すなわち 、障害者の自宅から施設

までに通じる 〈線〉 が必要となるのであり 、 また障害者の誰でもがすべての施設を利用できるようにするた

めには 、この 〈線〉 が 〈面〉 となったネァト ・ワークが必要となるのである 。

この考えのもとに、昭和48年度から厚生省による福祉モデル都市や、地方自治体による福祉モデルエリア

が指定 されるようになった 。 しかし現在はまだ、その名が示すように実験、研究段階であり、何をどの程度

までやればよいのかという基本的なところさえ決定しかねている 。 また 一部の篤志家たちが車いすでも行け

る (線〉 を探しだし 、「車いすガイドブック」や「率いす地図」が作られたりもしている 。一刻も早く、このよ

うなガイドブックや地図 が必要でなくなるような交通手段の整備が望まれる 。

8 コミュニティ形成と障害者、老人の役割

現在のわが国の人口構成での障害者、老人の割合をみると、障害者は約 2 %、老人は10 %である 。

しかし都市や農村のある特定の地域をとり出してみると 、この割合にな っていないところがかなりある 。

現にわれわれの毎日の生活でみると、若年労働人口の都市への集中、核家族化の急激な進展によ って、とく

に新しく開発された住宅団地では、老人を見かけることはほとんどないし 、市街地で車いすに乗 った身体障

害者を見かけることはさらにない 。

このように人口構成が片寄っていたり、あるいは日常生活上で見かけなか ったり、関係することがなか っ

たりすると 、つい忘れ勝ちとなり 、無視してしま ったりすることになる 。たしかに、 一定の地域に健常者ば

かりや障害者ばかり 、あるいは老人ばかりが集ま って生活すると 、それぞれの社会での生活の維持や防衛に

は都合がよく、能率的にできることが多し当 。 しかしこれでは全人的な人間の成長や社会の発展にと っては都

合が悪い。 とくに住居地域というものは 、本来、いろんな人たちが住んで、お互いに交流し合いながら、助

け合いながら 、一つの社会を形成し、維持するところに意味がある 。

すなわち、能率性ばかりを重視していくと 、だんだん能力の同じ者ばかりが集団化するのがも っとも都合

よくなるのであるが、人間の能力は常に一定しているのではなく、発展したり、衰退したり、ダイナミ ック

に変動するものである 。 とくに年齢別集団制のような場合には、誰でもが年々としをとるのであるから、つ

ぎつぎにある年齢に達すれば、それぞれの年齢別の集団を渡り歩かねばならないことになる 。

このようでは、定住することができず、どうしても不安定な生活にならざるを得ない 。真のコミ ュニテ ィ



は永年の聞にわたって定住することによって形成されるものであり、住生活環境は、誰でもが定住できる環

境が準備されることが重要な要件となるのである。このことはすなわち、ゆりかごから墓場までを準備する

ことであり、また誰でもが永年の聞にわたって住めば、いつかは老人となり、障害者になるということでも

ある。そしてこれらの障害者や老人たちが要求する便利で、快適な施設や環境は、同時に一般健常者も要求 す

るものである 。 ここにコミュニティ形成上における障害者や老人の役割が重要視される根拠がある。

9 障害者、老人の生活圏域での施設の充実

障害者や老人の生活圏域を狭めている原因は、都市構成のされ方にもよるが、障害者や老人の身体的能力

の欠陥や衰退によるのが主因である。したがって障害者や老人に関係のある施設は大規模な中央化 したもの

よりは、小規模でも障害者や老人の手近なところに分散配置されるのが望ましい。従来、一般に障害者や老

人向け施設というと、自然環境のよいところということで、交通上はどちらかというと不便なところに立地

することが多かった。これでは姥捨て 山 と同じであり 、家族と すら交流しえないし 、一般の社会から隔離さ

れてしまう 。障害者や老人の要求する施設は、 一般近隣施設の集まっている交通の便のよいところに一貫し

て配置するのがよい。この場合には関連施設を集中化したり 、複能化したり、あるいは集約化しでもよい 。

こうすれば、 一旦、その地区に出がけると、いろいろな用事や活動が一度にでき、新たな社会参加の機会や

交友の範囲を広げ得ることにもなって好ましい 。

] _ ( [ ] ) サービスの充実と施設整備の一体化

施設とサービスは、人が施設を利用するという立場からみた場合、それらは一体的なものであり、不可分

のものである 。施設があるだけでは、出かけてきても有意義な活動はできにくい 。適切な指導や援助、ある

いは人間同志としての触れ合いを主とした人的サービスを伴うことによって、活動は活発になるのである 。

とくに障害者や老人の場合には、まわりの人からのわずかな援助が大きな援助となって活動が倍加するので

ある。サービスは公共のサ ービスを中心とするが、ボランテ ィアや コン パニオンによるサ ービス、お よび家

族や地域の人たちによるコミュニティサ ー ビスも重要であり、これらの啓蒙や育成がなされなければならな

い。このような人的サービスを充実させないと、どんなに立派な物的環境をつくっても 、それらは無用の長

物となってしまうのである。

]_ ]_新しい街

福祉先進国といわれるスェーデンやデンマークのニュータウンをみると、その中央のもっとも便利なとこ

ろに歩行者天国の大きな広場があり、その地下に地下鉄と自動車道と駐車場がある 。 ここからは身障者の車

いすもエレベーターかエスカレーターで広場にあがれるようになっている 。広場の中心 には噴水があり、そ

のまわりにベンチや植え込みがある 。広場をとりまいてスーパーや小売庖が立ち並び、少し離れて、役所、

集会所、図書館、保育所、小学校 、教会、病院などの公共施設が、それぞれの適地に配置されている。そし

てその外まわりに高層アパートが建ち並び、ここに移動能力の少ない障害者や老人たちが一般の人たちと混

じり合うが、優先的に住んでいる。この中央からだんだん離れるに従って、低層の集合住宅や庭っき 一戸建

のマイホームが緑に固まれて配置されている。そして工場もこれに近接して作られており、通勤ラッシュが

解消されるとともに、工場からは公害を吐き出すこともできにくくしている 。 さらにニュータウン全体の外

周は自然環境を保護する目的をも兼ねたスポーツを中心とするレクリェーション空間で取り巻かれている 。

こんな配置であるため、まちの中央広場では、常に障害者や老人たちが見られ、若者たちと一緒にな って

働いたり、憩ったりしている 。 これでは老人たちも毎日自分たちの家族と顔を合わせることもできるし、一

人とじこもって、死んでから一週間も発見されなかったということもあるまい 。若者たちも、ニュータウン

をとりまく広大なグ リーンベルトの中で、思う存分スポーツをしたり、自動車をブッ飛ばしたりして、生活

をエンジョイしている 。

( あらき ひょういちろう 関凶大子教佼・工博)
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1
f- ＶＱｾ 月

建築的環境のバリヤーズ・フリー

設計ヘむけて

寸丘畿地区における心身障害者施設・

公共施設・住宅などの具体例をもとに考える-

藤本 尚 久 + 田 中 直 人

- はじめに

・市街地複合化福祉施設へのモデルケースー神戸市立心身障害福祉セ ンター

・地域に根ざし た総合リハビリテー ションセンタ一一兵庫県玉津福祉センター

・新しい施設機能の要請とそれに対応する空間設計一「松心園」大阪府立の自閉症児療育施設

・生活の拠点としての住宅をパリヤー ズ ・フリーにする一身障者のための住宅計画のポイント

・余暇生活のための屋外施設のテストケース一大阪府営大泉緑地 ・盲人コーナー

・人間・福祉都市の足づくり ー神戸市高速鉄道駅舎

・身隊者施設からパリヤー ズ ・フリー ・スペー スヘ

は じ め に

ドlの不 (1由な人に色光の点滅す る信けで償断す

ることを強いたとき、f I l イスのDfJ けなしでは動け

ぬ人が、階段しかない建物 ｪ の上階に ｭＧ ｬ ｾ がで きた

とき 、これらの人々にハ ンデイキャップを tt う。

いま、この人々に音の信け機が償断の安全を告

げてくれたり、緩やかなスロープや操作しやすい

エレベータが迎えていてくれたら 、もは やハンデ

ィキャップは解消する。

このようなハンディキャップを生ぜしめるもの

が「建築的障壁J ( アーキテクチュラル ・パリヤー

ズ ; A  rchi tec tur al  Bar ri ers) であり、これらを除

去しようとする設計をパリヤース ・フリー設口 !と

よぶことができる。

建築技術の立場からは、 「障害」は「通常、医

師によ って 記・| 返される客観的な欠航状態」とみる

にとどまらず、 「身体の欠損から、述物を{ 史おう

と思 って も、適当な設備がないために、ハンデイ

キャッフ。を f ! わされてい る状態」と巧えておかな

ければならない 。

このことは、また、一時的な病弱の人や妊婦 ・

老人 ・幼児の生活安全や利{ 更を雌保する方向とも

矛! 許しない 。

パリヤーズ ・フリー設計は特定の人々のための

特殊な設計ではなく、生活環境の全般的な伐の 向

上を目指すものである。もちろん、お金はかかる 。

これまで出しおしみしてきたからであり、浪費で

はない。

かつて 、 ヅハビリテーション l副知点軍人対策と

して、つまり、戦力の維持方法であ った歴史をも

っという 。

第二次大戦後の経済復興 ・高度成長への産業戦

線での労働力対策や消耗した労働力へのアフター

ケアとしての傾向に偏することがなかったかどう

かは、この景気低迷といわれる時期がおのずと明

らかにすることになるだろう。

ノf リヤーズ ・フリー設計は、リハビリテーショ

ン病院などの専門施設に始まったといえるが、特

目住宅 ・ペアハウスなどの公共住宅の設計や供給

の問題、交通機関 ・交通安全施設の計画をも包含

し、さらには公園緑地 や博物館などの広域的なレ

クリエーション施設や、公共的 な施設一般( 営利

的なものを含む) の検討にもおよび、これらを総

合的にカバーする都市計画 ・地域計画まで対象と

なるような趨勢である 。

また、パリヤーズ ・フリー設計は 、 日常生活に

密接な自助具や建築ディテールから外部空間にま

でおよぶ数多くの諜題をかかえているが、その中

から主要なｦｈ ｬｬ 而を、 Ｒ 任者らが少なくともこの ｉ ｾ ｉ で

兄た Hイ本例をも とにして、ルポをまじえた考察を

試みたものである 。

本干潟は問題提起の械を出ていない。

技術の進歩がおき忘れかけた人間重視を、「福祉」

という形でとりもどそうと叫ばれて 、 いくらか年

月を経た今、これでは不足だと筆者らは思いつつ

も、建築技術情報としてのデータや実例の蓄積の

体系的な整理が絡についたばかりなので、 あえて、

くり返しになるのを党悟で提出することにした 。

事実認識と文章表現に過誤があれば、すべて筆

者 2 人の責任に帰するものである。



市 街 地 複 合 化 福 祉 施 設 へ の モ デ ル ケ ー ス

一 神 戸 市 立 心 身 障 害 福 祉 セ ン タ 一一

神戸市が昭和 ＱＵＰ 年 Ｑ Ｒ ｊｬから ｊＭｾ ｦｉｬ￯区ノ ｫ 木通の旧兵

川7消防署跡地 ( 1396.  17m'  ) に} J ! ; 設していた心身障

害福相| センターが完成した 。

ネ ｉｉｉｉ ＭＢｩ ， ＺＧｾ述鉄道新 ｉｊ 十Ａ地駅と大 ｉｊ ｦＮ ｊｾｽｻ のＯＱＱ｝にあり、神

戸γ日鉄j奏川駅、国鉄兵庫駅ややl'戸駅からも近く、

まさに神戸の市街地に位置しているといえる 。各

駅にはm段などの障害物があり、アプローチ上 、

問題はあるが、盲学校等の福祉11t i ! 設が近くにある

ので、歩道の段差解消、点字プロックの敷設等、

周辺環境は比較的配慮がすすんでいる 。

春の " ざしに l映える明るい壁I自の色調は、* に

隣依する建物との景観的調和を考慮したという 。

S R C造地下 l 階 、地上 7 階( 階屋 2 階) 建て、

延べ7431. 26m' の館内には、あらゆる障害者の多微

な問題にこたえる総合相談窓 u をはじめ、総合診

断 ・判定昔IlI" j 、機能訓練古III"J ，段産自111") 、レクリ

エーション部門などのリハビリテーションセンタ

ーとしてのスペースがあった 。

l  附には1 ' 11談昔1I門として、受付および相談コー

ナ一 、 そしてロビー、研修室、事務室があり 、教

育訓練部門として、 2 階にj液体不向由児通園施設

「くすのき学園 J ( 定員 40名) 、ろうあ児通園施設

「ひばり学園 J (定 L..140名) 、 3 附に吉幼児訓練室、

.ill J 奈川いこいの家「中部いこいの衣」、会議室があ

る。 4 階には診察判定書1I 門とし て診察室 、脳波iJll J

定室、 X 線室、無伴室、テスト室、観察室 、判定

会議室、 A V ルーム 、機能訓練剖II"J として、 6 階

に体育室、理学療法室 、作業療法室、 A D L 室、

屋ょに屋上庭園、屋上訓練場、地階にbE浴療法室

があり、さらに授産部門 として 5 附にミシン縫製

室、 動力 ミシン室、機械編物室、 7 附に 印刷室、

刻印室 、 ｬ ヌＱＳ 談話室 、 娯楽室、 ｉｾ 下 ｪ 皇室等がある 。

身附者の施設といえば、 兵川Z県玉津福祉センタ

ーの例でもみられるとおり 、平面的な広がりをも

っプランが多いが、 このセンターでは 7 附建とい

う、この種の施設としては 、! 日府のものとな って

いる 。

センターとしてこの建物に要求される立地 条件

2 階障害児用便所

便器、手洗器、鏡の形状、寸法等配慮している 。

コーナーには洗濯用のスペースも設けられている。

および現実の敷地条 件、所要空間 の種類と規肢の

間足n玉、日用 化 した背景をさぐる要因は多く考え

られるが、このように高層化するにあたり 、基本

設計を行 った市住宅局営繕音11営繕諜では 、多くの

問答者 、関係者を対象にヒヤリングを行い、 利用

上どのような点を考慮すれはよいのか検討してゆ

き、そのプロセスの中での設計メモとして、つぎ

のようなことに留意したということである 。

「第一 に同センターは複合施設であり、施設名で

挙げると、身体障害者福祉センタ一 、身体障害者

授産施設、肢体不自 由児通園施設、 ろうあ児通園

施設などで管・理運営上、施設別あるいは部門別に

独立していることが必要。第二 に、今後、障害者

施設が整備されていく諜程で、施設問の機能分担

または整理統合に対応できるよう、各室をフレキ

シブルな空間 とすること。第三は 、全障害者が単

独でセンター内の目的地にスムーズに行けるよう

にすること 。第四に、緊急時に全障害者が安全に

遊燥できるようにすることであ った。」

このような粂f午に対する空間的な解として、計

画にあたっては①簡単明瞭なプラン、 G液全性、

①全障害者に対応する諸設備の配慮、④トータル

サインデザインの採用を重視し、実施案はバルコ

ニーを 有したコ アプラン、コアの 南北 に諸室を配

した簡潔なプランとしている 。 また梁IHJ を1O. 5m、

桁行を 3 mとして、各室に柱をなくし 、広々とし

た部屋を確保すると同H寺に、障害者にと って安全

な空間としている 。

設計でも、障害者のための種々の配底を払って

いる 。 とくに床材については、注意深く選択する

必要があるので、適度のクッション性と滑らない

材料、しかも総菜杖使用者にと っては滑らないだ

けではなく、ひ っかからないようにといった点か

ら、スウェーデン製のフォームバックビニールシ

ート( フロア厚 3. 5mm) を選んで、いる。盲人用誘導

ラインとして、ノンスリップシートを通路の中央

に配し、体育室、理学療法室には同町のフロア厚

5. 5mm材 を使用 している 。率いす用プロテクタ一、

地階温浴療法室

階段の手すり

連続する 手すりを高低 2 段に配し 、視覚

障害者のため上り口、下り口等に点字標

示している 。段. . の形状、色彩などにつ

いても配慮している 。

エレベーターホールの案内板

触地図によ って各階の案内を行っている。

案内板上部スピーカーからの “小鳥のさ

えずり " によ って視覚障害者の誘導をは

かつている 。

ヱレベータースイ ッチボタンと 手すり

手すりは途中で切断せす、必要と恩われ

る部分まで配し 、点字標示も行 っている。

エレベータースイ y チポヲンは車いす使

用者、子供の利用を考えて 、低位置にも

設けている 。
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各階に I草原則として男女各 1 カ所ずつ、

車いす使用者のための便所を設けている。

左が一般のもの、右が車いす使用者の利

用を考慮して高さを変えたもの。

J
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正面玄関、右手が入口、左手が出口とな

っている 。
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手すりなども種々の材料について検討し 、あたた

かみのあるテクスチャ一、メインテナンスを考慮

し、シオジ集成材クリヤラッカー仕上げとしてい

る。便所も床材、手すりおよび可動手すり 、ナー

スコール、手洗器、鏡、扉( 手動式上吊片引戸)

等、種々の配慮がされている。これらの材質、設

備は同センターを 利用する各種の降害者に実際に

歩いてもらったり、実Ｎｾｾして決めたということで

ある 。

その他、エレベーターには、透明ガラスの一部

使用、ピット内の階数表示、自動放送設備、副操

作盤か施されている 。設備も点滅式警報表示灯、

自家発電装置および非常放送と連動した緊急報告日

用ランプを使用し 、全館を通じてトータルサイン

デザインを採用。文字、光、音、点字により 、全

障害者を安全に誘導するよう配慮されている 。

万一の災害発生時には、 コア部にあるエレベー

ター 3基のうち常用 2 基の扉の前にパイプシヤ 1

ターが降り、非常用 l 基を利用して避難するほか、

各階外周部のベランダへも避難できるなど万全の

体制を心がけている 。

そんなに余裕もない敷地に 、多種多様な施設機

能を巧みに複合させていく作業にあたり、かなり

の幸子余曲折があり、設計変更も何度か行われたと

聞く 。各施設のもつ特性を十分に発揮させるため

に、施設計画上の明確な原理がない以上、やむを

得ないことかもしれないが、複合化するメリ ッ 卜

を同一敷地に各スペースに積み上げ、併存させる

ということにとどまらず、さらに積極的に相E の

特性を噌幅していく手法が、今後はも っと検討さ

れる べ きであろう 。

各障害者に対してどのような配慮をどこまで施

すべきか、まだ確固たるものはない。 このような

段階でも、 l 個の建築として具現化していく段階

では、寸法の決定 、材料の選定等、一つひとつ明

確にその時点で結論を出すことが要求される 。実

際の設計段階、工事段階でそれぞれに応じた実験

やヒヤリングをくりかえしつつ検討してい ったと

いうことで、営繕音11設計担当の遠藤氏 、苅谷氏、

工事担当の八尾氏、 林氏を はじめ 、関係スタッフ

の方々の奮闘の後が、セ ンターの各所にうかがえ

るような気がした。

工事は 3 月31日に完工したが、オープンは 7 月

ということである 。 その問、備品の搬入、内部整

備、職員の訓練などの準備を行っていくそうであ

る。

建築空間として所定の機能をうまく有機的に作

動させるために、単にと箱ととしての物理的空間

の配慮を施すだけではなく 、管理 ・運営面のサー

ビス等、人間的空間の配慮をも、十分に検討して、

トータルの空間として充実していくことが期待さ

れる 。実際に使用され始めた場合に人間と空 間が

どのように対応していくのか、みつめてゆきたい

ものである 。( 問中 )

l'  r" 

地域に根ざした総合リハビリテーションセンター

一兵庫県玉津福祉センタ一一

国鉄明石駅からパスで 15分、 玉津田T昭一の停留所

で下車すると、センターの正門に至る 。鉄筋コン

クリート造の県営住宅を右に 、国立神戸視力障害

者セ ンターを左に 、前方の小高い丘へつながる舗

装された道路を進む。正門が面する明舞国道 175

号車泉はあわただしいが、セ ンター 内では小鳥のさ

えずり、やわらかい日ざしにのどかな春の訪れを

感 じた。やがて、道路右側に聞けた広場につく 。

ここにリハビリテーションセンターの玄関が面し

ている 。

さっそく、私達はセンターの百瀬氏を訪ねるこ

とにした。氏の説明によると、このセンターは、

元川崎航空機工業株式会社明石工場の工貝宿舎で

あった土地、建物を昭和21年 6 月に兵庫県が買収

し、づ| 揚者、戦災者の応急援護施設「兵庫県玉津

寮」 として、開設されたのがはじまりで、翌22年

4 月以降において、総合社会福祉施設として、逐

次その拡充、改善を図り、生活保護施設「救護施

設」 、老人福祉施設「養護老人ホ ームJ r特別養護

老人ホーム」、身体障害者福祉施設「授産施設」、

「母子寮」、 「保育所」、その他附属事業としての

診療所、共同浴場、専用水道、浄水場をそれぞれ

設置経営するほか、構内整備のた め失業対策事業

も行ってきたそうである 。 さらに、昭和]44年 10月

には、兵庫県政百年記念事業のーっとして、身体

障害者の社会復帰を促進するリハビリテーション

センターが開設され、これにともな って兵庫県玉

津福祉センターとして組織の機構改革もはかられ

たとのことで、あ った。

全体的な説明を受けた後、さ っそくセンター内

の古包設を見せていただくことにした。

， ) 附属中央病院

附属中央病院は、身体障害者のうち、主として

18才以上で、早期に治療すれば、全治する可能性



のある肢体不自由者を収容し、更生相談から治療、

機能回復訓練、職業訓練、授産などを行うほか、

補装具の修理、製作並びにその研究開発など、障

害者が自立自営できる職業人と して再び社会に復

帰させることを目的としている。

内部には温水とアワの噴射で、痛みを やわらけ、

ながら、機能回復訓練をするハーパートタン夕、

浮力を応力して歩行等の訓練をする温水プール、

患部を温水につけ、水流により痛みをときほぐす

渦流浴装置などの設備にも、その目的達成のため

のきびしい姿勢がうかがえる。

屋内訓練室では、マ ットのうえで訓練を行って

いる方々の真撃な姿が印象的であった。しばらく

して 、ほ っと息をっき、付き添いの療法士の方に

向けるものやわらかな表情もまた印象的であった。

作業療法として A D L ( 日常の動作訓練を行う )

室、作業室などがあり、個別療法室では、患者に

よって治療方法が違うためベァドにそれぞれ別の

治療器が設けられていた 。

廊下には両側に手すりを設け、車いすがすれち

がえる幅を確保したり、便所には車いすで出入り

できるよう手すりを設けるなどの特別な配慮がな

されていた。

中庭のまわりには傾配を変えたスロー プを備え、

車いす使用者の訓練の場としてよく活用されてい

るとのことであった。

付属棟では、訓練生のために改造された自動車

があった。足の不自由な方でも手で操作できるよ

う配慮されていた。この車によって免許をとり 、

自由に町の中へ出てい く楽しさを味わ った人も数

多いとのことであった。

2) 共同浴場

大人 20円、小人 12円也の共同浴場は、県下唯一

の県営浴場として 、 1 日200- 300人の利用客があ

国 立 神 戸 視 力 障 害

セ ン タ ー

るということで、自宅に風呂のない人々がわざわ

ざ車に乗ってやってくるそうだ。昭和20年代の歴

史を物語る木造の建物 に、セ ンター内外の関係者

の思い出が手必められていることであろう 。

3) 養護老人ホーム (長寿の家)

共同浴場と道路をはさんで面しているこの施設

は、 65才以上の者で身体上、精神上または環境上、

および経済的思由により居宅において養護を受け

ることが困難な老人を収容して、日常生活の世話

をする目的をもつものであるが、現在65名の方が

入っておられるとのことであった 。

近時、老人向けのマンションが建設されている

例も見 られ、また公的住宅でも ぺア住宅という形

で、積極的に老人の居住環境について考えていこ

うとする動きが目立つ。老人の肉体的、精神的、

経済的条件はまちまちであり、この穫の施設に入

る場合の決定要因も多機である 。今回この長寿の

家を訪問してみて、どのような方がどのような事

情で入居されてきたのか、現在、 どのように感じ

ておられるのか、直接個々にお聞きする機会はな

かった。

4) 救護施設 (のぞみの家)

鉄筋ブロック平家建のこの施設は、身体上著し

い欠陥があるために独立して日常生活の用をなせ

ない者を、保護収容して、生活扶助を行う目的を

もつものである 。つぼみでこぼれんばかりの般の

木々の中庭を通り抜けた。施設内は静かで¥誰一

人とも顔を会わさなかったが、「もうしばらくする

と、この芝生の中庭で花見をやるんですよ 。」とい

う百瀬氏のやさしい顔がさわやかだ った。

5 ) 特別養護老人ホーム (万寿の家)

この施設は、身体上または精神上著しい欠陥が

あるために、常時介護を必要とし、かつ居宅にお

いてこれを受けいれることが困難な 65才以上の老

いずれはとりこわされる老朽木造である

が、きわめてめずらしい公営浴湯

身体障害者はドライパーになることによ

って、世界が急にひろがる。訓練のため

の改造された乗用車
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附属中央病院

中庭には車いす使用者等の歩行訓練用の

スロ ープが設け られている 。

附属中央病院

廊下の手すり は原則とし て連続させてい

る。

勤労身体障害者体育館

車いすによる壁画損傷を防 くため、隅角

を45' にしている 。
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人を収容し、日常生活の世話をする目的をもつも

ので、現在約90名の方が入っておられるとのこと

であった。性別としては圧倒的に女性が多く、毎

月 2 - 3 名の退所者があるということであった。

ところが退所者の原因のほとんどが、死亡という

事実をあらためて聞いて、この施設の落ち着いた

雰囲気とは別に、何かさみしいものを感じとった

次第である。

老人になって、肉体的、精神的に劣っていくこ

とは、最近流行のトリム運動の普及などで、いく

分かその進行速度をおさえられるとしても、やは

り確実にあるので、やむを得ないといえる 。 しか

し、そのような状況になった時点では、その肉体

的、精神的活動能力をカバーするための介護につ

いて、誰がどのような形で行うのかが大きな問題

である。このような施設に収容し世話してあげる

のが最適解なのかどうかー・? とい っても、実際上、

身寄りのない人には、身内で世話してもらうのは

無理であるし、身内がいても世話をすれば、自分

遠の生活が成立し難い人も多いだろう 。 “ 向かさ

みしいもの " は、私の一時的な感傷としてすまさ

れるべきものではなく、老人福祉の問題として、

真剣に取り組んでいくべきものであろう 。

6 ) 勤労身体障害者体育施設

身体に障害を持つ方々の健康と体力づくりを、

スポーツを通じて実現するために、初心者に対し

ては各種スポーツ教室が開設されており、専門の

指導日による保健体育指導が行われるほか、各種

スポーツクラブによる利用受入並びに各種競技大

会を企画運営されているとのことであった 。

玄関まわりには、水を満たしたバケツと雑布が

おいてあった 。 ここで車いすのタイヤをふきとる

そうである 。右JIおには率いす洗い助のようなスペ

ースがあったが、このように水を入れたバケツと

雑布の方が、実際的にはよく使われているとのこ

とであった。

段差のない自動扉の玄関を人ると、右手に事務

室がある。ここではカウンターの高さを車いす使

用者にあわせている 。

般的に廊下部分の壁とのとりあいには、斜め

に ｉｾ Ｆｩ木をとり、車いすによる壁面損傷防止を考慮

していたが、配慮の対象者は車いす使用者中心と

いう印象が強かった。

{ 本育ス ペースは広々として、明るく立派なもの

であった 。バスケットボールの練習に熱中する彼

らの動きは、率いすに乗っているということを忘

れさせるほどで、その表情はいきいきとしていた 。

ここではノ〈スケットボールのほかにアーチェリ一、

卓球、バドミントン、バレーボールなどをやって

いるとのことであ った。

このような形での身障者専用体育館は、他にも

例が多くなりつつある 。本来ならば、健常者とい

っしょに使用するような体育館を各地域に作 って

いかねばならないだろう 。そのためには、これま

での体育館を改造していく必要もあるだろうし、

新設のものについてはその配慮が当然のこととな

ってこよう。

しかしながらあえて “ 身障者用 " という利用層

を限定する施設であることの意味は何であろうか。

そういったハンデイキャップをもっ人々の生活の

希望をシンボ、ライズしていくセンターとしての機

能を求めているからであろうか。

7) 身体障害者授産施設 ( あけぼのの家)

この施設は、身体障害者で雇用されることの困

難なもの、または生活に困窮する者などを入所さ

せ必要- な訓練を行い、職業を修得させ、自活の道

を計る目的をもつものである。建物自体は組立式

鉄骨造あるいは木造の平家で、センター内の他施

設に比べて古めかしい感じがしたが、 なかで作業

訓練されている方の姿を拝見して、あまり気にな

らなかった。訓練科としては、洋服科、洋裁科、

謄写、印刷科があり、現在それぞれ 5 名前後の方

が訓練に励んでおられた 。

8  ) 肢体不自由者更生施設 (機能回復訓練課)

この施設は医師の管理のもと、理学療法、作業

療法、言語療法がそれぞれ専門の療法士によって

実施され、機能回復を図ることの目的をもつもの

である 。 また、生活指導、身上相談や教養、生活

規律の指導. f ll 談のほか、補装具の交付、更生医療

などの相談、手続きなどの医療ケースワークも実

施されているそうである 。

建物の内外部には、率いす使用者のために段差

をスロープで処理したり、車いす洗い場を設ける

などの配応: がうかがえた。

9 ) 補装具製作施設 (義肢装具開発課)

ここでは、義肢装具の研究、開発とともに製作、

修E盟、調整を行っているということである 。 また、

兵庫県身体障害者巡回移動相談に随行し、義11支装

具の修理、調整サービスも行 っている そうである 。

施設目的の達成のために、空間的にどんな配慮を

するかということよりも 、 どのような活動内容を

展開するかということに、よりポイントをおいて

いるという! さじであった 。

10) 身体障害者能力開発センター

管理棟、コア機、評価作業棟、厚生械、宿泊微

などからなるこの施設は 、一部工事中で、その完

IJ主を急いで、いた。

浴室、便所、洗同所など障害者の配J.&がよく施

されており、その漸新なデザインの中でうまく調

和していた。木年 7 月 l 日のオープンがまたれる 。

。

この極の専門施設は、従来からともすれば、辺

ぴな所に建設されるのが通例であ ったようだ。こ

の玉i幸福祉センターの場合もそうで、 H百羽] 訂正|ミ ・

22年当日寺は、全くの都会雌れした環境にあり、隔

用住された』包設内だけの生活であった。 ところがそ

の後の住宅開発の進展により、周囲はすっかり住

宅地と化した 。 したがって現在はセンター内の生



活だけでなく 、 まちの中に住む感党で生活してい

るといえる 。実際、車いす使用者が喫茶I; ! i に入 っ

ていくと、ウェイトレスがいすを移してくれたり、

府を確保してくれたりするそうである 。 それは単

にl喫茶庖のウェイト レス のサービスというレベル

にとどまらず、他の馴じみ客との交流もあり、施

設が孤立してあるのではなく、施設があることに

より、そこに出入りする人間相互のコミュニティ

意識が存在している事実のー側面を物語ってはい

ないだろうか。

市街地において、心身障害者関連施設を建設す

る計画に対しては、反対運動がよく起こる 。すで

に“ まち " としての骨格が整っている地域へ 、こ

の極の施設を建設する場合は、わりと阻害されが

ちである 。

それについて、 地域住民の障害者に対する怠識

・理向車 ｪ 立 が低いとか、 ｦ 主 ｌ 己エゴが ｉ ［ Ａￍｾ ｾ＠ ｾとか、いろ

んな表現でその要因が考えられるが、将来の計画

について 、施設がその地 械に存在することが地域

{ 主民にとって、マイナス要肉としてではなく、む

しろ積極的にプラス要因として、転化作用してい

くものとするにはどうすればよいのか、何が今ま

での計画プロセスの中で欠如1しているのか、施設

を計画する主体は、十分に考えていく必wがあろ

フ。

玉津福祉センターの場合、自然な形で、施設関

係者と周囲住民とのつながりが発展しつつあるこ

とは 、今回の訪問の中で最も印象にのこ った一つ

でもあった。 (田 中)

，ＭＭＮＮＮＮＮ 、、ｾｾＭ 一一
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新 し い 施 設 機 能 の 要 請 と そ れ に 対 応 す る 空 間 設 計

ー 「松 心 園 」 大 阪 府 立 の 自 閉 症 児 療 育 施 設一

心埋学におけるゲシタルト学派は、年卒れものと

しての客観的 ・物理的空間と、その中で生活する

人にと っての主観的 ・生活空間は1;f; に即一的に対

応、するわけではないといった 。たとえ隣りあわせ

の室でも 、連絡する通路が複維であれば、離れた

室だと思い違いされることを考えればよい 。

同じように、当初の関係者、なかでも設計者や

施設のスタッフの意図した空間が、実際のJ : 1 f 溢の

中で阻隔しなか ったり、思わぬ面に会心の働きを

したりすることがある 。

近年の福祉施策の展開 は新しい極郊の建物 を生

み出すことがあるが、臼問] 症児 jf : ! . 育施設「松心|盟」

もその一つで、昭和 45年 わが国では初めてのもの

として大阪府枚方市内に実現をみたものである 。

半世紀の歴史をもっ中' 畠病院( 精神科を中心と

する ) に併設されているが、残持11の斜商とでもい

うべき、1" : :)低差の大きい南北に長い敷地にあるた

め、スキ y プフロアや高さのちがった! 必や泌10lJ 坊

で織成されている 。

2 階建の治療機 1， ＵＸＰｭＧ 、平家の病倣 ＺｾＱＱＶＴＹｭＧ か

らなり、まわりの遊戯運動場等はあわせて 3，000m'

で、ある 。

幼年から小学校高学年くらいまでの児童を医' 予

的 な竹山のもとに任深t&J 療法、 ②個人遊戯療法、

③ 生活習慣の指導( 一般 的 な生活指導J : : ! ' スツ アー

などを含む里子外指導 ) などを通じて療育している

もので、入所 ・通所ともに 40名を対象とするべく

準備されているが、現在、 入所 19名、通所 15 - 16

: y ，で、これまで通所で27名 - 28名というピークも

あったという 。医師 ・看護財 保母 ・ソーシャル

ワーカー ・心理技師 ・生活指導 t..t . 検: d 技師 ・薬

剤師など50余名のスタッフが治療その他にたずさ

わっている 。

診療効率 ・使い勝手の上からは病院建築によく

みるビジネスライクな 1'$ じもあるが、ファサード

やブロックの形態などでいわゆる「病院くささ」

をのがれる努力がみられる 。

児童は自らのうちに環境のイメージを形成しつ

つある段階であり、ことに「自らの世界」のみに

はす答しがちな I' : J 閉症児に「外から H干びかける世界」

としての建築空間はあまり切れ味のよいものでは

ない方がよいようである 。幸い 、スタ y フは白衣

なしで平J J l Aかトレーニングスーツというなじみの

ある服装なので、いかにも病院くささがない 。外

からはじめて訪れるとき、待合室 (2京共らしいも

のをほとんどおかぬオープンなホール) で、まつ

わりつく児童と語らう背広の人がドクターで園長

さんであることに気づかないし、訪問客のいる室

に間違って入り込んだ児童を恨気づよく話しかけ

て外へ導き出す人が医療スタッフでなく事務長さ

んでみることも、ち ょっ とした J*きである 。

ここでは、通所児童にと っての 1時間が、通常

の大人の Ｑ ＱＱｾｈ Ｚｮより、はるかになかみの滋いもの

にちがいない。 まして、入所している児童にとっ.

て、中庭や設備や建築ディテールはさまざまな意

味をも ってi皮らの世界にあらわれる 。天井をはう

持出配管はとびっく鉄俸とな ったり、浴糟内部の

タイルはもののみごとに予ではぎとられたり、ナ

(自民」

病院くささをさけた玄関廻り 。

前面道路の傾斜と 1階床面のとりあわせ

に苦労したようすだが、児童の施設の気

安さがほしい気もする。

-・-
自閉症児の独自の心のt世界とスタ ッフ ・

綬たちの心をつなぐために工夫された遊

具 ・家具

43 



2 階のグループ治療室前中廊下の壁。ほ

のぐらさとモノト ーンをすくうため、あ

とからマ ンガが貼りつけてある 。

観察室では各室のようすをモニヲーテ レ

ビで見ることができる。

個人遊戯室。タヲ ミの敷いてある室の隅

には遠隔操作のテレビカメラがある。

レベル差のあ る棟間をつな ぐ通路に出た

パイプラ インは、時おり 、園児がとびつ

いてぶらさがる遊具と化すこと がある。

44 

イトスペースのテレビはアクリルの彦員をもつよろ

いの中にガードされている 。 また、 中庭を街路か

らさえぎる壁の重苦しさをさけてつけられた透か

し穴の列の上部はモルタ ルで埋めざるをえず、頂

部にしのび返しがつくこととなった。

これらのことが同時に厳しく建物安 全性 を要求

し、設計段階でも多くの配慮がある 。窓ガラスの

多くはプラスチ y クスであること、児童がスタッ

フから目のとどかぬ位置にならぬようにすること 、

防火区画を設定するようなやり方で、用のないと

きにゾーンを分割する施錠のシステムなどである。

入所児童の家族との面会や外出 ・外泊は医師の

指示を守る条件で積極的 に勧められている 。土眼

目に家へ帰り 、月111i1日の朝 戻ることで 1 週 間のサ

イクルを意識し 、つぎの土11程日を待つことで肉親

への強い関心 をとりもどす児童もいるという 。 l

階治療棟 と収容棟の聞の面会室が外泊などのした

く部屋で、はきものなどの私物置場をかねている 。

個人遊戯室の一つには、モルタルにペンキ仕上

屋外遊戯場

そのf也へ

2 階

の壁だけに 、掃除ずきな大人に は喜 ばれない よう

な一面の落書きがある 。落書: きや貼紙をここに集

中 しているらしく 、気をつけてみると、思いのほ

か他の室や廊下にそれがない 。

全体としては設計者の手ぎわのよさとむづかし

い機能処理の苦闘 がうかがえるが、欲をいえば、

治僚械の主附段廻りにほのぐらさと少し圧迫感が

ただよ って いるので、 J J 並みなアイデアだがl次依

けやオープン附段の方法はなかったかと，目、われる 。

細かくみると建築をつくるものに他山の石とな

るところの少なくない施設であるが、設計担当者、

治療スタッフ 、f也の担当者の方々のそそいでおら

れる力に敬意を表したい思いである 。

松心園 は病院の一形態 とい うことになろ うが、

建築 的 には新しい一つの ジャ ンルである 。

これからもさらに新しい種類の施設機能 が求め

られるであろうとき 、空 間 と生活の矛盾をのりこ

えるために大JJeにかっ細心に試行錯誤が重ねられ

なければならない 。(藤本)

。

松 心 圏 平 面 図

的

屋根

図

生活の拠点としての住宅をバリヤーズ・フリーにする

一 身障者のための住宅計画のポイント ー

ひとは自ら住みなしてきた場所( 家) にできる

かぎり住むことを主張する権利 がある 。 と、 北

欧の福祉の理念の中にいう 。障害のある人々や老

人のための住宅保障は「治療」 ・「回復訓練」の施

設保障と不可分の要請である 。

住空間保障の計画上のポイントをあげてみると 、

， ) 日常の生活行為の便益性を確保する

a)  { : 史いよいプラン

・在宅H寺間の比較的長い身障者 ・老人のためには、

居室の快適さ 、出入口 ・便 所 ・洗面所 ・庭などへ

の動線がうまく処理されていること 。車イスなど

の補装具 ・自助具の使用に見合う室の大きさや通

路のスペースなどを考えた間取りが必要とされる 。

b ) インテリア 、ディテールのくふう

・出入口の段差をなくすこと 、出入りに楽なドア

形式を選ぶこと( 軽量、 1m閉方向 、把手の位置 ・

形式、 ドアむこうの械チが読めるなど) 、車イス使

用の場合、幅木や建具の下枠をキ y クプレートと

すること、移行や用便や入浴 ・みづくろいのため

に手すりを要所に設けることなど、障害の昔15位や

程度を個別に』食言すして設計しなければならない 。

c ) 家具 ・設備の適切化

・作り 付 けのものでも、置き家具でも、人間工学

的に寸法や使い勝手をしらべる 。面積の制約や使

い方のバリエーションを考えて、キャスター付に

したり、レバーによる上げ下げ装置をつけること



も有効で、ある 0

・便穏形式 ・シャワー ・浴槽の選択にも気をつけ

ねばならない。

・とくに、障害者が主婦の場合、家事動作 にかか

わる家具や設備 には多くの 配慮 がいる。

・スイッチ ・コンセント位置 ・電話の置き場など、

さらには非常ブザー 、常夜灯のくふうも必要とな

る。

d ) 自助具の選択と収納場所の配慮

・身障の機能を補 って、食事、身の廻りの世話、

書字 、電話などに用いられる「自助具」を、既存

の住宅の↑ 注目にあわせて選択し、その使用や収納

のスペースを考慮しなければならない 。

2  ) 外出の便利と安全のために

・障害者 ・老人の在宅時間の長さは、外出の安全

性や利便性の欠如によることも多く、階段や段差

をへらしてゆるやかなスロープとし、道路とのレ

ベル差処理にくふうを要する 。玄関の庇はその下

での雨具の処理や率イスの清掃などのため広い方

がよし当 。都市音11では宅地が狭いので出入りのスロ

ープを巻き異状にして途中に踊り場を設ける 。門

扉の前後には車イスの廻転や尿の ｉｾ 日間や郵便受け

・ブザー 等の利用のためゆとりが欲 しい、したが

って、門自体が道路の境界よりかなり引 っ込める

とうまくいく 。

・自家用車の自力運転などはこれからさらに外出

可能性を高めるものなので車庫 ・カーポートのス

ペースを考えておく方がよい 。

・身近な公共施設の利用 ・買物 ・通勤 ・公共交通

機関利用の遠出を考慮して立地条件を選ぶ必要が

ある 。民間の新規宅造地などには、敷地条件その

ものはよくても、外出途中に急坂を待 ったり、公

共純設が不備なことがあるので注意を 一要する 。

3  ) 家族・介護者とのつながり

・障害 の重い人々にはホームヘルパーや家族の介

護を必要とすることが多いが、介護の{ 更を含めた

スペース や設備のくふうが要る 。専門的介護者を

依頼するにも経済的な負担がかかるのと同様、か

かり っ きりの家族介護は家計の収入を減らすこと

もあることなどを含めて「っかずはなれず」のそ

れぞれの生活領域を確立することが重要である 。

4  ) 経済面の支えのための住空間

・社会的に運賃割引 ・税制{ 憂遇などの支えの上に、

陥害者自らが働き収入を得るためにも 、住宅は大

きな役害IJ を侍つ。在宅就労が可能なように通常の

居室に加えて「仕事部屋」の確保や兼用可能なプ

ランが求められる 。

・通勤を必要とする就労には交通の利便などの商

で、パリヤーズ ・フリーにした市街地住宅の供給

も考えられねばならない 。

5  ) 機能回復や発達訓練の保障・健康の増進

・住宅は障害者にとっても最も安んずることので

きる場所である、と同H寺に努力して諸能力の増進

をr，-I る自己訓練 ・発達保障の場ともなる 。

・家事に参画する、庭などへの出入りを容易にす

ることも考えねばならない 。

・できるだけ独力でも生活行為が完結しやすいよ

うに関連づけた計画がなされる方がよい 。

・スポーツを兼ねた 同復訓練の装置や器具を居間

やホールに配備するのもよいであろう 。

・医療施設 ・リハビリ施設とのつながりに有利な

立地選択も重要である 。

6  ) 知人・友人・近隣との交流

・在宅時間が長ければ長いほど、障害が重ければ

重いほど、住宅内での対外的なコミュニケーショ

ンが重f見されてくる 。 リピングルームにできるだ

け面積をとることは、限られがちな主[ 1 ・友人の親

交をさらに育てる空間保障ともなりえよう 。経済

的に許されれば、来客の宿泊を可能にすることも

このことに寄与するであろう 。

・ 電話もまた重要なコミ ュ ニケーションの手手ｾで

あり、 10数年寝た切りで電話が対外的な窓口とな

っている人の例もある 。

7 ) 非常時の安全の確保

・非常用のブザーやインターフォンを寝室や浴室

や便所に設置して介護者の応援を求めるのももち

ろん有効なことであるが、火災などのとき、最後

の手段として独力で一次的な安全域へ避難できる

ことも考えねばならない 。住宅の敷地外へ故終的

には出られることが大切だが、寝室やそれに隣接

車いすの人に介護者がサービスする ダイ

ニンクキ ッチン、テーブルもキャスター

付きで方向をかえて使用する 。Mもタイ

ルなど、できるだけ防火的にする 。

手すりをつけた便器廻り 手すりのつい

左手下部の長い水栓は携帯便器の洗浄用。 鏡もやや低〈少し前に傾けてつける 。右

このとき便器が汚物タンクの役目をはた 手にはシャワ一室、浴簿がみえる 。

す。床面積の節約でもある 。

1112-1120のスロープがほしい。

庇下のゆとりと段差の解消。水切のため

に鉄板を使用 。ドアは内外どちらへも聞

けられる 。

床までの窓サ y シを用いているので、キ

ックプレートとして、約30cm高の腰緩を

入れてある 。

で膝が入る応接テーブルにキ ャス

ターをつけて 、使い勝手に合わせて移動

させる 。左手壁には回復訓練用の鉄パイ

プが設置されている 。床はフローリンク

二重貼りで、荷重に耐えるよう設計され

ている 。
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電動ベッド。非常ブザーをコードで引き

出している 。

園路から点字ブロ ックと手すりの標で導

かれる休憩所(亭) 、むこうに芝生広場が

見える。

ゆるやかにカ ーブする園路わきの水飲場。

むこうに便所がみえ る。
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する公室には直接出入りできる床 までの窓サッシ

が欲しい。 ヌレエンなどはクッションスペースと

もなるであろう 。

・また 、自家から 火災を発生させないために 、火

を使用 する室や機械室などにとくに入念な防火構

造が望まれる 。

8  ) 将来の変化への見通し

・家族構成 ・年齢 ・家計構造はいずれ変動するも

のと考えねばならない。家族の介護人は高齢化す

る。障害者自身も年齢 が増すと生活要求がかわる 。

結婚問題、対社会的役割の変化も 加 わってくる 。

それに応じた住空間の構成を考えなければならな

L、。

- 努 力が実って身体機能が相 当程度回復すると、

外出 が噌えたり 、既設の設備( 手すりなど) がか

えって支障となることもある 。

・公共住宅の場合( 特 目住宅 など) はこれらに対

応した 「すみかえ要求」のフォ ローア y プを裂す

る三とになろう 。

写真は車 イス使用の住宅の例 である 。(藤本)

余暇生活のための屋外施設のテストケース

一 大 阪 府 営 大 泉 緑 地 ・ 盲 人 コ ー ナ 一一

168 

障害のある人々の生活圏は一般に

狭く、 外出の際の行先も 、商庖 ・マ

ーケ ッ ト・親類 ・知人宅などが多く、

行きつけや顔見知りを 中心とする生

266 I  活パターンのかたよりが指摘されて

74  

34 

110 

4  

14 

拙稿) より

いる 。 日常の生活圏をも っと拡大し

たい 、 さらには余暇生活を含めた広

域な生活圏をもちたいという願望も

当然のことである 。 これらを f呆降す

るためには、

1  ) 公共的な建築物や緑地 ・公固な

どをパリヤ ーズ ・フリーに改造する 。

( 点としての解決)

2  ) それらを多械に関連させて 利用

する、あるいは単体としてそこへ向

かうための交通機関や道路網や交通

安全施設を改善する 。( 線としての解

決)

3  ) とくに重要な地区では地滅的なひろがりの 中

で総合的に援備をしていく 。( 面と しての解決) た

とえば公共施設の集中した地区、都市機能や住宅

地機能の中心 となるところ、団地センターやいわ

ゆる「感り場」 一帯の整備や既成市街地や新たに

生じた過密地 など問題集中地区の改良などが当面

必要で、あろう 。

このうち 1 ) に含まれる 戸外生活、なかでも、

レクリエーションのための空間の整備は、障害者

の生活圏拡大の誘因として大きな芯味があろう 。

一般にハンデ イキャ ップによる「手近に日常のも

のごとを処理する必要」が拡大解釈されて、遠出

や旅行のニードが忘れられがちであるが、むしろ 、

少ないチャンスに対する空間設計上の保障を重視

したい。

ここに余暇生活のための大規模公園の例がある 。

12haの池を 中央にもち、盛土による多少の起伏上

に、森林地 を構成する 80haの大阪府営 ・大泉緑地

{上界市金岡町) であるが、その西南の一隅に、昭

昭49年 4 月から 7，500m' が盲人コーナーとして開設

されている 。

別図 のように大半が樹林でしめられ、その中を

鉄パイプの手すりのついた園路がゆるやかに廻遊

し、途中で二度渡る石崎は近くの池へそそぐ人工

の小川 にかかり、奥の方には将来なるであろう桜

林 と締林 にはさまれて芝生の広場がある 。芝生広

場と園路の結tm点に 、 しっかりしたっくりの木造

の「亭」があり 、便所と水飲み場が入口から手近

なところに設けられている 。 これらのありかや方

向は手すりにつ けた点字標' 示や足元の点字ブロ γ

グが知らせてくれる 。回路は細かな砕石の砂利敷

で、歩くほどにサク y として足ざわりがよい。

聴覚 ・削!党が危険認知や誘導には最も有力な手

がかりとされることは周知のことであるが、ここ

では唆党をも柏極的に導入しているのが特色とい

えよう 。手すりに点字で示された樹木名をま日るの

みならず、 四季の変化に応ずる花の香りも楽しめ

るようにな っている 。 この 4 月初旬には入口近く

と芝生広場の北側でジンチョウゲがよく香 った。

他にも、キンモクセイ、クチナシ、ウメ、モク

レン、ライラ ックなどが香る日を待つ 。当初、こ

れ らは約 1， 600本準備されたという 。

人口近くの円型の植えこみが「樹林見本国」で

サルスベリ、ナンテン、イチョウ 、 シダレヤナギ、

サクラ、ヤツデなど、互いに特色のある* が手す

りに沿 って並べ られ、樹皮や業など触れてみられ

る位置にある 。

このコーナーは大主見I美公園ゆえに分化させるこ

とができたといえようが、皆の行く公園はどこで

も盲人には楽しく安全に利用できるものでありた

いという目標へむかう 一つのステ ップとみること

ができる 。

点字は盲人すべてに万能ではないし 、視覚障害

者の中で盲人は、弱視者 (視力 がゼロでないので、

色、明 るさなどを見ることがで きる) とは性格 を

異にすることも考慮 に入る こと となろう 。



耳になつかしい流れの音や小さ

な滝のつぶ、やきを 聞 くべく作られ

た人工川 も、残念ながら維持管理

上 の制約ゆえか、かわいた沈黙を

保っている 。 ヨーロッパの広場に

みる活気のある l噴水や街角の水飲

士易にたえずしたたる水は、来たり

去る多くの人々の暗黙の支持のカ

であろうか。 この川 も、公園の目

玉的存在としてしかるべきところ

につくられたら 、いつも水をたた

えることになるかもしれない。

交通 のf更を計っていることもあり、 中央環状 線

という車のラッシュする道路からあまり離れられ

ず、木立ちに訪れているかもしれない小鳥の声は

たえざる車E量音にかき消されているようである 。

樹林が繁り、車の音よりよく透る野鳥の声に驚く

日のあることを英月待したい。

4 月の日| 曜の畳さがりには、隣接する 池の汀に

群らがる子供達の活気あふれた呼び合いが、小鳥

の声に劣らずなごめるものに聞こえるのは意図さ

れたことであったろうか。

一定の成果を認められるパリヤーズ ・フリーの

このコーナーに、新たなパリヤーズがあらわれて

いる 。

入口の触地図の完全な破損、回路をサーキット

化する子供たちの自転車、樹林の薄いところを踏

み分けて他のところへ向かう数カ所のカットアク

ロス 。

このコーナーのもつ施設機能がいまだ一般の認

識の外にあること、配置の条件のむづかしさ 。

これらの課題の大きいことを思うとともに 、視

覚簡害者の利用の繁くならんことを願いたい 。

( 藤本)

人 間 ・福 祉 都 市 の 足 づ く り

一 神 戸 市 高 速 鉄 道 駅 舎一

市民の足として“ 緑の地下鉄" が新長問 板宿

一妙法寺一名谷の 4 つの駅をつなぐ延べ5. 7  kmの

Jレートとして、本年 3 月開業した。

神戸市のマスタープランでは、都心地区として

三 ノ宮、副都心地区として東に六甲道、西に新長

田を設定している 。今度 、開通 した地下鉄ル ー ト

は、名谷地区を中心 に広がる新興住宅地 のエネル

ギーを 、西の副都心につなぐものといえる 。

従来、地下鉄の駅といえば、何かうすH背く、陰

fr$ なゴミゴミしたイメー ジが強かったようである

が、今回、新長田をはじめ 4 つの駅を訪問して 、

そのイメージは払拭されてしまった。西神戸副都

心として、新長田駅周辺地区は、未来に羽ばたく

“ 鳩" がシンボルにな っている 。地下の冷たさを

感じさせないレンガタイル仕上げの、ものやわら

かな雰囲気の階段を下りていくと、 トップライ ト

に浮かびあがる駅コンコースの中に、 “鳩" をあ

しらった水のモニュメント( 鳩の泉) が迎えてく

れた。

このように各駅には、市民に愛される! 択として、

それぞれのシンボ、ルモチーフを決めているとのこ

とであった。 たとえば、つぎの板宿駅では 、菅原

道真公が筑紫に向かわれる途中 、板の{ 反屋を一夜

の宿にされたという故事に近代的感党を加味して

設計されたということで、コンコース南北端のス

テンレスミラーには 、新緑の森と 1也の森のエ y チ

ングを、ホーム壁面には、ひと目で板宿とわかる

板の杢自のデザインを、ホームには綴木ベンチを

自己列していた 。

そのつぎの妙法寺駅は、地下鉄としては珍しい

青空の見える駅である 。落合、横尾の両 トンネル

にはさまれた 山 あいの感じをそのまま残している 。

斜面に植えられた約2，800本の紅葉樹は、秋ともな

ればカキ、クリ、カエデの陶板をあしらったホー

ムと周囲の山に映える赤いとんがり屋根の山小屋

ふうの駅舎と相まって、 一段と秋の色どりを増す

ことだろう 。幻想的なおとぎの国に作られた “秋

の! 択" をイメージして設計されたということで、あ

った。

終点の名谷! 択は、将来のニュータウンの玄関と

もいうべき位置付けがなされているとのことで、

構内両サイドの斜面の植込みには、春u災く花木類

8 種、約 1. 300本が捕えられ、駅舎正面の大きな壁

面レリーフ“ 春の風" とともに、春の希望あふれ

る陽があふれんことをイメージされているとのこ

とであった 。

このように各駅舎の設計には 、 ファ y ション都

市神戸らしいアイデアが盛り込まれている。と 同

時にまた 、これらの駅舎には 、これまでの地下鉄

駅舎であまりなされることが少なかった 、身障者

に対する配応: がいくつか設計当初から行われてい

る。

右手に円形の樹木見本園。これから葉の

繁る季節となる 。

人工の流れ。小さな滝となるよう石が組

まれているのがみえるが、常時水が流れ

ているのではない。

井泉のところからゆるやかに圏路は北へ

下る。むこうにみえる池のまわりから子

供のさざめきが聞こえる 。
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エス カレ_ ' ) l - V ) _ L ーハ 1" ， ｾｖ Ｎｬ 仲仏国 、

視覚障害者のために、標示を行っている 。

階段の手すりは踊り場でも切断せす、連

続させている 。手すりの端部には点字標

示を行っている。

新長田駅コンコース

妙法寺駅全景
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従来 、 シャットアウトされがちであった車いす

使用者の駅舎へのアプローチは、板宿駅を除く 3

駅では、スロープ ・エスカレータ一等の利用によ

って、可能であるように配慮されていた 。

資料や実験では、車いす使用者のエスカレータ

ーの利用は、少し慣れれば可能で、あるとじている

が、本来あるべき姿としては、エスカレーターよ

りもエレベーターの方がよりよいということはい

うまでもない。

担当の方から 、現実の敷地条件( 周囲建物、道

路等の関係) の中でどうすればよいのか検討した

という説明を受けている 聞 に、ひ とつの施設の系

( 物理的な系、 社会組織上の系など) の 中で配慮

していくことの難しさ、より広域的ネットワーク

の中で配慮していく必要性をますます強く感じた

次第である 。 そして現状では、その足りない部分

をどうしても人間的なつながりに根ざした管理 ・

運営サービス面に負わなければな与ないであろう 。

自動改札機では 、車いすで通過可能な有効幅が

確保できないので、案内室( ! 択務員室) に最も近

い位置に、車いすで通行可能な改札口を設けてい

た。

また 、これらの駅舎には、それぞれ l カ所ず、つ

身障者用として、自動ドアの付いた車いす向き便

所を設置している 。 そして 、便所使用中は完全閉

鎖状態となるために、防犯ボタンを便房内に設置

している 。

しかし、 3 月開業以来、これらの身障者用便所

は「まだあまり使われていないようで、すね。」とい

うお話であ った。開業以来まだ日が浅いこと 、地

下鉄利用客の中では車いす使用者をはじめとする

身障者の方の剖合が絶対的に少ないこと、これら

身障者用便戸庁へのアプローチについて、スロープ

・エスカレータ一等の利用が考えられるにしても 、

何らかの抵抗感や阻害要因があること、この使所

の存在の P Rがまだ不卜分であること ... 等々、そ

の原因は多様に推測される 。

私たちがこの身障者用便所のドアをあけて、中

を見ていると 、駅務員の方が飛んできて「使わな

いんだ ったら、目券手にドアを開けて入 ったらダメ

だ」というおしかりを受けた。彼の話によると、

子供達が珍しがって遊ぶので困 っているとのこと

であ った。

ふつう 、 うす" 音くてせまい便房内で、も、我がす

秋の駅 (妙法寺駅)

ホームのコンクリート

かベに表情を添える 。

みかを得た心地でしぱしの哲学的想いにふけるも

のであるが、こ の明 るい照明に満ちた広々とした

洗面器、鏡付き、自動ドア付 きの個室では 、どん

な想いをめぐらすのだろうか。現在のところ、子

供達の楽しい遊び場になっているこの身障者用便

所も、今後実際に使用される方にとっては、かけ

がえのないものとなることを期待したいが、本来、

便所に求められるプライパシーの確保を、このよ

うな形で一般便所から隔離することによって達成

しようとすることには 、問題はないだろうか。体

の不自由な方からすれば、他の健常者と同械に気

楽に用の足せるものとして、アプローチしやすい

所に、必要な数だけ作ってくれればよいと思うの

ではないだろうか。むしろ身障者用{ 更所に対して

なされる 心 〈ばりを 、一般の便所部分に施すこと

( たとえば大便器、小便器まわりに手すりをつけ

る、足の位置がわかるようにするなど) を十分に

検討していくことも今後は大切なことといえよう。

ともあれ、現状としては設計者のせっかくの努

力も宝の待ちぐされに帰している感もあるが、将

来のプロ y トタイプとして重要な意味をもち 、一

般健常者への理解を求める強い姿勢とも受けとら

れる 。今後の管理 ・運営面での検討と併せて、真

に身障者にとっても 一般健常者にとっても、快適

に用を足せる空間となりうるよう期待したいもの

である 。

その他、自の不自由な方のために、誘導ブロッ

クを歩道上のブロックと、出入口において連結さ

せていた。混乱を防ぐために、とくに地下駅にお

いては、 l カ所の出入口より誘導し 、固まれた空

間において障害物との接点がないように設置した

ということで、通路直線部分 ・通路の変更昔11分 ・

交差部分の区別、階段の始まりと終わりの区別な

ど、きめ細かい配慮、の姿勢がうかがえたが、なお

誘導ブロックの材質 、形状 ( ノンスリップの模様

の形状、方向など) について、統一的な敷設方法

をめざして、検討を要するのではないかと思う 。

さらに “誘導を目的とするもの" に| 唄らず“ 注意

を知らせるもの" 、“ 所在を知らせるもの" などに

ついても総合的なシステムとしての検討が必要と

なってこよう 。このことは国鉄 ・私鉄を問わず、

各交通機関の駅舎において個々に身障者対策が順

次、講じられる状況をみると、ますますその感を

強くする次第である 。

さらに、これらの駅舎には 、階段の上り口 、下

り口等の手すりに、乗り場や出口の案内等を 、 ま

た券売機には、硬貨投入口金額tEpボタンの下音11に、

金額の案内等を、点字テープを貼付することによ

って行っていた。 これらの配慮は健常者にとって

は、日IJ にどういうこともないようなことであるが、

自の不自由な方にと って必要とされるものである 。

手すりの端部とか 、券売機に限らず、都市施設に

おける各部においても 、このような配慮が心がけ

られるよう望みたい。



.  .  

以上紹介したような駅舎は、本テーマでいう、

「身障者施設」といったニュアンスではなく 、一

般の交通の用途に供する「公共施設」といえる 。

従来、一般健常者しか受容しなかった「公共施設」

を、身障者をはじめとするハンディキャ y プ層の

利用についても安全かっ快適な空間としていくこ

とを目ざしたものといえる。したがって 、一般健

常者にとっても 同様に、安全かつ快適な空間とし

て整備されていく必要がある 。 この一般解を求め

る作業として 、神戸市高速鉄道駅舎の例は位置付

けされる 。今後さらに、多様なハンディキヤ y プ

層( 身障者、老人、病弱者等) の要求性能に対応 名谷駅全景

した、よりよい都市交通施設の実現を目指してゆ

かれんことを期待したい。( 田 中)

身障者施設からバリヤーズ・フリース・ペースヘ

今回、特集として“ 身障者施設" をとりあけよ

うということになったが、 “ 身障者施設" とい っ

た場合、何を指しているのか議論の余地がありそ

うである 。

ある特定の降客をもっ人々だけを対象とする専

門1 i ' t l i 設として、リハビリテーションセンターのよ

うな総合的なものから、個々の障害者に対応した

ものまで、現行福祉 ・医療法体系にもとづいて多

くの施設が整備されている 。

今回のルポでもその範囲曜に属する施設として、

神戸市の心身障害福祉センタ一、兵庫県の玉i幸福

祉センターなども扱ってみたが、やや “ 身障者施設"

という言葉を広義にとらえ直して、ルポの対象と

すべき施設を選定してみた 。

前述の法体系においては、福祉 ・医療施設とし

て、その施設 ・設備の内容から車且織 ・職員の構成

に至るまで、相当に詳細な規則が定められている 。

そして身障者福祉の体系の中でさまざまな施策が

展開されつつある 。

最近、各自治体において取り上げられている「身

体障害者福祉モデル都市」 や「公共施設等の障害

者向け整備」などの施策は、手当 ・医療の給付や

福祉( 専門) 施設の建設のような身障者各人に対

する直接的援助の施策とは色合いの異なるもので、

身障者個人の生活や医療等を保障する段階から、

さらに一歩進めて、身障者の社会参加を幅広く実

現するための受け皿作りといえる 。

これまでの都市生活環境の施設は、各種建物 ・

交通機関 ・道路 ・公園等、すべてのものが身体上

の障害をもたない人々を自明の前提としていた 。

本来市民の一人である身障者にも社会活動に参加

する道を開き、その本来の市民権を回復するため

にも 、今までの社会生活環境を見直してゆかねば

ならない 。 さらに 、いわゆるハンディキャ y フ。を

もっ人々 (身障者 、老人、乳幼児、妊産婦、病弱

者等) にと ってよりよい生活環境が、 一般の市民

にとってもよりよい生活環ぢi となることを期待し

たいものである 。

ルポの対象として神戸市高速鉄道駅舎、大阪府

大泉緑地公園を加えたのはこうい った背対をもつ

からである 。一般市民も使用する施設にこのよう

な配慮を施した例は他にも多く見られ、公共施設

のみならず民間の古包設についても、公共性の強い

ものについては、 ji i J らかの形で配I昔、していくこと

が、施設の管理運営主体者、建築家等にと ってm.

識化しつつあるといえる 。

こうい った配慮のあり方について、具体的手法

や行政体の備えるべき基準の内容等、検討される

べき課題は多い。 また、施設単体のみならず、施

設聞のつながり、道路、交通機関に対する配f台、等、

群としての施設のあり方についても十分に検討さ

れるべきであろう 。

以上のほかに、{ 主宅を紹介させていただいたが、

身障者について空間部位をどう設計するかという

問題もさることながら、身障者と家族の問題、そ

の就業問題等、背景となる状況をどうとらえるか、

避け ｾｪｴ い問題であるようだ 。 さらに個人の住宅の

みならず公的住宅の供給のあり方をも含めた住宅

問題として検討してのくことがE重要であろう 。

住宅について身障者向けに改造 ・新築する場合

には、経済的援助とともに、技術的情報を提供し

うる社会的体制作りも重要で、あろう 。

“ 実例をふまえて何かを諮る" ということであ

ったが、今回の特集企画のねらい通りい ったかど

うかは別にして、このテーマに関して読者の皆様

が何かを感じたり、考えていく際に、ご参考にな

れば幸いである 。

今回のルポに際して、絶大なご理解とご協力に

あずかりました各施設の関係者の皆機 lこ心から感

謝申しあげます。

守

- = ニー一ーーー・4

終点名谷駅のコンコース。駅をただの通

路になり下がらぬよう、したしみへの配

慮。

( ふじ もとなおひさ 近畿大学理工学部講師 、

たなか " おと 神 戸 市 住 宅局 営 繕 諜 ノ
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- 計画例

公害病患者と生活空間保障水俣病患者の場合を中心に-

一朗西村

公害病認定忠者は、 1976 年 2 月現在で、

33，466名となっている 。( r環境白書』よ り )

これは 、認定というフィルターを通った数で

全被害者の氷山の一角といってよい。実際 、

本稿で問題とする水俣病認定忠者( 水俣湾地

域) は796名 ( '76年 2 月末現在) であ ったのに

対し、認定申請者は、熊本、鹿児島両県で、

3，504名であった。 申請にいたるまでに、さま

ざまな「社会的圧力」がかかることを考える

と、全被害者はどれだけにのぼるか簡単にい

えないくらいである。

このように膨大な数にのぼると考えられる

公害被害者は 、そのことによりさまざまな生

活困難をかかえている 。健康障害はその最た

るものである 。 また、他』こうにも f動けないI易

合も多い。 これらに対し、医療保障の面は、

すすんできているといってよし、。 しかし 、生

活空間上の保附は体系的になされていない 。

ただ 、補償令によ る住宅己主持が個々にすす め

られているにすぎなし、 。

それでいいのだろうか。 そこに、どのよう

な問題が，'IIJ て くるのか。 それに対し、どうし

たらよいのか 。 水稲では、それらの問題に つ い て 、水俣病 Ｚｴｾ 者の場

合を例にとって、論じてみたい 。

水俣病患者の家族問題、住宅問題悪化のメカニズムと対策 (実) についてのフロ」 シート図- 1
1  . はじめに

命と生活の基盤全体 が汚染されたとき、魚貝類の渋取を通じ、多か

れ少なかれ、その海洋にかかわるすべての人々に影響がでてくるか

らである 。 多少の好き嫌いはあるにせよ、水俣沿岸住民は 、水俣 iな

~不知火海の水銀汚染された魚貝類を食べざるをえなかったのであ

る。一家族に複数の患者をかかえると、 (1)まともな労働 が少なくな

り、収入は減少する、 (2馳 方 、治療費が一府かさむ、 (3)家族内看護

に労力 、H寺問がとられるなどによ ってその家庭の生活は窮乏化し、

また治、業等地域経済の不振による 出嫁ぎ等の条件も加わって 、在宅

法、者の生活 ・看護条件は極度に; 悪化してゆくといえる 。

第二 に、忠者による忠者の看護をせざるをえない家族が多い点で

ある 。 このような家族では、たとえば年老いた忠者がJ l 台児性水俣病

の孫や子を看護したり 、より軽症の!J;¥者がより重症の J也、者を看護せ

ざるをえないのである 。たとえば、入浴ーっと ってみても、看護す

る方も 、身体 が不安定で、必 .fi を浴仰に入れさせることができず、お

湯をかけてすますというところも多く、入浴したい忠者にと って生

活要求が満たされない。

また、体のあちこちがマヒした看護する方の J忠者にと って、 風目
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2 . 水 俣 病 患 者 の 生 活 空 間 面 か ら み た 生 活 困 難

私達ヵJ1「ノ'Jc俣病裁判」の判決がでる と同 前 の 1972年夏に現地調査

をしたとき、 図-1 のような生活悪化の「メカニズム」が現地にある

のではないかとした:} そして 、それらに対して、それぞれの悪化ル

ートを押し返してゆく「対策J (案) を提案している 。 ここでは、こ

れを参照しつつ、住宅を中心とする生活空間函からみた生活困難を

概括しておこう 。

まず、住宅内で展 開 される家族住生活に注目しよう 。家族ごとに

千差万別の困艇がみられるのであるが、そこに全体としてみられる

特徴を指摘したい。

岳- ( と、一家族に複数の患者をかかえているのが一般的である点

である 。普通の身障者家族の場合は 、単数の身障者という場合が多

いのではなかろうか。水俣地域の i患者家族で、複数の J法、者が一般的な

のは、いわば当然なのである。なぜなら 、海洋という広い人々の生
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のほか、おしめ、食事、許停えなどに 忽像以上の負担と苦しみが

強いられている 。 なぜなら、その看護人自らも視里子狭さ く、疲労、

精神障害等の機能欠陥をかかえているからである 。

第三 に、患者の成長、世代交代等進行性の影響である 。一方での

) j 台児性 ・小児性の患者の成長、高齢化に伴う体力噌強、他方での祖

父母、父母の老齢化、世代交代による肴殺人の能力低下、不在化は、

単に個人的な生活回目 ｦｾ の問題でなく、社会的な家族問題としても近

い将来重大な問題となることが予想される 。

以上の生活困難械相の下での、住生活困難にどのようなものがあ

るか。基本的生理的生活空間である便所、浴室、それに台所、出入

口をとり上げて特徴を述べる 。

便所についてみると、伝統的沿岸漁村住宅の特徴を残し、別棟に

なっている場合が多い。 そのため、そこへの行き来に困維がでてい

る。 S さん( 芦北郡女品) の例では、まず大きな位をつかんでや っ

とのことで土問におり、」こり口の端を持ちながら台所ーまで行き、次

いで壁にイ云わりながら裏庭の出口まで行 って、そこから約 5 m隊れ

た戸外の使所に到着する 。だから、夜など、とくに悶が降 っている

ときの苦労は人並みではない 。J皆、者の多くは、いくつも 戸 を聞けら

れない、しゃがむのが苦痛、時間がかかる、スリ ッノマーがうまくは

けない、便つぼに落ちる危険があるなどの閃燥を持 っている 。

つぎに、浴室について、みてみよう 。大仰分は低レベルなモルタ

ル敷きの洗い場に五右衛門風呂をおいである状態にとどま っている 。

忠者の中には、体が硬直していて湯につかることが困難とか、また

いで浴槽に入れないなどによ って、流し以で湯をかけ、タオルでふ

くだけとい った例が多い。

台所と出入口についてみてみよう。大部分の台所は土1mにある。こ

れは、いままでは j魚業などに一家でたずさわ っているという関係で、

仕事のつづきとして土足のまま外から入れる

という合型性を持 っていたと 言 えるが、主婦

が忠者とな って主に住宅内で生活することと

なると配膳や後かたづけのため食事室との問

を上り下りしなければならないことが守的高と

なるのである 。出入口では、土問より高い敷

居につまづいて上りがまちに頭を ぶつけると

いう例があ った。

さて、住宅外の生活空間に閲してはどうで

あろうか。私達が、調査で 1' 1動 :i ' I 1を借り、集

落から集落へとまわ ったのであるが、その際、

海岸道路で自 itz; :t l正に乗 った忠者に出会った。

案内していただいた現地の方が、スピードを

ゆるめてあいさつしていたが、 J忠者 lま内動車

をさけてよろよろとよろけて向転1 1 -1をとめて

いた 。安全な、そして疲れない交通空間が要

求されよう 。 また、そのため、必要で出かけ

る公共施設などはできる限りキメ細かく設置

すべきであろう 。

3 . 困 難 を や わ ら げ る た め の 技 術 的 援 助

・・・(1住 宅

以上のような困難をやわ らげる向主的努力

が住宅改善などを通じて行われてきたが、裁

判の判決 ( 73年 3 月) 以降、住宅改善の線中11

が少し変わ ってきた。

それは、補償金による新築ラッ シュが始ま

ったからである 。水俣市南端の茂道地区がその典型とい ってよい。

これは、行政側の体系的な援助のないまま補償金を手にした忠者逮

が、長年の住宅困難を少しでもやわらげるため、また遠い将来のこ

とを考えてやむにやまれずおこじている行動の結果であると言えよ

う。たとえば、ある) j 台児性忠者をかかえた家では、その子のために

最もいい位置に一室を設け、浴室や便所もすぐ近くに設けているが、

他方、全体として部屋数を一見不必要なまでに多くとるとか 、立派

な床柱を設けるなど、豪華すぎるような現象もみられる 。 しかし、

父親が「このチ供のゆく末長い生活を考えると、社会的看護に期待

が持てない限り、自分透両親のなきあとは親せきか誰かにこの子を

託さざるをえず、そのため、せめて住宅でも良くしておこうと思っ

た。」と語 っている通り、行政の不十分さが、個人的改善や財産保

全の側面を持ちつつも無理で不十分な住宅新築 ・改築を強いている

ともいえる 。

しかし、このような現象が地域全体で助長されると、どのような

ことになるであろうか。

第一 に、r : n題を、個人的に、補償金のみに頼り解決しようとする

胤潮が助長され、慈、くすると個人間の住宅づくり競争に堕する恐れが

あり、忠者同士の分裂傾向にも 一定の拍車となる 。 また、そうするこ

とが大切な補償金の無駄使いの面も発生させる 。

第二 に、 一般木俣市民の中には、これらの新築住宅を「奇病御殿」

などと 言 う者ーがあらわれており、必者と市民の問に妙な対立感情が成

長する恐れがある 。

第三 に、 l&¥者同士、また忠者と市民が一致して行うべき「チ 1 ソ」

や行政に対する生活救済、環威復元等の継続的責任追及がにぶってく

る恐れがある 。

したがって、そうならないために、それぞれの家族の状況に対応し

ころびやすＧ｜，｜ｾ ら く に 歩 け る j

/  ' / / / X / / /  / / / / / / / / / / / /  

土 問 板 間 便 所 浴 室 脱 衣 室 廊 下 居 室

¥ ) 段 差 の 出 来 る と こ ろ

- 総 得 管 理 の し や す い

ガラス窓 . ーーーー・

( 特にヴーラーを位置

す る 渇 合 町 ガ ラ ス 障 子

にする)

板 間 玄 関 前 庭 道 路

図- 2 段差をなくす

窓

さ

と

る

高

こ

れ

た

る

、う

つ

一
え

め

い

見

が

は

が

な

に

外

意

が

槽

ら

注

つ

外

浴

か

に

引

u

-

人護看

る

は

と

口

く

入

広

の

て

レ

-

え

イ

考

k

r

怠

延

介
』

室

こ

浴

〈

• 

- すべらないマット

・浴キ曹は縁どりを低く

して，またぎやすく

する

- 病 院 に 行 く 時 ， こ こ

から出ることが出来

・また外来見舞客も腰

をかけて路が出来る

・患 者 の 運 動 仕 事 場

・広 縁 と 畳 部 屋 の 問 の

段 差 を な く す る r  ・充分な収納スペース

娯楽( ラジオ・テレビ・本) . かざりもの

衛生用品，患者の衣服. 7 トン

立ち上がりに便利な，

手 す リ 俸

・衛 生 用 品 な ど の 置 け

る 棚

図- 3 住みやすくする
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表 - 1

全

f{c 

I)I，J  

ＮＡＮＮＮｾぞ τＢＢＢ
Ｍｾ・ ｌ 官 官主主 ｌ 毛 ｊ

広い入口

O 仏1mは隣の寝室および居 fUl と合同して 3室が一緒に使間出来るので近

所の人達の集会主どに利用され、コミュニティ形成に活問されている。

・内・外壁の色彩計画を充分てっていしなかったこともあり、 l見地まか

せになり、落ちつきのないものになってしまった。

・1ム庖位置カ< I 見地の家相のために告[ J らぬrmに変更され南側に♀ ってしま

った。後で居室の窓の大きさ等部分改善を指示。

・ 2 階の半聞の廊下は当初案ではつくらなかったが、大工さん、家人の

強引な主張でつくられた。完成後は物置的にな っている 。

0 敷地粂件が多少北fWJ 斜面と! l l . ¥< 、そうした中もっとも日あたり条件が

よく、かつ海も見えるということで 2階西側に忠者寝室をもうけた 。

( 水俣病忠者は健康人よりも神経をみだされやすいぬ合があり、 2 際

の方が落ちつくということにも 一定考成した 。これらは、 三次および

母の後い希望でもあ った)

0 家人は地域の豪華な家のイメージの象徴である入母屋づくりを強〈主

張したが、われわれおよび大工の説得で、風および雨の害、さらには全

体プランとの関係で寄せ倣とした 。

0 大工さんの努力もあ って、実質本位でかつ筒紫なものをということで

18万円/ 坪という破絡の安いコストで完成、そのかわり壁板等でわれわれ

の指示に反し、デザイン的に多少ふぞろいな箇所が生じたりしている0

・規模は当初最低規模で押さえる方向で計画を行ったが、家人の仏1 / 1 ] 、

応接室、客rm等の ;;3，い希望でかなり大きな規模にな ってしま った。

- 玄関アプローチが敷石でゴツゴツしていて計画上の細かい神経が行き

とどかなか った ( 水俣病忠者は少しの段差でもころびやすい傾向にあ

る)。

0 法、者寝室に近い 2 階に 7 口、 トイレ、洗扇の設置。 段差をな〈した言土

0 7 口、 トイーレ、洗面へのアプローチに段差 をなく した。これは非常に

有効で喜ばれている 。

0 付添人がつくことを考え、入口は広くと った。

O トイレはしゃがむより、すわる方が末し ょう神経の 7 ヒしている忠者

にはよいので洋式のトイレとし、手前には手すり棒をとりつけた。

0 フロは湯舟にはいら主い場合を考慮しシャワーをとりつけた。

・浴槽はあまりまたがなくてもよいように、かつ足をのばせるように等

指示したが、多少怠図に反したものになってしま った。

0 敷地条件から、も っとも円当たりがよくい逆風性カ叩在 fi され、がつ眺

めもよいところに配置。

0 海や道路がみえ、四季の草花の柑木がおけ ( 忠者の強い希製) 、かつ近

所の人たちとの会話をかわすことの可能なハルコニーの設世( ほとん

ど波たっきりの必、者にと って寝室まわりは生活のすべてとなる L

0 視里子狭窄でカドに阪をぶつけやすいので家具をすべ

てへコミ式で入れられるようにした。

0 看護人となる父母の寝室と直俊ドアで結ばれている 。

0 寝室と廊下の! 日iの段差をなくした。

0 付添人がつくことをめ志し、廊下幅、階段幅を

4 分の 3 聞と広くした。

0 ころんだ時の安全性等を考慮 しカーペ ッ ト敷き

とした。

O 階段の傾斜をゆるくし、手すり絡をつけた。

0 まわり角は安全性を考え面取りの往とした 。

そ

の

イ也

!g、者向け工夫 ( 0 ) と問題点( ・)I頁目

玄

廊

下

・
階

段

な が ら も 全 体 と し て 着 実 に 住 宅 改 善 を す す め て ゆ く 途 す じ が 求 め ら

れ て い る と い え る の で あ る 。

私 逮 は 、 行 政 カ

らカか、にし、②それに対し 、 公 営 住 宅 へ の 一 部 受 け 入 れ と そ の 場 合 の

平面等の改良、 f寺 家 建 設 者 に 対 す る 技 術 的 ア ド バ イ ス や 「 モ デ ル 住

宅 」 の 計 画 建 設 、 技 術 者 ( 大 工 、 左 官 な ど ) や 生 産 者 に 対 す る 指 導

と規制誘導、材料や資金に対する援助など多様な対策を状況に応、じ、

立 体 的 に 展 開 す べ き で あ る と 考 え た 。 し か し 、 行 政 が 一 向 に 動 き だ

さ な い た め 、 忠 者 の 要 望 に 応 え 、 微 力 な が ら 私 達 は い く つ か の 試 み

を 行 っ て き た 。

第 ー は、 「チェックリスト J ( 項 目 別 改 善 表 ) の 作 成 と 普 及 で あ る 。

こ れ は 2 節 で 述 べ た よ う な 困 難 の 分 析 の 上 に 、 そ れ ら を 解 決 し て ゆ

く 生 活 空 間 的 工 夫 を 、 各 項 目 別 に 示 し た も の で、 r住 み よ い 住 宅 を

創 る 工 夫』 と い う パ ン フ レ y トにまとめ、忠者に配布された。( 昭48

年 12月 発 行 ) こ の 全 体 を 紹 介 す る 紙 数 が な い の で 、 目 次 と 持 徴 点 の

み を 紹 介 し て お こ う 。

目 次 に よ る と 、 項 目 は 12に 分 か れ て い る 。 す な わ ち 、 は じ め に ;

チ ェ ッ ク リ ス ト ( 項 目 別 改 善 表 ) の 意 味 と 使 い 方 ; 段 差 を な く す ;

住 み や す く す る ; 考 え 方 の 基 本 ， 住 宅 金 体 ; 間 取 り と 室 内 、 室 外 で

の 移 動 ; 寝室 お よ び 居 室 ; 浴 室 ; 便 所 ; 台 所等 ; 出 入 口 、 で あ る 。

そ れ ぞ れ に 注 意 点 、 工 夫 点 を 示 し 、 図 示 し て い る 。 こ こ で は 、 特 徴

を示すため、 (段 差 を な く す 〉 と 〈 住 み や す く す る 〉 項 の 図 版 を 再

録 し 、 そ の 意 義 を 述 べ て お こ う 。

① 図 ー2の よ う な 段 差 の 生 ず る と こ ろ で、 な る べ く そ れ ら を な く し

て い く こ と が 必 婆 で あ る 。 というのは、ほとんどの法、者は、足の運

び に 不 自 由 さ を 持 っ て お り 、 カ ー ペ ッ ト の 縁 に つ ま づ い て こ ろ ぶ と

いった{ 列さえあるからで、ある 。

② 図 - 3の よ う に 忠 者 の 日 ご ろ 起 居 す る 寝 室 ・居 間 を 中心 に 平 面 を

構 成 す る こ と で あ る 。 こ の 図 を み れ ば 、 改 善 の た め の ポ イ ン 卜 が 分

か る と 考 え る が 、 こ こ で と く に 注 意 を 喚 起 す べ き 点 を 指 摘 し て お こ

う。 ま ず 、 忠 者 は 苦 し い 起 居 を 強 い ら れ て い る と は い え 、主 体 的 ・

能 動 的 に 生 き ぬ こ う と し て い る 人 間 で あ る と 把 握 さ れ ね ば な ら な い 。

す な わ ち 、 ほ と ん ど の 忠 者 が 過 去 に お い て 就 労 空 間 と し た 海 へ の 、

「幸丸着心」を持ち、またできれば軽い作業をしたいと考えている人

もいる 。 し た が っ て 、 住 宅 か ら 海 や 浜 や 港 が 展 望 さ れ る こ と に 配 慮

し 、 日 光 浴 の で き る 縁 側 も 軽 い 作 業 や 体 操 な ど に も 使 え る よ う に 考

え ね ば な ら な い 。 つ ぎ に 、 他 の 家 族 員 ( 多 か れ 少 な か れ 症 状 が あ る )

の 要 求 も 聞 い て 、住 宅 全 体 の 構 成 が 「 歪 む 」 こ と の な い よ う 配 慮 す

る 必 要 が あ る こ と は 言 う ま で も な い 。

第二は、 「モテソレ住宅」の必要性の提起と、その具体的計画の作

成 で あ る 。 こ れ は 、 す で に 『朝 日 新 聞』 で 「 治 療 所 を 兼 ね た モ デ ル

住 宅 を 一 水 俣 病 必 者 の 生 活 を 救 う た め に ー 」 と 題 し て 提 起 し た 。

( 昭和 48年10月 3 日 夕 刊 ) 水 俣 沿 岸 集 落 で は ほ と ん ど が 持 家 で あ り 、

建 て 替 え る 場 合 、 だ れ か の 先 例 に 見 習 い つ つ 行 う と い う の が 普 通 で

あ り 、 そ の 先 例 が 不 十 分 な 場 合 、 あ と あ と ま で 尾 を 引 く こ と に な る

の で 、 意 識 的 に 模 範 と も な る べ き 先 例 と し て 「 モ デ ル 住 宅 」 を 計 画 、

建 設 す べ き で あ る と 考 え ら れ る の で あ る 。 ま た 、 そ れ を 行 政 が 行 う

と す れ ば 、 当 然 他 の 公 共 施 設 と と も に 供 給 建 設 す る の が 合 理 的 で あ

り 、 一 方 忠 者 側 か ら み て も 、 足 の 不 自 由 さ か ら い っ て 、 1 カ 所 で い

ろ い ろ の 用 が 足 せ れ ば そ れ に こ し た こ と は な い と 考 え ら れ る た め 、

「 集 落 ご と の 診 療 所 、 あ る い は 集 会 所 を か ね た 〈 モ デ ル 住 宅)J が 必

要 と い え る の で あ る 。 こ れ に つ い て は 、 行 政 が 動 き 出 さ な か っ た の

で 、 煩 ま れ た S 氏 宅 ( 水 俣 市 北 の 津 奈 木 町 赤 崎 ) の 基 本 計 画 を 、 了

解 を え て 「 モ デ ル 住 宅 」 に 模 し て 作 成 し た 。 そ の 平 面 と 、 総 括 表 の
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住宅は、とくに重症患者にと って生活展開

の一つの世界、いわば小宇宙とな っており、

そこに忠者の生活空間改善要求が集中せざる

をえない。 しかし、気分の良いときや少し軽

い症状の忠者生活にと っては、住宅外の地域

生活空間、地域施設も重要な生活空間である 。

そこで、ここでは 2 . をもとに、そのあり方に

ついて述べたい。

まず、 3 点ばかりの原則を掲げたい。

① 施設配置における 「近接修正」

さまざまの地域施設の配置における到達平

土句Re高佐のシピルミニマムがあるとすれば、水

俣病多発集落においては、恐らくそれを法、者

住宅から考えてさらに「近接修正」されるべ

きであろう 。 なぜなら、水俣病怠者の多くは

施設に接近するのに普通の人びとより、より

努力を要するからであり、その苦痛をフ ィジカルな面から軽減する

ためには、アプローチ方法 (道路、交通手段) に対する配慮ととも.

に目的施設が、住宅からなるべく近くになければならないからである 。

② 施設機能における狭域的複合化

同様に、さまざまな施設をバラバラに作るのではなく、そこへ行

けば、多くの用が一度にたせるとい った「施設機能の狭域的複合化」

が必要である 。前述した集落ごとの診療所 ・集会所をかねた「モデ

ル住宅」もこれにあたる 。 ここにいう狭域的というのは、ほぼ集落

ごとと考えられる 。水俣地域を少し離れて、イタイイタイ病対策協

議会カミ補償金を 一定プールして計画 ・建設した「清流会館」が、こ

れの一つの模範となるのではなかろうか。これは図- 5のような平面

である 。 I イタイ協」の事務局のほか、休息室( サンルーム付) 、会

議室、展示室 ・資料室などがあり、外には子供用の公園、広場など

を配し、忠者が釆やすくする配慮、がみられる 。車イス用のスロープ

のほか、手すり、段差 などに気を配 っている点も当然でトある 。 この

会館は、 H宇年度の中古11建築立を受けていて、デザイン的にも水準以

上といえる 。患者が協同して作りあげてい った点も重要である 。*-

み、ここで紹介しておこう 。( 図 4，表 1)

4. 困 難 を や わ ら げ る た め の 技 術 的 援 助

・・(2)地 域 施 設

図 6 t也域健康環境っくり (案)

住

モ一一今

民

「草の根」集落

・治 療 、 リハビリ

・福 祉

・就 労

・住 民 本 位 の 管 理

・その他

図- 5 清流会館

構 造

鉄筋コンクリート平屋建

面

軍xl 也

床面積

積

3 ，896m'  

750m'  

アスフアルト舗装

前

面

道

路

本 館 (各 室 冷 暖 房 )

展示室，資料室143. 04m'

事務室 82. 80 m' 

和 室( 2 室) 67 .34 m' 

会議室( 2 室 ) 121. 34 m' 

施 設 関 係

児童公園 ( 砂場，プラ

ンコ ， シーソ，ジャン

グルジム )

駐車場( 普通乗用車20

台収容)

住 民 広 場 ( 張 芝 ， ベ ン

チ， パーゴラ )

- 治 療 研 究

・生 伝 学

・地 域 計 画

・行 ・財 政 学

・学 際 部 門

住民憩い広場
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俣でも、このような方包設が、さらに必要ではなかろうか。

③ 集落構造にあった交通手段

もともと漁村集落では船を使 った海上交通が主で、陸上交通は従

であ ったといえる 。現在でも、国道 3号線から茂道地区に至る道路

は舗装されているとはいえ、 1. 5車線ぐらいの幅で海岸線に沿 ってま

がりくね っており、スムーズな自動車交通には適 していない 。 しか

し、このことが自動車のスピードをおと し、注意深い運転を強制し

ている 。 そのため、患者の徒歩 ・自転車交通要求には、現在のまま・

でもそんなに不都合はない。だが一方、マイカー購入ラ ッシュもお

こっている 。水俣市街地へパスでゆくには、国道 3 号線まで30分以

上歩かねばならない集落も多く、マイカー購入はやむをえないかに

みえる 。 しかし、それは運I伝者にと っても歩行者にと っても集団的

に危険な道に入りこむことになるのではなかろうか。 したがって、

現在の漁村集落の空間構造を、いわば「後発の有利性」ととらえな

おし、マイクロパス、デマンドタクシーなどの導入を要求しつつ、

歩道を海岸沿いも含めて確保することなどが必要となるだろう 。

このような原則をもとに、水俣地域で地域施設体系を構想すると

したらどうなるだろうか。筆者は、それを「水俣I也域健

康環境システム」として素描したことがあるＨ 図 Ｍ Ｖ Ｉ Ｇ ｾ Ｉ こ

れは、 一つの構想であるが、現実にすすんでいる患者、

住民の努力 ( 水俣診療所、協立病院建設中ーなど) や

日 行政の努力 ( 明水圏 、水俣病センターなど) が全体とし

本 て患者、住民のために有効に、総合的に働くことが重一要

である 。現在のところ、かならず しもそうな っていない。

←→世 今後の継続的検討が必要なゆえんである 。

界

〈ーーラ

注(1)1972年 7 ｊｾ からはじま っ た共同研究 Ｈ 白木 悠 一 、 三 村 浩 ｾ、ｻｩｦ ｬ 品正 富

深升純一、筆者 など) によ る討論が、筆者 に大きな示唆 を与 えた 。注

築分野では 、のちにゆlチームをつく って調査 を行 った。

(m可:'0' 占j台、桜山義孝、 I. U川元志、当ii: {'j ; rぷ俣病忠者住生前の実態 と

住宅改普 についての湖査報告J ; 住宅、1973. 2による 。

(3H I川元志 、f任者，住宅 、居住地改善の地域的特性 に|則する 研究; 日本

建築学会近畿支郎、 1975. 6による 。

(4)1l IHI:i; 水俣地域 における 健康環境づくりへの途 ; 問答者問題 研究 5 、

1975. 12により詳しく J見町l してある 。

市 (区) 町村 ノ ¥ 水俣全域 ノ → 空 間 段 階

凡f列 、/事、 ・それそ' れ有機的に関連している。すなわち、 f サ ビ

℃コ人 スJ はF 研究調査J からたえず成果を返されて充実 ・

ミ 発展し、他方、「研究詞査J も 「サービス 」に学び 、

そこから問題 課題をうけとる 。

中 ・ それぞれの空間的段階の施設は相対的に独立して運

営されると同時に 、相互に 「オープン」で協力関係

にある 。

本稿 を書 くために 、過去に書いたも のを、取捨選択し たため、それぞれ

の部分に精粗がでてきている 。ご希望の方には 、それ ぞれのレポート・コ

ピーをお送りしたいと考えている。

( にし むら いちろう 奈良 ! d- 大学住居。f
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- 海外の事例 1

中国の身障者のための工場 と上海低電圧第二工

場会を訪ねて
石 東 直 子

上海市の市街区のひと つ徐江区にある身障者のための工場「上海

低電圧第二工場」を 1976年の夏に訪れた。この工場は民家や商庄が並

ぶ市街地の中にあり、近代的設備をもった工場とはほど遠く、大阪

の西淀川区や城東区などの街中にあるような工場である 。

熱烈歓迎の笑顔、と拍手に迎えられて門を入ると、モルタルやトタ

ンぶきの幾棟かの古い建物があり、建物の外にはー列に並んだ洗面

場があり 、手や顔を洗っていた人たちまでが、その1l i J J きを休めて迎

えてくれた。

この工場は、 1958年に創設され、当初11名の労働者の手工業であ

ったが、1960年からの技術革新により機械化がはじまり 、現在、職

日労働者 513名が働いている 。そのうち盲人 138名、聾者 95名、肢体

不白由者40名の身障者が、健全人と一緒に働いており、 15、20、25

アンペアのプラグとソケ y トを' 製造している 。

工場内を案内されていくと、盲人がモーターの前に座り、ネジの

溝を刻んでいた 。手を il t J でまっ黒に染的、小さな穴の中に子採りと

いうよりは、素早くネジの元をつめ込み、モーターのスイッチを押

してネジの溝を仕上け、ていく 。 その隣では 、そのネジをさらに加工

して部品を作っていく工程があり、流れ作業である 。機械がl牧師し

て止まるとランプがつき、同室で{ 動いている説者がとんで来てくれ

ることもある 。 しかし 、これ らの機械はすべて盲人たちが自ら設計

し製 ったものであり、修理も独向でやるという 。盲人たちは 、今ま

で( 解放前まで )工場で働いていなか ったので、初めて機械を利用す

ることになり、自の見える人が懇に教え 、機械 を分解して 、手で党

えていったそうだ。

日本人の( 私のつ ) 感覚では、かなり無理だと思われる複雑な工程、

細かい仕事、危険だと思われるような高況L の作業を淡々とや ってい

る。建物も身問者のための特別な配慮はなく、モーターの音は大き

く、ベー クライトの臭いはきつく、天井から大きな扇風機が阿って

いるが、上海の夏特有の高混多湿で雑然としている 。働いている人

たちの顔は汗と油でドロドロしているが、全く H音さのない生き生き

とした表情であり、 一瞬、ここが身障者のための工場であるという

ことを忘れてしまうような賑やかさと乱暴さとがあ った。そして、

同が見えなくて、あるいは手足が不自由で気の毒だとか、いたわり

の気持はついぞ、私には思い出せなかった 。

しかし、中国の夏は暑いときいていたので、バッグにぶらさげて
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いった温度計は、夕方の 4 時だというのに35

0

C を指しており、日本

にいたら、私の口から、しんどいしんどいということばがしばしば

でているだろうと思う気候条件なのに、そういうことばを発するこ

と自体ためらうような場面である 。

この工房J には図芹館があり、上上. 海育人中学校が妖. ' 点I

本があるという 。勤務H寺間外には、毛主席の教えを宇び、文化、天

文、教育を勉強するという 。 スポーツも盛んで、ＡＱｾ者は卓球、バレ

ーボールを、盲人は縄引きなどを楽しみ、各居住区にある文化宮(公

民館のようなもの ) では、その他の文化活動もや っているという。

上海市にはこのような身附者のための工場が市街区の各| 互に l カ

所づ、つ 10工湯(上海市は市街区が10区と郊外区が10県あり人口 1 ，000 

万人余りの都市である) あり、そこでは主として、プラグ、ソケ y 卜、

プラスチ y ク、オイルパルプなどの製造をしている 。 このほかに、

労働局の指示で彫刻、広告、機械部品、食品などの一般工場にも勤

めており、身障者でも労働力を持 っている人はす べて 働いていると

いう 。彼らは職住近接のため、ほとんどの人が歩いて通勤しており、

その歩行をすべての人が手助けしているという 。 なるほど、街には、

自動車が少なく、人があふれているので、ころびそうにな ったり、

倒れたとしても危険を未然に| 坊けるのだろう 。

労働時間は 8 時間勤務で、身障者の賃銀は閉じ工場で働いている

健全人と差はないが、盲人のみは 3 元( 平均賃銀は約70元/ 月 ) 低い。

しかし 、彼らのためのサービスはいきとどいており、祝祭日には百

貨庄が食物を届けてくれたり、八百屋さんなどは定期的に家まで食

料品を届けてくれたり、給料日には銀行が工場まで出張してきて家

賃( この固では家賃とは言わず修繕費と呼び、一家の収，入の 3 - 5

% である 。) や電気代などを集金してくれる。また、 郵便料金は盲人

は l 分( 普通の人は 8 分) 、本は40分( 普通の人は l 元60分) と安くな

っている。( @中国の通貨は l 元= 100分で、日本円に換算すると l

元は約150円である。)

。

解放前の中国では、盲人たちは学校にすら行くことができず、生

活することも難しく、生きる道は易者、演歌師、物乞いの三法しか

なかったという。

しかし、今、中国では、女性といわず、盲人といわず、働く能力

を持っすべての人が働いている。それは、建設途上にある中国では

労働力の需要が大きく、身障者といえども、女性といえども、その

労働力を必要としているという 一面もあるかもしれない。だが、 一

時的な、肉体的な苦痛はあっても、働く場所が保障されてこそ、人

聞は生き生 きとした顔ができるのだと思う。工場見学を終えでの懇

談会では、 3 年間のラジオ講座で日本語を学んだという盲人は、自

分たちは社会主義建設のための国づくりに参加しているのだと、巧

みな日本語で話してくれた 。

( いしとう なおこ 市浦都市開発建築コンサルタン; t )



- 海外の事例 2.

デンマーク、 スェーテεンの老人福祉事' 情について

上村 幸之

はじめに

去年の 9 J=I、 日本老人福祉財団の主催による第 l 回北除社会福祉

施設研修視察団に参加して、スェーデン ・デンマーク ・フィンラン

ド・西ドイツ ・オランダの老人福祉政策、および老人施設について、

実際に調査する機会を得た 。

先進国の中でもとくに老人政策、および老人福祉施設に力を入れ

ている北欧諸国の現状と、著しい遅れをと っているわが国の現状を

比較して、いろいろな点で考えさせられたが、その中でもとくに印

象に残ったコペンハーゲンにおける E GV活動と、スト y クホルム

市 における老人福祉政策を中心 に述べてみたい。

E  G  V  (老 人 福 祉 協 会)

E GV は、ハーマンコッホ氏の提唱により設立されたもので、宗

教団体や政党から何の制約も受けずに、老人福祉の向上を目指す活

動を行っているが、今日では、この活動はコペンハーゲンを中心と

デンマーク全土に拡がっている 。して、

財源

種々の会社 ・団体からの寄付によって賄われているが、今日では

援助の大半は国とコペンハーゲン自治区( コンミューン) からの援

助によるもので、法律によって義務づけられている 。

職員

ボランタリーな訓中東を受けた協 力者、

成されている。

テ=イセンター

および専門職員によって構

デイセンターの日的は、老人達の精神的 ・肉体的健康の保持と向

l二を図ることである 。老人にと って必要なのは、住居 ( 老人ホーム )

・肴謎( ナーシングホーム ) およびデイセンターが総合的であ って

はじめて老人補制沈設が完備し允と言えるが、このデイセンターは、

老人が精神的にも肉体的にも孤独に陥らぬよう、快 ｪ 汚で ｪｾ 康的な生

活を図る! d ( 内で設立されたものである 。

デイセンターは孤独な老人達に対して、多種多係な援助活動を行

っているが、この文化活動を列挙すると、

・文化活動: 社交 ・ホビ ー活動 ・研究グループ ・料理コース・運動

競技 ・クラブ活動・旅行 クラブ ・演劇活動 ・宗教的行事 ・コ

ーラスグループ等、老人達に対して 必要な社会的 ・文化的 お
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よび種々の行事に対応できるような場所が提供されている。

デイセンターの建物には、規模の大小はあるが食堂 ・体育室

. 美容室 ・理容室 ・マッサージ室・ホビー室 ・図書室 ・談話

室 ・集会室 ・プール等が設けられている 。センターは原則と

して年中無休であり 、口| 曜日 も利用できる。 E GV は、全国

に17ヵ所のデイセンターを持っている 。

・休暇旅行 : E GV では毎年夏に4000人 - 5000人の身体の弱い老人

か、あるいは身体障害のある老人達のために、定期的に 2 週

間のレクリェーション旅行を計画、圏内や外国の避暑地へ旅ー

行するスケジュールをたてている。その場合、ヘルパーが同

行することは言うまでもない。

・ハイスクール : E GVでは老人のためのハイスクールを開講して

いるが、期間 は12日間コースと、 1年間学べるコースがあり、

年金受給の老人を対象に、一般の文化的 ・社会的問題や実際

の問題について学習させている 。

・老人ホームとナーシングホーム ・新しい老人ホームやナーシング

ホームは、コペンハーゲン市内の中央部に 8 ブロック・ 1100

室を計画中で、一部完成している 。

・広報活動 : 老人達のための定期刊行物がデイセンター ・医院等、

老人にとって目に入りやすい場所に設置しである 。 これは年

に10回発干IJ 、部数は25000部に達する 。

・その他の活動: 老人のための遠足会 ・テレフォンサービス ・カウ

ンセリングサービス ・クリーニングサービス等。

このように E GV では、老人達にとって必要な老人ホーム ・ナ ー

シングホーム ・デイセンターの 3 つのシステムが完備されているが、

この E GV活動は、老人達のニーズに応じられるよう、コペンハー

ゲンを中心として、去尉美の大小 はあるが、デンマーク全土に拡がっ

ている 。

PE DE R L YKEE  CE NT E R 

続 要

PE DE R L YKEE CE NT E R は、コペンハーゲン市当局と E

G V の協 力により設立されたものである 。財源は、大半が公庫補助

金と民間からの財源によるもので、コペンハーゲン市の老人福祉向

上 に大きな役割を果たしており 、ボラ ンテイアを含めて約2400人も

の人がこの施設で働いている。
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規模

総 函 積 24∞o  m'  

テ・イセンター 2100 m'  

住 居 部 分 12050 m'  

住 居 練 ( (16階建)

単身者用個室240室

ナーシングホーム 9000 rrf 

夫婦問個室 30室

中 央 厨 房 800 rrf 

そ の 他 50rrf 

ナーシンクホーム

中庭を囲んだ 3 階建の建物で、老人病専用の病院であり、現在医

師 ・セラピスト ・ナースを含めて、 37名のスタッフが看護にあた っ

ている 。体の不自由な老人のためには、このナーシングホームで、

近代的な設備のある物理療法や作業療法の治療、機能回復の訓練が

行われている 。 ナーシングホームの l 階には厨房 ・作業治療室 ・物

理治療室 - 機能回復訓練室が完備されている 。

デイセンタ- 1 0 ; . ; ; < 占 】 F

老人の社会・文化活動

の場として、食堂 - 会議

室 ・手芸室 ・ホビー室 ・

図書館および読書室 ・集

会室 ・調理室 ( 実習 ・線

ｾＡ Ｚ［ ｦ 室 Ｉ ・マ ソサージ家令

々、何々の ;'fJ; 以がli2げ ら

れてお、り 、 ー自立r! i L( との

交流の場にもな っている 。

中央厨房 PE DE R し. YKE E CE NT E R のホビー室

この中央厨房では毎日約 600人の食事が作られるが、居住者はあ

らかじめ用意された栄養のあるメニ ューから、好みの料理を記入 し

て防房へ送れば、食事は! 刃房から住居棟の l 階にあるレストランに

j王ばれる 。

スト ックホルム市における福祉行政について

ストックホルム市には、スェーデン総人口の8 .5 %にあたる、 65万

5000人が住んで、いるが、そのうち 65才以上の老人( 年金受給者) は、

約11万人( 人口の16. 8%) である。

市の行政手掛哉は、大 きく分けると 9 つの局から成り立っているが

( 第 1図参照 ) 、社会福祉局には、市全職員4400人中、実に半数にあ

たる約2200人の職員が、福祉関係の仕事に携わっており、その規模

でいえば国営・民営の企業を含めて全国で14番目にあたる 。

市の福祉行政について

1975年の法律改正以前は、アルコール中毒怠者・児童・老人福祉

第 1 図

は、部門がそれぞれ独立していたが 、法律改正以後は統ーされて、

社会福祉局に統合された 。

その下部組織である活動の中には、

・両親が休日出勤した場合、留守家族の援助にあたる

. . DU TY  OF F I CE  

・住居、とくに老人住居を建設管理する

. . . . DOMES T I C H OU SI NG OF F I CE  

. 老人や子供がいる家庭を援助する

... .D OMES T I C AI D OF FIC E  

. 身障者の援助を行う

. . OFFI CE F OR  HA NDI C A P P E D 

. デイセンターなどの老人余暇活動を援助する

. . LEI S U RE  T I ME  OF FI CE  

・青少年の余暇活動を援助する

. . . . .-LEI S U RE  T I ME  DE P A R T ME NT 等

細部にわたって組織化されているが、全国の自治体の約6 0 %が、規

模の大ノj、はあってもこの幸町議に従って活動している。

一方、市の老人福祉行政の基本としては、

• F L A T  I N O RDI NAR Y  HOUS E S ; 古い型の老人アパートやー

般アパートを、老人用アパートとして改造したもので、現在

市内に21棟点在している 。

• P E NS I ONE R S  DWE LLI NGS ;  新しく建設中の老人用賃貸ア

ノマートで、主として夫婦用の 2 0 K と、単身者用の 1 D K か

らなり、図書室 ・手芸室 ・食堂 ・診療室( 看護婦 1 人常駐 ・

医師週 l 度来診) などが併設されている 。現在、市内に完成

されているのは14棟 である 。( 建設費1500万k r  - 1700万k r

/ 棟。管理運営費9000k r  / 人) 注) 1  k  r.  ( クロー午、) は64円

• H O ME  F OR  OL DP E OPL E; 独立した老人住居で、建設費9000

kr / 戸。管理運営費31000kr/ 戸であるが、この独立住戸は老

人用アパートに比べて割高になるので、今後は老人用貸賃ア

ノf ートとの併用型で計画される傾向にある 。

• H OS Pl TA L  F OR  OL DP E OPL E  ; 一般にナーシングホ ームと

呼ばれているもので、たとえば、ストックホルム市内には、

1975年に完成した780べ y ドを待つナーシングホーム (R OS -

E NL UNDS  S J UK HUS ) には正規医師12人 ・アシスタント

医師 200人を含めて、職員1100人が老人の看護にあたってい

る。ナーシングホームの数は、現在でも不足がちで、市内で

も、 2000人の老人が入院を待っている状態である 。

• DOME STI C  AS S I S T ANC E  ; 市内17 ヵ所に点在するサービス

センターに常駐しているホームヘルパーが、老人住居を訪問

CI T Y  C OUNC I L  

1101 Membar s l  

Ci t y 

Admi ni st rat i ve 

Of f i ces 

Stati sti cal  

Of f i ce 

C E NT R A L  B O A円D

O F  ADMI NI S T R AT I ON 

1131 

B OA R D  O F  

C OMMI S S IO N E 円S
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コぺンハーゲンの老人ホーム

デンマーク

スェーデン

スト ックホルムのデイセンターの身障者体燦治療室

フィンランド

オリンピ ックの選手

村だ ったへルシンキ

の老人ホーム

へルシンキにあるナーシングホームでの寝たきり老人 間療養中の老婦人

西ドイツ

シュ トットガル卜の老人ホーム

フランクフルトの老人ホームの中にある劇場

フラ ンクフルトの老人ホームの演奏室

シュ トットガルトの老人ホームの食堂

シュ トットガル卜 の老人ホーム老人の錨いた 絵画が

展示されている。
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第 2 図

巨L DAGE  I  
第 2 表 単位 : fakr.  (  ) 内単位は億円 1 krc=64円

スェーデンの ストックホルム市の

年間予算 年間予算

総 額 740 総 額 73 

(47360) (4672) 

老人対策 286 社会福祉予算 15.7 

(18304 )  (1004.8) 

病 院 178 老人福祉予算 5  

(11392) (320) 

医療保険 146 生活保隊予算 3.  7  

(9344)  (236.8) 

l Pensi one日 dwel l i ngs I  

そ の 他 130 

| Ho me  for ol d 岡 山 |

(8320)  

I  Wi dows  pensi on I  

l  H田 即 日1for ol d 同 叩10 1  | Lei sure l i me a口，y山田 |

して 、老人の日常生活を援助 している。現在、ス トックホル

ム市内にはホームヘルパーとして7200人が登録されている 0

• ME AL S  ; 老人のために児童の学校給食が済んだあとで、食堂を

開放して老人のために暖かい食事をサービスしている 。

• F OOT  CARE; 老人の固くなった手足を、セラピストが足の爪切

り ・マニキュア ・マッサージ‘ 等15kr で、治療する 。

• TRAVELL I NG SERVI CE; 交通機関を利用することができない、

体の不自由な老人達のために、市当局が年間7 2 ; 伎のクーポン

を発行している 。 タクシーを利用する場合、 e クーポン l 枚と

2kr支払えば良い。 このクーポンをもらうためには、医師の診

断が必要であり、現在市内の登録者数は全部で46000人である 0

• L EIS URE  TI ME  ACTIVI TIE S ; 市内に 2 ヵ所の大きなデイセ

ンターがある。老人達に心身ともに快活な生活をさせるため

に設けられたものである 。市は余暇活動( 文化サークル・旅

行等) を積極的に援助しているが、市内に住む老人の50%は、

この活動に積極的に参加している。代表的な施設である T EL

L US  CE NT E R ( 延べ2500m' ) では、主として体育館 ・サウ

ナ ・ホビー室 ・音楽室 . F OOT  CARE室 ・食堂 ・図書室 ・談

話室 ・身障者用体操治療室 ・講堂等が設けられており、 1 日

に平均750人の老人が利用している 。 (第 2 図参照)

年金について

現在、国家が支給している年金額は、老人が65才に透した臼から

単身者 1040kr/ 月 ・夫婦者 1795kr /月であるが、この額は国民の生活

基準最低額の 95%にあたり、毎月政府の発表する物価に応じて、ス

ライド調書きが行われる 。年金だけの人 ・国民年金以外の年収2000kr

ストックホルムのデイセンターの図. 室 岡談話室
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以下の人 ・収入が銀行利子のみの人で、銀行預金額が7500kr以下の

人は政府が家賃を全額補助するので、年金のみの人でも食べる心配

はいらない。 スト y クホルム市内では、全老人の半数が家賃を免除

されている 。市当局は社会福祉局の予算 15f.fr. 7400万いから 2億2000

万kr を家賃補助にあてているが、スェーデン全体では 10倍lげの予算

が計上されている 。 一方、会社ｾｾで働いていた人は追加年金として、

停年H寺から 15年前までにさかのぼ った予均月収の 60%が支給される 。

また未亡人年金は、 50- J r 以卜. になれば支給されるが、 50才未満のJ易

合でもその一昔11が、また 16才以下のc . wをも った未亡人の場合は全

額 10401くrと児童年金が支払われる 。65才以前に病気にかかったり、

失業した腸合は普通年令よりも多い 12571げが支払われるが、この制

度は 1975年に定められたものである 。

。

われわれが見学した北巨大の諸施設では、つつましいが何の不安も

ない生活を送り、老人達にとって生きている限り社会人としての自

覚と誇りを持ち、生き生きとした生活を送っているように感じられ

た。 そのためには 、社会が老人達のニ ズに応じられるように、ま

た老人住居 ・ナーシングホーム ・福祉サービスセンター ・共同食堂

等の施設充実と、老人達のハウスキーピング ・機能InlfR . リ クリェ

ーション ・レジャー・コミニケーション手に力を入れており、われ

われが視察した国はいずれもが、規伎の大小はあっても、次第に整

備されてきている 。

北区k諸国では、①すでに援助を必要とする状態にあるものを援助

する政策、②援助を必要とする状態に陥らぬよう予防する政策、①

社会の構造を改革する、 言 いかえれば国民の呉な ったグループr : nの

年収を平均化し、より以 l二の、子等をもたらず手段を講ずる政策、の

①②の段階から 、つぎの③の政策に入りつつある 。国民年金も一応、

完成し、老人のための住宅政策 ・ホ ームヘルプ事業も整った結果、

最低線での老人の独立生活を可能にした。 しかし、退職後 、一部の

人々が裕福な生活を営もうとしても不可能になり、さらにそのため

の税金も高負担( スェーデンでは年収の3 5 %以上) となり、社会問

題として取り上け‘ られているのもまた事実である 。 わが国の人口構

成が急速に高齢化しつつあり 、 ヨーロッパ諸国の老人福祉政策が、

永い間かかつて解決しながら、なお新しい問題をかかえている今日、

わが国においても、早急に個人 ・社会 ・国とあらゆる角度から総合

的に取り組む必要があると痛感させられた。

( かみむら たかゆき K K大林組設計第 2 部設計課長)



大阪市身体障害者スポーツセンターの利用状況

砂月別・施設別利用状況 (介護人等も含む) 施段別

49年 5 月に東住吉区長居公園内

に開館して以来まる 3 年を迎えた

大阪市身体障害者スポーツセンタ

ーの利用状況が、 ( 財) 大阪身体障

害者更生援護事業団の手により、

年報としてまとめられているので、

昭和50年度年報のなかから、その

一部をご紹介しよう 。集計期間は

昭和50年 4 月 l 月から 51年 3 月31

日までの 1 年間である 。

月 別 (実人員)

549 t::z:二2

10.∞01  550 C二二コ

人

人数

旬

V 障害別施設利用状況 (介護人等も含む)

附客別のそ の他に属する のは内部隊害者、 i昌決軍人、制薄児 (者) 、情紡陣害児である 。

それぞれの障害者の胞設の利用度は肢体 においては平均的主利用度を保 っている 。 しか

し聴吉陣容者はポー リング使用が全体の施設利用の4 1 %に達する 。 さらに視覚障害者に

おいて も同様に ポー リング使用が4 6 %というよ うに利用施設が偏向 している 。 その他陣

容告のプー ル使用の多いのは情緒陣容児 精神i専弱児の利用 によるものでセ ノターの各

種のスポーツ教室の成果 によるも のである 。

5 0 % 100%  

体 育 室 ; 明 聴 言 川 |
肢 体 5 3 % そ の Ｓ 他 ｾ ｉ 介11人尋17%

プ ー ル ;?|  聴 言 14世 | 股 体 3 2 % Iそ8の%他I 介謡人等 38 % 

--..屯句、

視賞

聴 冨 2回 |
肢 体 4 9 %

そ3の%他| 介措人等

9 % 13%  卓 球 室

"" 

、、、、
7 7  

ポーリンデ室 視覚16% I  聴 言 問 |肢 体 3 0 %
その15他剥| 介I1人等17%

-----

一戸-
' -

間 聴君 18% I  肢 体 59百

その他 ｾ ｉ 介話人等

1  %1  16%  

¥ 
、、、

1 グ

訓 練 室

Z十 112 |聴 言 23% I  肢 体 39% そ 符| 介護人等お

(個人使用延人員 )

v 地域別利用状況

、

t  

医事相絞室

表示は昭和51年3月分

区翠ｾ 151人~以上

匡三雪 101- 150人

医翠E 5 1 - 100人

E 二コ 0- 印人

。スポー Y セン合一所在地

身障者のための 「エイドセンター」オープン

民間の手になる身障者のためのセンター「エイ 具をつくる場合があるが、老齢化の進む今、身障

ドセンター」が、去る 3 月 3 日オープンした。 者だけでなく自助具などを必要とする人がふえて

これは、マンテンのへルシ一機器部福祉機器諜 いる 。市販はされているが、マスプロにのせられ

のパートナーであり、かっ身隊者用パギー 、装身 るものではないこれらの器具を気軽に利用できる

器具等を開発、製作している川村義肢仰が創業30 ょう、身障者と相談しながらその人に合 ったもの

周年記念事業として建設した展示 ・相談のための を設計していくことを目的として、この「エイド

センターで、大阪の天神橋筋沿い、北区南森田I 交 センター」を開設したと話す川村一郎社長は、さら

差点東の地下鉄 ・市バスの駅前に位置している 。 に「せんべい」のように奥行のない建物で車いす利

従来から、身障者が自助具等々を求めるには、 用者のためのスロープもとれなか ったがと前置き

福祉事務所をルートにする場合と病院の指示で器

工イドセン空一

所在地 : 大阪市北区天神崎筋 2 - 20 

設 計 官IJ 建設計

施 工 ー一字工業

建築面積 37. 76m 

延べ面積: 165 .6 9 m 

構造規t真。鉄骨造、 耐火被

頭、 5 F

手 の 不 自 由 な 身 問 者 用 ス プ

ーー ノ

して、今後のエイドセンターの利用計画を語 った。

現在は、エイドセンターでは身障者自立のため

の機器一一コルセット、ステッキ、自助具、輸入

食品( 手の不自由な人に、加熱すると握りの部分が

手に合 ったよう変形するスプーン、すくう部分が

回転するスプーンなど。輸入品に頼 っているのが

現状だという ) 、リラ ックスパギー( 赤ちゃんのパ

ギーを改良したもので、車いすより手軽に利用で

きる) などの展示・相談を行 っている 。

今後、人工受便器( ラパック) 使用者の団体「明

るいくらしの会」の大阪の事務センターを 2 階に

置き、ラパ γ クの郵送配布を考えていき、また尿

集器のセンターともしていく 。

r2 分脊維の親の会」が結成され活動しているが、

4 階は会議室として、そういう団体や身障者、家族

の人々に広く利用されるよう計画しているという 。

大阪・キタに身障者専門の庖

誕生

5 月 8 目、大阪駅前近くのホテル阪神地下 l 階

に身障者のための服飾専門庖“ HELPER' S" がオ

ープンした。

阪神百貨庖のかたすみでリフォームを手がけて

20年近 くの“ 森南海子の庖" へは、リューマチで手

足の不自由な人が服をふろしきにつつんで来る 。

四十肩で腕のあがらなくなった婦人が、太った人

が、老人が、 一般客にまじって着やすさを求めて

やって来る 。そんななかで、デザイナー森南海子

さんは、ごく自然に身障者専門の服飾庖をつくる

構想をあたためた。

身障者の声を集め、自ら率いすにの って研究し、

ヨーロッパに出かけて身障者専門の服飾庖を見て

歩いた。 ヨーロッパで‘ は降害者がクリアな色を選

ぶこと、また、まわりの人が手とり足とりのサー

ピスをせず自分で脱ぎ着していたことは、驚きだ

ったという 。

「大阪には、 とおE いさま 2 とかと もちつもたれ

つ 会とかいう言葉がありますねえ 。小さなカを出

し合 って補い合うというか - 大きなものにして

いくー ¥そういうことなんですよ、この庖は。」

庖は小さな力を出し合 って作られた 。「中之島を

守る会」で知りあ った建築家の高田昇ーさんがこの

一角を、向かい合うマタニティーの底との調和を

考えながら、ショーウインドーの位置や高さ、通

路やフィッテ ィングルームの大きさ ・機能などを

身障者向きに研究して設計した。施工も「ご厚意

で、ある工務庄でしていただいたんですよ」 と庖

をきりまわす森さんのお母さんが話していた 。

率いすから見えるようにした、角をと った低い

ショーウインドーが 2 つ。率いすに乗 ったマネキ

ンは車いす用の赤地に白い小花をちらしたレイン

コートを若ている 。両ffhJ， をフ ァスナ一日月きにした

ズボン、タオル士也の軽いショルダーバッグ、カラ

フルな子供用スモックが、小さな言葉を添えて展

示されている 。

エレベーター近くに位置するこの庖に、車いす

の人が、そして外に今まで出るのをいやがった娘

をつれて母親が、訪れている 。

「若やすさの上に、仰をのせるかというのが今後

の諜題です。 リフ ォームの庖ではお客さまにミあ

なたはこういう体型だからこの方がお{ 以合いです会

とここが欠，点だから、こうカノ f ーして 多というよう

なアドバイスをしてきたが、やはりそういうアド

バイスをこの庄でもしていきたいと思います」と

森さんは話す。
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フレストレストコンクリ

ー卜 S T版の設計例

徳 永 雄 一 郎

設計条件

スパン 1 0 m 

負担幅 1  .2 m 

荷 主 5  0  0  kg/  m'  仕上+ 織毅

設計方針

小型部材なので、プレテンション工法を保用す

ることとし 、 プレストレ y シン グの状況は 7 ) レ

プレストレ y シングとする 。 ポンドレス工法は

採用しない 。

材料強度

表 1，表 2 参r!H

断面の形状・ 諸係数並びに鋼材の配置

図 1 参照

応力の算定

M 自= 0 附 X 2. 5 x 山 ÷ 8 = 4 5 41 m ) 合計 r' m

M f:士+ L L = 0. 5 X 1. 2X I0' 7- 8 = 7.51" m 112. 04  

Q 自= 0 附 X 2.5X 恥 2 z 1 82 Ton ) 合，汁

Q  f士+ L L= 0.5X 1. 2X I07- 2 = 3. 01'o.. ' 4.82 1' 0 "  

表 1 コンクリ ー 卜の許容応力度 k.. /cnf

プレ λ トレス導入時 ，ili .n (. /1 ヨi: 11キ

圧 縮 強 度
Fc'  4∞ 以*1

F c 旬。 l 粂

J守容圧縮応力IJt j = 0 4 517c42器1提70  '  {c =Y， F c  166. 67 48粂

J午容引リ民応力皮 ρ '= 0  .U1 {c I  { t  0  49φ 

許容; ?i 村民応、力I立 4町》

14  0 .07{c 11. 67 51φ  

薄曇 Fc'  ti:[c '  
※ r，く 210

表 2 P C 鋼材の強度 Ton/ ケープル
53粂

S W PH  7 A 9.3 世 10. 8世 12.4世

Ij I  ｾ日 Ｆ {o11 lll: 9.05  12. 20  16. 30 

降 伏 荷 重 7.70 10. 40 13.90 

ｊ 午容引 ｾｍ 荷重

(定1
V

III寺) 6.16 8.32  11. 12  

( 噂人時) 6.55 8.84  11. 82 

設， ￬ｾ 緊張 ｊ り 6.16 8. 32  11. 12  

事 :E

A  =  1，450 叩 2

1  = 209，125 叩 ‘

Z 土 = 16，707 師 3

Z 下 = 7，6ω 叩 3

K 下= 11 ，52 叩

K 上 = 5，25 叩

l' . t = 12，52 聞

Y 下 = 27，48  cm 

図 1 断面形状と諸係数

断 面 の 決 定 は 図 2 の 11阪序 に よ る 。

最 初 の 断 面 仮 定 に お い て 、 梁 せ い は ス パ ン に 対 す

る比 で 見 当 を つ け る 。 現 湯 打一 体式造で) 1 8 - 治，

プレキャス卜のラーメン構造では泌- ) 1 8，本 設 計

例 の よ う な シ ン プ ル ビ ー ム で 泌 ~ 治 程 度 と な る 。

梁 幅 は 適 当 で 良 い が 、 鋼 材 の 並 ひ ' を 良 〈 考 え て 決

め る 必 要 が あ る 。医 亙 断 面 諸 係 数 の 計 算 lま図 5

による 。

検 討 式 M max / Z 下孟 ( cは図 3 に よ り 求 め た 。 こ

の 検 討 式 は 断 面 下 縁 の 式 で あ り 、 I 型 断 面 等 で は

こ れ が十分 条 件 と は な ら な い が 、 本例 の よ う な T

型 断 面 で は 、 上 縁 の Z が 大 き い の で ま ず 十 分 条 件

と 考 え て 良 い。

M ma x ム Z 下 = 12. 04+ 0 .07609 

= 158 .33く 166 .67 O K  
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図 2 断面の決め方

E王三司ヨ 巨豆至亘ヨ <7 1川巾一 I川附切引 1川11'ρ山，凶d山 χ川 下百王

+  +  二 二 :  一

平 ? マE F : i L4J 11:ふZ'F.2: 0  

じ二ヨ' ド;2A Lf zf三3f 入

施 工 時 段 E十時

図 3 断面下端縁応力の変化・検討 式の導き方

| [->= J1max + I K 上+ K 下Jムワ|

+  

|  nPo" P  |  ※ 5 %程度の余裕を もっ。

↓  左右対称 に並 h にする

l  e mln= ，l1ma  X7- ry.川内 - K上 |  

己ma X = ん Z 下÷ 加Po- Kよ|かっ匹互豆ヨ

図 4 d 下端 よ り鋼材芯までの距離

鋼 材 の: ! i l : および位置は 図 4 の! 順序で決める。

各 式 は つ ぎ に よ り 求 め る 。

中 央 下縁 平，I A + マp.e/ Z -F孟 0 ① 

断音11上 縁 ザ A ーマp. e/ Z 1: 孟 0一一②

断音11下 縁 平日/A + ヮp.e/ Z -F三五 ( c ③ 

こ こ で Z 下I A = K I:，Z IゾA = K Fを代 入

ワp'k 上/Z 下十 ηp. e/ Z F - M/ Z下孟 O

ワp( K I : +e) ; 量M 一一一一一⑦ '

ワp' k ド/Z 上 市p.e/ Z ｴｾ＠ 0  

マバK 下- e } ミο K下ミeー ① '

，! p- K上/Z下+ ，! p' e/ Z 下三五 (c

平7J(J 町上+ e ) 孟 (C' Z下 一 一 ①'

① ' ② ' より 平P( K t+K 下) 孟 M

p 主主 M/{ K I: + K  η × ヮ

p を 決 め る と 、 ① ' より e 主主 { M/ '!p) - K .t  

③ ' より e 主五{ (c '  Z  F/ '!p)  - K 上

p = M max /{K 上+ K 下) X 平= 12. 0 4 + (0 .115 2 +  

0 .0525)  + 0  .8 = 8 9.  74T on 

10. 8.p を使用

π X  Po  = 12 X 8 .3 2 = 9 9. 84 > 89. 74 

n.Po をp として

e min = ( M/ ，! p}  - K 上 = ( 12. 04 / 0  .8 X 9 9.  84 )  

- 0 .0525=0 .0982 

e max = ((c . Z下I ，! p}- K  1:= (166 .6 7 X O .07609/  

0.8 X 9 9.  84)  - 0  . 0525=0 . 1062 < 0  .1152 

0 .274 8 - 0 .0982=0 .1766ミd 孟0 .2748- 0 .1062

= 0 .1686 

よ っ て d =  17cmとする 。

縁応力の算定 ( 表 3 参ml)

σ 上= P/ A - P .' e/  Z 上+ W Z上

σ 下= P/ A + P .  e/  Z下- MI Z 下

縁 応 力 は 、 同一 断 面 、 同 一 配 線 の 部 分 で 、 Mmax

と、 Mmi n の 点 に つ い て 施 工H寺、設 計 l時 、 ひ び割

れ 時 に つ い て 算 出 す る 。 ひ び割 れH寺の縁応 力 は、

設言十時 モ ー メ ン 卜の 1. 3倍について行い、 引 張 応

が 5 / 3 XO. 07( c以 下 で あ れ ば 良 い 。 医亙

本 設 計 で は500X O.07X 5 / 3 = 58. 33kg/ cm' となる 。

表 3 縁応力度

端 部

' "央
A  x  100cm'  1. 45  ← 

Z  x  10' cm'  0. 16707 
」

Z  x  10' cm'  0.07609 ← 

P  10 11 99. 8. 1  ← 

e  問、 0. 1048 ← 

M 1' .m 。
4.51 

M 
1" m 

。
12. 似

P/ A  66.86 66.86 

Pe/  Z 上 - 62. 63 - 62. 6.1  

M/  ZI :  
。

27. 17  

σ t  6 .23 33.40 

F也工1I ; ' f

Pe/ Z 干 137.51 137. 51  

M/  Z下
。

- 59. 67 

σ F  206. 37 146. 70 

平P/ A 55. 08 55. 08 

Mq  P/ eZ  / Z  
- 50. 10  - 50. 10 

。
72.07 

σ 上 4.98 77. 05 

，ill: ，it ｉｉＮｾ＠

q  Mp/e/Z  Z  
110.01 110.01 

。
- 158.23 

σ F  165.95 6.86 

σ l  4. 98 55. 43 

ひぴ耳1/時

σ F  165. 09 - 40.61  

曲げ破犠の計算
匝 亙 匡 亙

必要モーメント

M， = 1. 2C+ 2  .4P = 4  .54X 1. 2 + 7  .5 X 2  .4=23.  451' .m 

M，= 2  ( C +  P )  = 12.  04X2=24.  081" m 

C : 固定i l Ii ili: P : 積載荷重

抵抗モーメント

ｍ ｾ 庄 ｊ 宜 ］ｐ ｹ Ｎ j = Py ( d- 0. 5n}  

η =  PY/ F a '  B  =  10.  4  X  12/500X 120= 2  . 08cm 

M破 低= 10.4X  12 X  (0  .23- 0 .5 X O .0208)  

= 2 7.4l T.m> 24. 081' .m OK  

せん断の検討 ＱＷ Ｑ ｾ Ｑ＠
判長応力度σ = y， (J σg 斗 4τ L σg ) 一 一

σg :  P/  A τ =  S .  Q/  B.  1  

プレテンション部材なので端部の P/ AはOと身える 。

匝 亙

σ = y，.[4干王= τ
S  Y， b.  Y  ' -F  = 7 ，551. 5  

σ = τ = 7 ，551  .5 X 4  ，820/ 200X209 ，125 

= 8 .7kg/cm' <  11. 67kg/cm'  OK  

せん断破媛耐力

Qs=  bl / S ， Y，J (O' g+ 2世σ t)' σ'g'

ここでσg = Oとすると、 Qs= bl / S ・4σt

世= 0 .5，σt= 0. 07 Fc=  35kg /cni であるから、

Qs=  20X 209 ，125/ 7551. 5X  0  .5X  35= 9  . 693T on  

Qs/や 9 .693/4 .82= 2 .01  > 2  OK  

こ の 計 算 例 は 、 プ レ テ ン シ ョ ン の シ ン プ ル ビ ー

ム 全 長 に わ た って 同 一 断 面 ・同 一 配 線 と い う 11}も

単 純 な 例 で あ る が、通 常 の 断 面 算 定 の 計 算 は す べ

て含んでいる。 ｅ 二コ で囲んだ部分が ｊ 十 ｮ ｾ ｾ にな

る。 断 面 諸 係 数 の 計 算 ・縁 応 力 の 計 算 等 は 卓 上 コ

ンヒ・ユーターでプログラム化しておくと便利である。

図 5 断面諸係数の計算

1，2∞ 

『千戸主

g 下= L' A 'yムL' A  =27.  4827- 27. 48cm 

Y  I: =D- y 下= 12.5173→ 12.52cm 

1= L' A- 〆+ L' lo - L' A ・〆 F=2ω ，125 cm' 

Z  I:=l/ y  1: =16， 707cni k  F = Z  1)  A  = 11. 52cm 

Z Iと=l/ y下= 7，609cni k  I'.=Z ドJ A= 5 .25cm 

i主) F l 本雄築 ・r; 会「プレストレストコン 7 リート J札lr施工

ｴ 叫 ｊ の ｉｾｉ 述条文を匝亙 のように示した 。

( とくながゅ うい ちろう

オリエ ン?， Jレコンク リート KK 大阪支 I; I; i j !築出)
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最近の地盤改良につして

中 堀 和 英

1.地盤改良工法の分類

分 類 法 は そ の 観 点 に よ っ て 多 種 あ る が 、 簡

便 に つ ぎ の 4 群 に 分 け て 示 す。

① 排 水 系 工 法

サンドドレーン、ペーパーやプラスチック、

ロープのドレーン、水位低下， ｮｾ 工法、プレ

ロ ー デ イ ン グ 、 電 気 浸 透 、 乾 燥 、 焼 結 、 半 透

版 、 な ど の 工 法

② 締 め 固 め 系 工 法

機庄、パイプロフロテー ション 、締め固めサ

ンドまたはグラベ、ル杭 、 パ イ プ ロ コ ン ポ ー ザ

一、重公務下、電撃工法など

③ 固 結 系 工 法

かく持、注入、噴射、凝集、凍結、などの工法、

石 灰 ・セ メ ン ト パ イ ル

④ 補 強 材 系 工 法

ロープネッ ト、鋼板、鋼絡子、 シート 、パ

ックなどの工法

2. 工法採用で重要なこと

ど ん な 土 、 ど ん な 地 盤 に も 効 く と い う 工 法

は な い か ら 、 相 性 の 良 い 工 法 を 選 ぶ 必 要 が あ

る。この場合、地盤を形成する土層の土質、

配 列 や 変 化 状 況 、 地 下 水 な ど 総 合 的 な 地 盤 の

相を観察しておかなければならない 。

たとえば、砂層 ・軟 ら か い 粘 土 層 ・砂層と

いう 3 層 型 地 盤 な ど は 図 ー l のように、( ドレ

ーン工法) + ( 水位低下工法) の組み合わせに

非常によく合う。また、締め固め系工法は、レ

キ ま じ り 砂 地 盤 と く に 、 浅 い 所 ほ ど レ キ の 多

い変化状況に非常によく合う。

3. 工法の例

最近効果を挙げ、また、今後も使われるよう

な 数 種 の 例 に つ い て 図 ー 1 、 図 - 2 、図一 3 、

図- 4 、図- 5 、 図 6 、図 ー 7 に述べる。

参考文献

中級布l英 日本建築学会近畿支部「設計 {J と胞工者のた

めの地下工法」のうち地盤改良 p89- 116

1976. 2  

( なか lまり かずひで 中堀ソイルコーナ一代表)
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砂

サンドドレーン

井戸または

ウ工ルポイント

図ー 1 典型的な排水系工法

建 築 物

目合

締め固めクラベル杭

(液状化発生のときの水圧抜きにもなる )

図- 2 締め固めクラベル杭

地すべりの生 じやすい地盤

} 覚鉾機

J  

石灰パイル

図- 4 石灰パイルによる地とり防止図- 3 ヘドロに国結声明をかく搾

図- 5 *R切のヒ ーピング防止

盛土オイ J レヲンク

トー←→-+-i

置換緩圧

図- 6 鍋格子補強によるタンク基礎

鋼板の帯

図- 7 鋼板などによる裏込安定
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冷蔵倉庫について (その 2 )

山 畑 政 徳

5 月号では、以下の内容を掲載した。

1 ー 0 ー O 冷蔵倉庫の役割

2 ー 0 ー 0 食品の保持温度

3 - 0 ー O 冷蔵倉庫の緒算定規準

4 - 0 - 0  冷却方式

5 - 0 ー O 防熱工事の留意点

6 - 0 ー O 結露対策

6 - 1 - 0  結 露 現 象 の 検 討 に つ い て

・I:)j 熱 材 の 然f.i; 将 ，引

λ 8= λ + β 8  ( Kc al/ mH" C ) 一一一一- 11)式

λ ］ 内外 ｪ 副主Ｉ，ＧＺＺ土 ｏ の ｪｊ Ｎｲ ｾ 介 のｻ云［［ｴ［Ａｾド

β = f云Jぷ' f ¥の i，I i ，[ 係数

。］内外の ｩＺ ｊｬ ｕ 迂ｹ，ｾ

. f云熱 l民を通じての然j必Jl!IJ

(  K c al/ ml l ' C)  

(  ' C )  

K = ， 1  ， (  K c al/ m
2  

H"C )  - ( 2 )式

1  ，"  l71 1  

一一 + 1' +一 + ー-
CX)  I¥. n ιε 2  

K= 然 通 過 不 ( // )  

ミ

a，句 = 内 外 ，l，<' 而における熱伝j主率( . ， )  

λ η = ヰ'η 1
1
;干 の 熱 伝 導 率 ( K c al/ ml l・C )

l71=  /l 'nk' 1 の! 字み( m )  

62 建築と社会ハ9 7 N6 Mn 

熱伝達率表

流体の積額 ・状態 α Kcal/ m
2

' Ch  

h  気 {事 I  流静
4 - 2 0  

知j 10- 500 

液 体 I流m 
止 70- 300 

捌j 200- 10，000 

凝縮而( アンモニ 7 5 ，000 

R 12  1，600 

Ｑ Ｑￆｾ￪ 而 ｉ アンモニ Ｗ 6 ，000 

R12 1，700 

Q = K F  ( 1，- 12)  一一一一一- ( 3 )式

Q= 熱 通)fE1: 止 (  K c al/ H )  

ｋ ］ 熱通 過 ，ｻｾ ( K c al/ m
2  

H ' C)  

1，= 外気品皮 (  ' C )  

1
2

= 室 内温度 ( φ )  

F = {云熱面的 (  m )  

Qs ，= a，F  ( 1，一 1s， ) 一一一一 (4 )式

ｑｳ ， ］ 外 表而へ ｾｍぷ ｪ 主 ｪ ｬ ｬ ( K c al/ H )  

ll') = 外 表 而 熱f云迷彩 (  K c al/ m包ト1・C )

1，= 外気 i1i
L
l支 ( ' C)  

I s ， = 外表面白乱皮 (  // )  

F = 伝達而制 ( m
2

)  

Q= Qs，という関係より、

t h t l - 4 ( tl - h ) 一 一 15 ).<¥

t D= 話浪主皮 、+付相|日l Xι付，ti巡h以山tμ1皮交を主知知l日l ることによる E露宮'&}【

H瓜lH4tLiυ1皮支 ('C )  

t Dく 1s，のとき、ぷ l而材派はしない 。

λ 0  

同時'C，l: (I'- j には K= 一 「 をJ 1  J  ' 、検討する 。

6 - 2 ー 0 結 露 防止 対 策

ｉ Ｚｾ じの険汀結来、 ｏｋ であ っ ても、住物の

形状令により付旅することがあるので、設，n

施 工11; ' f に次 I貞の点、作I12: をがす 。

1  . 構造体と防熱府 とか、| 坊熱材と内う安材との

宅 隙lま避けること 。

2 .や む を 得 ず 空 間 を 設 け る 均 介 は 空 気 が対 流

する ) J 7l ミをとること 。

3 .1;}J 熱而削が大きい( とくに 外防熱方式ウn

上iJ 介、 ｉ［ｽｪ 熱材の収 ｾｾ＿￭ 、 l峨倣断j机日ブηF により i沈允抑H降禄し、

|似防リ坊J 聖熱鳥材に f他U裂 が'1". じるため i允降似山j l川比1: を方純包1す一必

.浪且t カずある 。

4 パ イ プ の lT; 岳日11を集約してできるだけ l カ

所にまとめる 。

5 .防熱情近くの水門己作はできるだけ避ける 。

6 .防 熱 肘 壁 而 に J主的機総 wをJ2け る ぬ 介 l立、

笠 岡 と 機 慌 の 川 を で き る だ け あ け 、 必 'J!. 'に応、

じド;}j 熱 処J. f f i をすること 。

7 - 0 - 0  凍 上 防 止 策

7 - 1 ー O 凍上現象

J令J被毛ーなどの l友ドの 1:撲が凍結すると、そ

のぷ面が昨ち 1-. げられて泌 I:J . hI . 象が，h: こる 。

冷 却 後 、 直 ち に 凍 1: が比られるものではなく、

早くて数カ f J 、遅いものでは数カ fドを経過し

てづき生する 。床が十年ち 1.. げられて凍トーの発生

を先日るが、はなはだしいときには 300粍 くら

し吋十ち上げられ、 lぷ而に. ，1111 11 が人る 。

その f也、椛造{ 本が不 Ifi l l:: t: 'f ち 1-. げられるの

で 墜 而 に ク ラ ッ ク が 人 ったり、 原 の し ま り が

恕くなる Ｑ ［ＱＧカりでなく、ｾ［でやパルの ｬ 加点、ｼ坊

ｐａ 府が切れて ｩ 令気が Ｗ 局＿ｾ え し、 ｩ 令えが Ｚｄｓ くなる 。

7 - 2 - 0  凍上の原因

室 j Rの低下により I; }j 然附ド九li の 1:撲 が 凍 結

すると 、その ド肘か ら/1< 'J't が 上りしてすでに

凍 結 し て い る 府 の !l ドに集ま ってキJi llls す るの

がl京閃である 。 こ の 現 象 を 支 配 す る も の は 冷

蔵 室 の 机 皮 と 床 l而の広さ、 lて境の組成 と毛利l

TI 呪象によるボの移動性、 J也l ドのノ'J，:.11などで

ある の

1. i令絞室の百¥IU交と! 末，mの広さ : 冷蔵室の! 末に

はドM! ¥J ，同 が 施 工 さ れ て い る が、 こ れ は 熱 を 完

全に 11: めるものではなく 、防見込のりみによっ

て熱の通過不を遅くするだけである 。 したが

って床 ドの | 峻は室百11により冷却されると |口l

時 に 周 囲の k段 か らl波められて手術状態にな

っているが、室品1が低tR 皮のよjJ 合には J その

浪 j支は結氷点以 F となり、そこにボ分がある

と凍 卜. が始まる 。 lぷ而が狭いときには lil lJlli な

いが、 7令tjl されるほ而が広い場介には 中心 ;'fl5

に近いほどn変められる率が少なくなり、凍 |

の発全が ＧＱ Ｑ • い 。

2. 土 援 の 組 成 : 凍 上の発生 は 建 設 さ れ た 土 地

の 土 質 に よ っ て 左 右 さ れ る 。 今 ま で 発 生 し た

実 例 や 文 献 に よ る と 砂 地 質 で は 少 な く 、 粘 土

質 の と こ ろ で の 発 生 が 多 い 。 粘 土 質 の 土 擦 の

場 合 、 粘 土 を 多 く 含 ん だ も の ほ ど 、 ま た 密 度

の小さ いものほど発生しやすい。

3 .土 地の 水 位 : 土 地 の 自 然 水 位 が 高 い と 床 下

に常時水分 が あ る の で 、冷 却 さ れ る と 凍 上 が

発生する 。湿 地 帯 あ る い は 河 川 や 港 湾 近 く に

建 設 さ れ た 冷 蔵 室 で の 凍 上 は こ の た め で あ る 。

ＷＭＳ ｾ Ｐ＠ 凍 上 の 予 防 対 策

凍 1.. 1主床 Fの t 撲 中 にノk 分があり、かっそ

の 部 分 が 結 氷 点 以 下 の 机1支まで冷却されて初

めて発笠する 。 したがって 、こ の 二 行のいず

れ か を 防 止 す れ ば 凍 | は起こらない 。 一般 的

に保用 さ れ ている ) j 法を述べると、つぎのと

おりである 。

1. 冷蔵室の 周 岡 にi ! ! リィ持を煽 る方法 ー(1 然ノ州立

の日し、ところでよ末 J rJ されるか法てる、建物の両

日111 に(!!I li 持と1_sノ'J<JTJ の 井戸を侃り、床下の水位

を強制 的 に下げて防止する方法である 。 MI :

ｾＧｴ のところでは持者水が存坊に移動しにくいの

でl羽官位である 。

2.床而を" 百く設172 し、床下にさi ' : il 司を設ける ) j

ｩ 法 ・ 床 ， ｲｩｩ を ｉ 也前より ｉＢ ｊ くし 、 その ド に ｾｩｬ ， ｩｬ を

設ける) j I よである ゆ空測を，; 生けずj - ' I l め民す J'l )j

fTには砂を{ 史! 日するとよい 。

3 .床 下 に土管などを 埋 設する方法 : 床 下 に 直

径 150- 200mmく らいの耐圧コンクリー ト作や

プロ y クなどを 2 mr: 日隔程度に埋設 してこれに

外気が交流できるようにして床下の況J 立を結

氷 点 以 上 に保つ方法である 。この均合、もし、凍

上が発生したとしても、この管中に熱風を送り

込めば簡単に矯正できるので便利である 。

4. 床 下 に温床線を埋設する方法 : 床 防 熱 下 部

の床コンク' ) ート '1' にil.1J Aミ線を時め込み、 l以ぷ

下の白抗机1札u皮支を結ノ1<.に.'人点'.

一モス夕 ｹ トを 一 絡に川ｪＭ ｾｬ め込み百机 ｾｬｊ 版ぷ車線 ｦ泉 ａ と ｪ述Ｑｬ ＱＨ到動 I})  j  

させると、床下の ｩ ｬ ｬｬｴｊｾ を Ｈ ＱＱＧ ＩＩ 的に ｬ 制 ｪｩｔｩ できる

の で 経 済的 でFある ) ( おわり)

( やまはた まきのり 東海興業K K大阪支庖取締役支庖次長)
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都市設計資料 - 20-

〈都 市 構 造 物 の 設 計 手 法 1 }  

今 回 と 次 回 に わ た り 、 都 市 を 椛 成 し て い る 構

造 物 の 設 計 手 法 に つ い て 検 討 し て み る 。 都 市

内 に は 極 # の構 造 物 が あ り 、 あ る 時 期 に 都 市

内の一 部 と し て 建 設 さ れ て い る 。 このような

構 造 物 に つ い て 、 設 計 手 法 を 考 え で み る の で

あ る が 、 こ の 論 文 で は 、 主 と し て 建 設 主 体 の

立 場 か ら 、 そ の 設 計 手 法 を 採 ってみる ことと

する 。

郎市構造物は、古 ｾｬ 市のある 一 地点 に建設され

る と い う 意 味 に よ り 、 機 械 と は 違 っ た 設 計 手

法 が 必 要 で あ る 。 それは、 地 域特性により 、

I也減ごとに異 った 解 が 生 ま れ る も の と 思 わ れ

る。 1960年 代 頃より、住民による建設反対: i l i !

動がおまり、建築物や土木精造物にしても、

そ の も の の 待 つ 建 設 目 的 だ け で は 、 都 市 内 に

建 設 し 得 な く な っ て き た 。 そ う い っ た 住 民 返

却j の結! 裏、建設主体は、住民の反対が何か邪

魔 を す る も の に 見 え て く る し 、 逆 に 住 民 の 方

で は 、 都 市 構 造 物 が 地 域 を 惑 く す る も の と し

て 感 じ ら れ て い る 。 こうい った 対 立 的 状 況 の

中で、私逮は、 より笠かな 白日市を建設してい

くことを ! ヨ僚とし、 I也お日に十艮ざした新しい抑』

造 物 の 設 計 手 法 を 探 って い く 必 要 に 迫 ら れ て

いる 。 最 近 の 種 々 の 研 究 に よ り 、 機 々 な 解 決

法 が 生 ま れ つ つ あ る が 、 そ う い った 試 み の ー

っとしで、 以 下 試 論 を 展 開 し て み る こ と と す

る。 ( 稲 毛 政 信 )

1  . 都市構造物とは

， ) 都市 楠 造 物 の 種 類

まず、r . i l市 梢 造 物 は ど ん な 極 煩 の も の が あ る

かを険討してみると、建設主体丹rJ には、 表一1

の よ う に 分 類 さ れ る 。 これらの椛造物は、そ

れ ぞ れ 個 h に 公 的 に 、 あ る い は 私 的 に 建 設 さ

れている 。 都 市 は こ れ ら の 個 今 の 建 設 の 積 み

重 ね の 中 で 成 立 し て お り 、 現 状 で は 、 ニ ュ ー

タウンのように 一体 的 に 建 設 さ れ ることは少

な く 、 縦 割 型 の 建 設 と な っている 。

神 戸 都 市 設 計 資 料 研 究 会

2  ) だ れ が 設 計 す る の か

このような 構 造 物 は 、 だ れ が 設 計 す る の で あ

ろうか。 表一1に よ れ ば 、 主 と し て 左 に あ る も

の は 公 共 が 、 省 に あ る も の は 個 人 が 建 設 主 体

とな っている 。 更 に 設 計 と い う こ と に な る と

公園 ・土 木 綿 造 物 ・建 築 物 と 別 れ て い る よ う

に 、 主 に 進 国 ・土 木 - 建 築 と い う 技 術 者 に よ

って 、 そ れ そ れ 設 計 さ れ 建 設 さ れ て い る 。

しかし、郁市内の構造物も、見方を変えて、

構造物の要紫で分類してみると、 表 -2のよう

に別けられる 。 つまり、 表ー1の都市機造物は、

こ れ ら の 要 素 の 多 数 で術成さ れたものと言え

る の で は な い だ ろ う か。 道 路 一 つ を 取 り 上 げ

てみても、 表 - 3の よ う に 種 々 の 要 素 か ら 成 り

立 っ て い る こ と が わ か る 。 よ っ て 、 郎 市 梢 造

物 を 充 分 に 設 計 し 、 よ り 良 い も の を 生 み だ し

て い く に は 、 設 計 者 自 ら が 各 種 技 術 を マ ス タ

ーしていくことが必変ーであり、また 一 方では

各 般 の 技 術 力 を 結 集 し て い く こ と も 必 要 で あ

る。 更 に 統一 的に部l挫していく コーディネイ

ターも必、安にな ってくる。 砂制犬で l立、まだま

だ制点1I まで各純技術J が 生 か し 切 れ て い な い の

で は な い だ ろ う か。

表 - 2  都 市 を 構 成 す る 構 造 要 素

自然的要素 公園的要素 土木的要素 建築的要素

木. ! ，! . 広 JJ，1  石 ti'l 13:1 f)i! 

{;(¥ Ｎ ｊｾ 虫 砂、
iJ，} 擁 弘士 合ト 主主

!f!}J  1却 遊 ι{. ilミ 而 riiJ 1迄

土 ー岩石 ベ ン チ J並
i寸8三4  

I"J .  草草

71< 芝生広場 続・持喜 隣棟! l 司隔

J也 育会 ｾￋ＠ 宅E トンネル

ベ ー プ 切土埋土

し一一一一一一二一

闘 路

表 - 3  道 路 を 構 成 す る 要 素

- 自 然的要素 ( 木、平、花、点、地形)

・公園的要素 ( ベー ブ、歩道、ポケ y トプラザ、

噴水、柑込、花泣)

・土木的要素 ( '11辺、交差点、歩道紙、 ガードレ

ール、 '11止め、屯段、外娘、 バス停、';'U:Ui ボ y

クス、ごみコンテナ佐助、交通様J龍、案内板、

II .Ll 十、 J也FJ1ll J

. 建築的要素 ( 外段、広告、塀、建築物のお さ、

色、 アーケード)

こ の う ち 、 建 築 物 や 公 園 は 、 都 市 内 に お い て 3  ) だ れ の 為 に 建 設 す る か

点 的 施 設 で あ り 、 土 木 構 造 物 は 、 こ の 点 的 施 それでは、 イロ命に人ることとするが、これら

設 を ぬ う 線 で あ り 、 結 び つ け た り 分 離 す る と の桃造物を也 ｬ 没する以介、まず柿治物のｾ，没

い った 機 能 を 待 っ て い る 。また、土木精造物は、 11 的を lリl ら か に す る こ と か ら 始 め る の が 、内

自 然 と 人 間 の 接 点 で 建 設 さ れ る 場 合 が 多 p 。 通であ る。 例 えば道路であれ! 工 、あ る 2 }，'J ，!I :J 

表 - 1  都 市 構 造 物 の 種 類

ド建

公共的 私 的

自然 公 園 土木構造物 建 築 物

代表的

山 ー海 川 自然公園 海 岸 河 川 ー港湾
公 共 建 築 物 私的建築物

木- 池 町i市公園 道路ー橋トンネ J レ
行政nt!i，i生( 役所 ー消防磐 ) 商 ! 高

お・魚 地区公園 鉄道・空港 ・広場

厚文教祉生'g'純F施純也設設J11生宣 (((( 病学校院 ー研f体q老j究育局人所館)し)  )  

住 宅

構造
第 1 次産業』也 児蛍公園 宅地造成・埋立

事工務場所
( 田知l 海池) プレイロ y ト ダム・発電上下

巡初 駅保育所郵 、こいの家)物 水道 ・ 鉄路・ｾＧＱｦ位 レジャ一万世設

都市内 住置づ

都市のすi 絡を 智子大きな点 高ｾ自 ｾ￱ｦｦｩｾ ｊｴである 。 点的施設である 。

続出rl する 。 JI ';J nt ! i 設である。 点的施設の結合また

は分雛機能を持つ。

自然と人 I-:l Jの接点
のけ

である 。
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を結ぶということがまず考えられる 。 しかし、

そ れ だ け で は な く 、 更 に 種 今 の 目 的 が あ げ ら

れる 。 こ の 検 討 は 、 道 路 を 「 だ れ の 為 に 建 設

す る か 」 と い う こ と を 探 る 中 か ら 生 ま れ る も

のと j忍われる 。

道 路 を 通 る 人 、 そ れ は 自 動 車 や (1 ' 伝車や徒歩

とい った 人 身 に 分 け ら れ る し 、 更 に 沿 道 の 人

々の為に、アクセスや日! l 震や通 風 と い った 配

l昔、また細街路であれば 、 道 路 で 遊 ぶ 子 供 達 、

日なたぼ っこ を す る 老 人 達 、 立 ち 話 し を す る

主品It へ の 配 感 も 必 要 で あ る 。 その{ 也、道路22

聞 を 利 用 す る 供 給 処 理 施 設 の 建 設 に 、 更 に は

道 路 を 管 理 す る 人 に 対 す る 配 慮 等 も 必 要 で あ

る。 こ の よ う に 建 設 に か か わ る 人 々 の 使 わ れ

方 、 ま た 利 害 得 失 の 中 で 、道路の満足すべき

条 件 を 倹 討 し 、 道 路 の 機 能 と し て 整 理 し て い

く。 道路を例にとれば、 表 -4のように整埋さ

れるだろう 。

ふ
直霊主語

表 -4 道 路 の 機 能

・通行機能

・サービス機能

・環境保全機能

・ひろば機能

・沿道結合機能

4  ) 都市 内 の 構 造 物 と し て

こ の よ う に し て 求 め ら れ た機 能 から、 構 造 物

の 形 を 求 め て い く の で あ る が、す ぐ に 形 が 生

ま れ る の で は な く 、 主 と し て 二 つの 関 門 をく

ぐる必要がある 。 その一つは、 「地域」とい

うフィルターであり 、もう 一つは、 「人間空

間 化 の 手 法 」 と い った 設 計 者 の 芸 術 的 技 術 で

ある 。 後者は次号に譲るとして、 il 也域」フ

ィルターについて検言寸してみる 。

構 造 物 を 、 郎 市 内 の あ る 地 域 に 建 設 す る 場 介

地 域 に あ った 締 造 物 を 生 み 出 し て い く こ と が

必要である 。 表 - 5の こ と く 、 構 造 物 の 機 能 を

I也I或に 投 げ か け て み る と 、 あ る も の は 強 調 さ

れ 、 あ る も の は 余 り 検 討 し な く て も 良 い も の

となる 。 また 、 種 々 の 構 造 物 も 、 地 域 によ っ

て重要度が興ってくる 。 こ の よ う に 梢 造 物 が

ＡｴｬＡ ｊｾ ｪＨのフ ィ ルターを通るＯＱ寺、その ｉ 也 ｨ 或 におけ

る構 造 物の 引・9未解が生まれてくる 。

表 - 5 地 域 フ ィ ル タ ー

構造物の機能、車種造物の種類

あ る 地 域 の 特 殊 解

2. 地 域 と は

ｗｩ 造物 ｪ の持殊 ｗｾ が生まれてくる￭ｊ也 ｊ 戎」に つ

いて険討してみる 。

， ) 地 域 特 性 の 杷 窪

地 域 を ど の よ う に 把 爆 し て い く か ということ

で あ る が 、 ま ず地 域 持 性 要 素 に つ い て 検 討 し

てみる 。 地 ｊｾ ｪＨＺｴＮ ｜ 性要素は、種々の方法で分け

られるが、ここでは一 つの分矧手法として、



表 - 6  地 域 特 性 要素

寸 1
在 来 条 件 ( スト ック)

自然条件 歴 史 条 件 生 活 条 件

地 形 気 候 人工の建拠物 生 活 の 姿

山 川 ー平 野 土木情造物 慣 刊 誌 伸

特 性 谷 ー 丘 社会施設 その{ 也

要 素 その他 交 通 遺 跡

その他

関 査 法 ι として. 現地踏査、その他地図、文献、ヒアリング f也

E量tt 者

1，，1を伐し、 (111 を析し〈生み出すか。

の 対 応

表 - 6の よ う に ま と め て み た 。 これらは 、大 き

く二 つ に 分 れ 、一 つ は 既 に そ の 地 域 がねって

いる自然や人聞が生み出してきたものであり、

在 来 条 件 、 あ る い は そ の地 域の ス ト ッ ク と 呼

べるだろう 。 こ の 中 に は 、 現 に そ の 地 域 に 自

に兄え て存在するものと 、f良普や法律といっ

た地域の約束ごとも含まれるだろう 。 一方 地

域 特 性 要 索 の も う 一 つ は 、 地 域 エ ネ ル ギ ー と

も言える将来条件( フロー) がある 。 これに

は 、公共 や民 間 の 投 資 予 定 と 、 地 域 や 住 民 の

意 志 と い っ た 人 間 の エ ネ ル ギ ー も 含 ま れ る だ

ろう 。 こ の 中 に 、 私 達 が 設 計 し よ う と し て い

る郎市構 造 物 も含まれている 。

こ の よ う に 地 域 は 種 々 の 特 性 要 紫 を 含 ん で い

る が 、 そ う い っ た 特 性 要 紫 の 何 を 把 握 し て い

くかは 、設計者i にとって重要である 。 表一7 に

梢 造 物の地 域 化の 手 法 と し て ま と め て み た が 、

ど う い う 意 図 を も っ て 調 べ る か 、何を 詳しく

調 べるか 、また、どのよ うな方法で調べるか

は、 一 つ に は 設 計者 の 意 図 や 、 地 域 また 社 会

の意志によって 違 ってくる。あるいは、 構 造

物の地域へのインノ T ク卜によ勺ても迷ってく

るし、更には 、 精造物と地主主との結合手法、

つ ま り 設 計 者 に お け る 結 合 へ の 芸 術 的 役 術 の

お 低 に よ っ て も 違 っ て く る 。 このように何を

f巴f産していくかは 、手色えずフィードパックを

くり返しながら深めていく 必要 がある 。

表 - 7 構 造 物 の 地 域 化 の 手 法

将 来 晶 件 ( フロ )  

公 共 役資 民 間 投資 地 壇 や 住 民 の 意志

道 路 建 設 l-"/II I!主宅建設 反 対 陣 成

公共施政の趨 ｉｾ 企 躍 の 雄 投 事 bll 媛 助

郎 市 計 画 { 技 終 } その他 6'1意 工 夫

その他 インパクトが与え

られ立場合の吋Jz，

そ の 他

IJl. J也i ?l tt 、耐Sdi i fh曲、文献. ヒアリング他

ミニマムの剛山とマタ シマ ム へ の 開 )J ，

価 値 基 準 や 目標 が必要である 。 更に市11市 と い

った総体ではなく、 地 域 としての価値 u準 や

目標も必要である 。

こ の よ う な 価 値 基 準 や 円 棋 は 、 ど の よ う に し

て 設 定 さ れ る の だ ろ う か。 それは、 I也t或にか

かわる総ての人々の総怠で‘ 決められるものと

言 っ て 良 L 、。 しかし、 地 域 に お け る 利害 得 失

や 思 惑とい っ た個々のな志をただｾＺ丞するだ

け で は な く 、 そ れ を 乗 り 越 え て 、 地 域 で 共 に

生活し て い く も の と し て 、 おTi い を 認 め た 共

通の目標が必要ーである 。総 て の 人 々 が助 け 合

い 、 持 て る も の を 山 し 合 っ て 、 共 に 楽 し ん で

い く 共 同 社 会 の ル ー ル と も 言 え る し 、 そ れ は

ま た 、 共 同 社 会 の 目 線 で も あ る 。 設 計 千fは I1

らがその- nで あ る こ と を 白 党 し 、 そ う い っ

た目標を達成していく 一 つ の 榊 造 物 と し て 検

討 す る 必 要 が あ る 。 また 、一 方では、 f"J がJ也

域 の価 値 基 準 であり、 日棋 で あ る か を 絶 え ず

追い求 めていく発力も 必ｾ ーである 。 このよう

にして ， 地 域 対 応の価 値 基 準 を泣かにしてい

くのであるが、以下、 表 - 6の地 域 特性 婆 紫 の

分類にそって、 地 域 対応 手 法 を 更 に 検 討 し て

いくこととする 。

3  ) 在 来 条 件 と の 対 応

在 来 条 件 で あ る ( 1然 条 件 やl必 史 条 件 に つ い て

は 、何 を残し f"J を新しく生み 出 す か と い う 判

断 が 重 要 で あ る 。 このことは「保存と Il日づき の

問Ml J としてよくあっかわれており 、日fli しい

問 題 である 。

っ て行く必要がある 。

4  ) ミ ニ マ ム の 確 保

一一一シ ビルミニマムと 1' ¥ブリ ック ミ ニ マ ム

一 方 、将 来 条 件 と の 対 応 で あ る が 、 こ れ に は

「ミニマムの確保」と「マクシマムへの努 力」

が必要である。

松 下支 一氏 が 、 ナ ショ ナル ミニマムと いう 言

必 の示唆 により造語されたシピ ル ミニマム は

現 代 に お け る 市民 の 「 生 活権」、 さらに 、自

治体の「政汲ご公準」として設定されると説明

されている 。 間 単 に は 市 民 生 活 基 準 と 認 識 さ

れ て い る が 、 こ の シ ピ ル ミ ニ マ ム 概 念 が は た

している、 「市民の必嬰を生活権ついで生活

基 準 と い う 客 観 規 範 へ と 定 位 し 、 その達成を

自治体ついで国の政策ないし Jt 幽 の 政 策 公 準

と し て お き な お し て い く 役'HUJ は 重要 である 。

ただ刻 時 点 では 、 ど う し て も 「 政 策 公準 」と

いう忍l味 により 、公 共役 i司法準重 視 とな っ て

おり 、 地 域全体の投資にあIす る 基 準 と な っ て

いな L 、。 そういう芯l味で、本 来 は シ ピ ル ミ ニ

マ ム が 網 縦 す べ き な 図 の あ っ た民 間 投資 に 対

する北準を「パブリ ック ・ミニマム ( P lI bli c

mi ni ml l m)  J  と設定するのも芯J 味 が あ る だ ろ

う。 r政策公準」に対して、 r!也域 公 準 」 と

言えるだろうか。 例 え ば 、 近 年 ( 1治体で多く

作成されたI l f ，J発 指 導 要ruや、あるいは、 ドイ

ツごす=でμ られる窓辺 に花 をかざることを 義 務

づ け た り す る 基 準 は 、f"J も公共が投資をする

ということではなく 、地域 住 以 [' 1ら、 みんな

の為に守っていく 最 低 基 準 と言えるだろう 。

そ う い う 怠 昧 で 、 民 間 が公共 の 為 に 守 る 最低

基準ということで、 「ノ f プリ γ クミニマム」

と言えるだろう。

このように、 ｪＺｴｬＡＮｾ或 のシピルミニマムやノ ｦ ブ リ

γ クミニマムを 制 定 しつつ 、そ の事在f呆に つと

め て い く こ と が必 要 で あ る 。 そ う い っ た 意 味

で 都市 桝造物自身も、 「ミニマムは何 か」を

ギ リシヘ' の (.ll ，li ，: I'I ，I(1家 、 政 ド ク シ ア デ ィ ス 氏 |甘l いつつ 、モ の確 保 に つ と め て い か な け れ ば

は 地 球 的 胤 校 で 天 然 資 il! i! の危機を感じ、 r 1，;[も ならない 。

白然的ｾｽ也 ＴＱＵ から、人Ｑ｛Ｚ Ｑ が ｉｩｫ 大限に介入する 5  ) マ ク シ マ ム 計 画

地 帯 に 至 る 12の地慌を雌立する必要ーがある」 一 一地 域 文 化 計 画

と述べている 。 私達も自 ｾｬ ，行全体において、あ

る程度地域を区分して 、保存とI l H7Eの政策を

設 定 し て い く 必 要 が あ る 。 ただ、この場合に

1日I を 基 準 と し て 残 し 、 保 存 し て い く か が|日11m

ゾJ 、 どのような 方 法 で 調 査 し て い く か に つ となってくる 。 それには 、 fl l; l与の 必 紫 の現 代

いては、 表 -6 に 告 い て い る よ う に 、 ま ず現 地 的価値を、再発堀していく努力が必変ーだろう 。

踏 査 、 つ ま り 足 と 目 と 耳 と 、 そ のf也、体全 体 一 般 的 に 日 本 は ， Il fHEに カ が 人 り す ぎ、保存

で地域を 1'$ じることが- ( 1 1 : である 。 そ の 上 で には無r 1i n1"i' なl師が泊" 、 。 私 達 の 祖 先 が 築 い て

地 図 や 文 献 で 調 べ 、 感 じ た こ と を 確 認 し 、 更 きた逃t f : を大切にし、更により良いものへと

に新しいｾ，紫を加えていくのが良いと忠われ 再 生 し て い く 努 力 が 必 要 で あ る 。

る。 そ の 他 、 必 要 な デ ー タ は 、 配 業 13: 識，j J ;¥l t E 、 この在来条例ーの '1' で、 ['J 然 条 f午は特に土木柿

I也氏 調 査 、 そ の 他 種 々 の 方 法 で 淵ti してし、〈 造 物 に お い て ( 1然 と 人 1mの f中介 をするという

必' t - ーがある 。 意味により. i l l : 't である 。 私 iきは余りにも CJ 然

2  ) 設計 者 の 地 域 対 応 基 準 あるいは 、 [' -1然 の 摂i 'll とい ったものを 知l らな

このようにして f巴il 1され てくる !tl!.J-，或 と、 わ時逃 い の で は な い だ ろ う か。 川 は川 らしく ilザは泌

物 を 結 ん で い く の で あ る が 、 そ の liiI 従 と し て ら し く あ る よ う に し な け れ ば な ら な い 。 ( 1然

説 。|告 は地械の価値基準や1 =1棋 を lザ] 維にしな を 見 きわめ、 ｉ ｾ ｉ 然の恐ろしさだけでなく、 ｬ ＺＮＮｴ

ければならなし、 。 然 の 美 し さ や 、 や さ し さ 、 ま た 、 楽 し さ を 'J 1  

郎市は安全であるべきだ 。 自 ｾｬ rli は印刷j である き出さなければならな L 、。 柿 市 に お い て は 人

べ き だ。 郎 市 は 楽 し く あ る べ き だ。 郎 市 は 美 工そのまま 、 (1 然そのままではなく 、人工と

こ の よ う に し て 、 個 々 の 柿 造 物 が ミ ニ マ ム を

俄 f呆していくと同日寺に、土也域における、マクシ

マムの ，:t画 も必 安である 。 これは 、 近 年 、 大

11反J W:ri; で 険 討 さ れ て い る 地 域 文 化 社 画 と も 言

えるだろう 。

地 域全体 をもう 一 度 総 体 と し て と ら え 、 そ の

地 域の他 とは追 った 特 色 を ふ ま え て 、 新 しい

化 を生み 出 していく 。 そ の エ ネ ル ギ ー は 、

公 共 の 投 資 で あ っ た り 、 民間 による 建 設 で あ

ったり 、更 に は 地 域 に 住 む 人 身 の エ ネ ル ギ ー

による 場 合もある 。 特 に 最 近 の 館 市 構 造 物 は

地 成 住民 の 創 意 工 夫 を取 り入れる努 力が少な

い。 チ 供 達 の 壁 画 や 、 さ ら に 在 住 の 画 家 に 腕

をふるってもらったり 、 老 人 達 に よ る 花 壇 っ

くり7 ! f ; 、すべての 人 々 の 持 て る も の を 生 か し

てし、く手法の 開 発 が 必 嬰 である 。

これからは 、地域はI也I或の人身門 身 のものと

して行C.ill:し 、 あらゆる 人 が々、 地 域 社会 に プ

ラスしていく努力が必 要 である 。 そ う い っ た

- 0 として 、郎市. f i ' l i 造物の" 生，i j - 者も白らを白

しくあるべきだ 。など 、郎市に対して いI らかの 自然の調不nとい った新しい芸術白IJ 造 へ と 向 か 党 す る 必 要 が あ る 。
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日本建築協会

月間の動き

昭 和52年 4月 分

理 事

. 6.  

-z:;;-

19日 正 午 - 2 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 塚 本 会 長 ほ か17名

正 午 よ り 新 旧 役 員 会 食 後 理 事 会 を 開 催 、 旧 役 凸

の出席者 l 名

議 事 (1) 理 事 会 務 分 本 並 び に 主 幹 選 出 の 件

(2)定例理事会/ J III在日 H寺決定のf牛

13)昭 和52年 度 委 員 会 委 員 委 嘱 の 件

(4)参 与 委 嘱 の 件

(5 )事 務 局 長 任 命 の 件

(6)昭 和52年 度 事 務 局 職 員 給 与 引 上 の 件

Ｈ Ｗ Ｉ ＧＮｉｾ務局職員採用の ｦ 牛

(8 )前 年 度 よ り の 引 継 事 項 承 認 の 件

(9 )大 阪 府 建 築 部 長 歓 送 迎 会 開 催 の 件

(10)寄F付金受領のf牛

(11)入 退 会 者 承 認 の 件

(12)報 告 事 項

建 材 委 員
A

E

 

委 員 会

1 日 5 時 半 - 811寺半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 山間 ・牧 田 正 副 委 員 長 ほ か 11 名

議 事 (1 ) 自己紹介

(2)新 年 度 訟 材 委 只 会 の 方 針 説 明

(3 )防鈎混平日剤について

(4)r 新 述 材 紹 介 コ ー ナ ー J 6 月以降1&，1現分

(5 )そのほか

27日 511寺半 - 811寺半 於 会 館 集 会 室

出席- d 山悶 ・元 木 正 副 委 員 長 ほ か12名

議 事 (1 ) 正副委員長選出について

(2)新 年 度 の 委 員 会 運 営 に つ い て

(3)r新 建 材 紹 介 コ ー ナ ー J 6 月 以 降fl;H出分

(4 )防2南t昆和剤について

(5 )そのほか

事 業 委 員

. 6.  

-z:;;-

広 報 小 委員会 P R 分 科 会

1 日 611寺- 811寺半 於 会 館 3 階 会 議 室

出 席 者 l京兄斡 * ほ か 2 名

議 事 (1)第35回展示写真「奈良市新庁舎」の写真展

示について

若 い 会員の集 い デ ィス カ バ ー 大 阪(2)現 地 調 査

2 日 1 11寺- 511# 於 大 川 端 散 策 … 泉 布 鋭 か ら

一 大 阪 城 公 園

出 席 省 赤 木 t : i ' rほか 4 名

若 い 会員の集し、小委員会

5 日 6 0寺- 911寺 於 会 館 集 会 室

出 席 者 森 下 別 委 只 長 ほ か21名

殺 事 (1 )昭 和52年 度 別 委 員 長 、幹 事 選 出

(2) 3 月の事業実1 ! t ! i 報告

Ｈ Ｓ Ｉ 本年度の年 Ｑ Ｑｦｉ ＼ ｉｊ ｾ 控 企画について

(4 )そのほか

広 報 小 委 員 会

6 日 611寺- 811寺半 於 会 館 集 会 室

66 治集 と社会 / 1併7年611 刀

出 席 者 市 川 副 委 員 長 ほ か 10名

議 事 (1) 昭 和52年 度 副 委 員 長 、 幹 事 の 選 出

(2)P  R ・研 修 ・親 睦 各 分 科 会 担 当 委 員 の 編

成について

(3 )本 年 度 の 事 業 企 画 に つ い て

(4 )そのほか

見 学 会 小 委 員 会

7 日 611寺- 8 11寺 於 会 館 集 会 室

出席者 堀 田 別 委 只 長 ほ か 9 名

J殺事 (1) 昭 和52年 度 副 委 員 長 、 幹 事 の 選 出

(2 ) 3 月 の 見 学 会 実 施 報 告

(3 ) 4 月一 5 月の企画について

Ｈ Ｔ Ｉ 本年度の ｦｬＧＭｉＺＺｲＧ ｬ ｾ 業企耐に つ いて

( 5 )そのほか

大 阪 ガ ス 泉 北 第 2 工 場 見 学 打 合

8 日 27 日 1 11寺、ド - 4 時 於 J i Ut 第 2 工湯

出 席 J 守 大 林 組 巡 回 工 'IJ 々 務 所 長 代 思 ほ か 2 名

若 い 会 員 の 集L 、小委員会

第 2 圏 第 3 回 合 同 企 画 分 科 会

12日 711寺- 1011寺 於 会 館 3 際 会 議 室

出席者 三 好 、 大 久 保 主f 訂正か 6 名

ｊ ＮＱｩ Ｇ ｉ ｾ＠ 1:¥'; 2 同 ( 神 戸北野町を行く ) 、第 31可 ( 音 環

境 ) の 企 画 全 般 に つ い て

委 員 会

21 日 6 時 - 811寺 於 会 館 集 会 室

出 席 者 建 国 委 員 長 、 乾 ・堀 田 ・市川各国IJ 委 員

長 ほ か 4 名

議 事 ( 1 ) 昭和52年 度 正 副 委 員 長 、 幹 事 の 選 出

(2 )各 小 委 員 会 の 事 業 報 告 及 び 本 年 度 の 事 業

企 画 に つ い て

(3)そのほか

若 い 会 員 の 集 い 第 2 因 企 画 現 地 調 査 及 分 科 会

24日 l  時 一 811;f 於 神 戸 市 北 野 町 ほ か

出席省 三 好 主 査 ほ か 5 名

編 集 委 員

. 6.  

2玄

設 備 特 集 編 集 幹 事 会 ・新! 日合同設備分科会

4 日 正 午 - 2 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 佐 々 木 友 喜 旧 委 具 、 西 村 委 只 ほ か 4 名

潟 水 ( 1) 7 月号以降の 「設備の頁」の企画

( 2 )r建 築 と 社 会J 7 月号設備特集の企画

(3)幹 事 の 互 選

投 稿 欄小委 員 会

5 日 4 時 - 6 時 於 会 館 3 階 会 議 室

出 席 者 芝 山 委 員 ほ か 4 名

J接収 (1ド私 た ち の グ ル ー プε 今 後 の 企 画

(2 )テーマ投: 事官と自由投: 高司について

(3)本 会 誌 に 対 す る ア ン ケ ー ト に つ い て

(4 )投 稿 欄 小 委 日 会 副 委 員 長 互 選

委 員 会 総 会 (新 旧 合 同)

13日 41時- 611寺半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 育iJ 野 編 集 理 事 、 中 村 甲一 氏 、 松 原 孝 史

旧 委 員 ほ か28名

議 事 (1 ) 自己紹介

(2 )編 集 委 員 長 の 互 選 と あ い さ つ

(3)各 小 委 民 会 副 委 員 長 ・各 分 科 会 幹 事 の 互

選 と あ い さ つ

(4 )編 集 委 瓜 会 の 織 成 と 編 集 に つ い て の 説 明

(5)号| き継ぎ事項 ( 4 月号 - 8 月号)

(6 )本 年 度 編 集 の あ り 方 お よ び 収 支 目 標 に つ

いて

(7 )そ の ほ か ( 9 月 号 以 降 の 特 集 、 建 築 の 限

新 執f在者、 7 月号以降の表紙デザイン 、

委 員 会定例日)

作 品 作 風 小 委 員 会

13 日 6 時 - 8 時 於 会 館 3 階 会 議 室

出 席 者 大 辻 委 口 、 以 田 l臼委只ほか 6 名

殺 事 (1) 今 年 度 の 作 品 作 風 欄 の 方 向

(2) 4 月号以降の作品について

(3 )小委員会定例日

7 月 号 編 集 幹 事 会

14日 3111半 - 511キ 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 伊 藤 克三特 別 幹 事 ほ か 6 名

議 事 7 月号「照明設備」特集の企画の具体化

8 月 号 精 進 特 集 編 集 幹 事 会

18日 61侍- 8 時 半 於 会 館 3 階 会J誰室

出 席 者 貝 戸 俊一持 別 幹 事、須 賀 旧 季 rJ ほか5 名

J草取 8 月 号 構 造 特 集 の 企 画

広 告 企 画 小 委 員 会

25日 4 時 - 6 時 於 会 館 集 会 室

出 席 在 中 村 委 員 長 . i J度辺委員ほか 7 名

殺 事 (1 ) 別委凸長互選

(2)本 年 度 収 支 目 標

(3 )普通広告の噌収計画と「普通広告主査」の

設 置

(4 ) 7 月号「照明設備」特集広告企画

(5 )特 集 関 連 特 別 広 告 担 当 者 の 設 世

7 月 号 「照 明 設 備」特 集 編 集 幹 事 会

27日 311寺- 5 時 於 会 館 集 会 室 ー

出 席 者 西 村 幹 事 ほ か 5 名

議 事 (1) r!照明設備」特集の具体例について

(2 )特 集 関 連 広 告 企 画

住 宅 委 員
ム
一
品

住 宅 コ ン ク ー ル 審 査 打 合

5 日 5 時 半 - 9 1時 於 ビ ジ ネ ス 会 館

出 席 者 小 西 委 員 長 ほ か 5 名

級 事 図面寄主主並びに現地調査打合せのf牛

委 員 会

12日 511寺50分 - 8  H寺 於 会 館 集 会 室

出 席 者 小 西 委 員 長 ほ か14名

議 事 (1 ) 委只長等選任の件

(2) 1 主宅コンクール審査協力の件

(3腔 宅 展 の 件

(4 )定 例 開 催 日 時 の 件

住 宅 コ ン ク ー ル 現 地 審 査

16日 17日 於 ぴ わ 湖 ロ ー ズ タ ウ ン

出 席 省 小 西 委 員 長 ほ か 5 名

建 築 デ ー タ シ ー ト 委 員 会

B グ ル ー プ 打 合 会

6 日 正 午 - 211寺 於 会 館 集 会 室

出 席 者 羽 入 幹 事 ほ か 4 名

J殺事 ( 1) B グループのシートの分但について

(2 )今後の作業予定について

(3 )その他

企 画 分 科 会

7 日 正 午 - 3 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 酒 井 幹 事 ほ か 4 名

ｊ 韓司 ｾ (1 ) 企画分科会各分掌による具体君主の検討

(2 )そσ) f也

C グ ル ー プ 打 合 会

8 日 411寺- 6 s寺 於 会 館 集 会 室

出席者 樋 口 幹 事 ほ か 3 名

議 事 ( 1) C グループのシートの分但について

(2 )今後の作業予定について

(3 )そのf也

D ク ル ー プ 打 合 会

14日 正 午 - 2 時於会館: u : 急会室

出 席 者 藤 弁 幹 事 ほ か 6 名

議 事 ! 日幹事の選出 について

(2 ) D グ ル ー プ の シ ー ト の 分 他 に つ い て

(3 )今後の作業予定について

(4 )そのf也

企 蘭 分 科 会

15日 正 午 - 2 時 半 於 会 館 集 会 室



出 席 者 酒 井 幹 事 ほ か 4 名

殺 事 ( 11建築データシート 「ノ、ンドプ y ク」出版に

ついて、委員会への提案事項の決定

(21その他

委員会

27日 5 時半 - 8 時半 於会館集会室

出席者 井上委員長ほか20名

殺事 (1 ) 自己紹介

(21委員長 、副委員長の選出について

(31昭和51年度収支報告について

(4 1各グループ打合会の報告に ついて

(5 1' 建築データシートハンドブ ック J (仮称 )

出版について

(61そのほか

出 版 委
ム
一
品員

委員会

11 日 5 時半 - 8 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 小 林 委 員 長 ほ か 5 名

議 事 ( 11委員長互選

(21前年度引き継ぎ事項

(31技術選s t: の経過報告と今後の進め方

法 規 委

. 6.  

-z;;: 員

委員会

18日 3 時 - 5 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 市 川 委 員 ほ か 7 名

議事 (1 ) 委員長 副委員長互選

(21定例日 ・休会月

(31委員移動

(4 1本年度のとりあげるべきテーマ

(51次回委員会について

教 育 委 員
. 6.  

-z;;: 

委員会

18日 5 時半 - 7 時半 於会館集会室

出席者 岡田、佐々木正副委員長ほか 5 名

議事 (1) 昭和52年度正副委員長、幹事の選出

(21各小委員会の委員織成について

(31本年度の事業企画について

(4 1そのほか

見
d  

- 十

. 6.  

-z;;: 

外壁保存の現場を見る・京都中京郵便局と同志

社大学ハリス理科学館の見学

9 日 1  11寺半 - 6 1 1寺

参加者 34名

・中京郵便局

設計監理 郵政大臣官房建築部

施 工 株 式 会 社 大林組

・同志社大学ハ リス理科掌館

設 計 施 工 株 式 会 社 大 林 組

日本経済新聞社大阪本社新館新築工事の見学会

19日 211寺- 4 1 1寺半

参加者 55名

設 計 施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

研 修
. 6.  

-z;;: 

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

A S T M研修 会

一芦屋浜シーサイドタウ〉イコ建設現場をたずねて ー

14 日 l  時半 - 5 時

参加者 48名

講 師

A S T M共同企業体総合工事々務所刷所長

ii'j山卓郎氏ほか

建 築 ク ラ ブ

観 jlJ 会

7 日 占守村正 ｩ 到コマ ｊｗｊｾ

飢 ｉｾｕ 者 ＵＰ 名

役員会

11 日 正午 - 1 11寺 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 塚 本 代 表 ほ か 6 名

議事 (11J1召和51年度収支決算報告承認の件

(21昭和52年度収支予算の件

(315 月以降の講師決定の件

(4 )辿営委員長並びに司会者互選の件

Ｈ Ｕ Ｑ そのＨｾか

朝 食 会

12日 8 時 - 9 1 1寺半 於大阪グランドホテル

出席者 84名

当日は読売テレビ参与 末次摂子氏より「おん

なの HRJ と題してお訴を伺った 。

4 月 の 入 会 者 (敬称略)

〔団体会只 l 社〕

(株) 総合技術コンサルテント大阪事務所

〔個人会員 18名〕

五卜胤健二 暗盟国 延ー 岩本達男

片岡敏明 ｾｴ 川良 二 { 主藤 豊

111  中孝i J l ， 高 木 政 彦 徳 椴 憲 二

中 浜 秀 夫 林 浩二 平 野 公ZE

雌 1ド 勉 d生江 r，1i'!子1 I師 団 裕一

三木 貞 雄 山 形 政1173
説o.ζ戸

大川

〔准会員 1 名〕

備 凹 文 彦

建 築 積 算 技 術 者 募 集

- 資 格 工 業 高 校 卒 業 以 上 ・ 経 験 3 年以上・ 30才 迄

・面接 随時 (履歴持参・お越しの前にご連絡下さい)

日積工務株式会社

代 表 取 締 役 生 島 道 春

干542 大阪市南区大 宝 寺 町東 之丁20宇野ピル

T E L  大阪 06- 251 - 3195 (代 )

※  地下鉄堺筋線長堀橋下車、東へ 3 分

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

春の“ 鴻池新田会所の一般 公

開" 大モテ

東大阪市の国鉄片岡I線 ・鴻池新田駅線路沿いに、

周泌をめぐらせた i!fJ 池新回会所が見られる 。元禄

16年( 1703年) 河内郡今米村の庄屋 ・中甚兵衛が、

洪水の多かった大和川 の流れを上界の方へつけかえ

ることを幕府に願い 出たところから 新田開発 が始

まった 。 この開発を豪商 i! 自池普右衛門宗利 が行っ

たが、その折のE主管 ・管理のために設けられたの

が、この鴻池新国会所で、完全に現存する会所と

しては11佐ーのものである 。

国の史跡に指定されているこの会所を、東大阪

市教育委員会では市制10周年を記念して去る 5 月

3 日より 9 日までの 1週間初の一般公開をしたが、

予想を大きく上回り、 8 日の12，750人を筆頭に計

53，000人の人々がつめかけた。

本屋は660m' で単府入母屋造二重本瓦廷で 、土問

もの

の広い空間1をつくる上告11の架椛が見物である 。ほ

かに道具蔵 ・米蔵 - 文台蔵があり、庭園も廻遊式

にな っている 。

その昔、大阪市東区今織にある鴻池本邸に火事

があれば、この会所から見はるかせて、村人を集

めて今絡までかけつけたという i!(l 池家の支配は、

戦後の農地改革で終わ った。しかし 、かつて小作

人であ ったのだろうか、長ぐつをはいて背をまる

めた老人が南北40m、東西12mにわたって下から

1m ほどえぐれて坊のとびだしている米蔵の壁を

指さして、洪水に見舞われた日のことをつめかけ

た人々に話していた 。思い出話の交歓の場でもあ

ったこの一般公開は、 5 月 9 日午前中で正冬わった

が、東大阪市では秋、 11月初旬にも再度公開する

ことを予定している 。

67 
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内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市生四区北長狭通 4 - 1  (英和 ピル)

支 庖

ｾＱＲ 訴事 ｪｬ 戸 ＨＳＳ Ｑ Ｉ 0881- 3  

大阪市北区紛笠町50{ 堂ビル 5 階 502号室)

'，[ 話大| 仮 ( 364) 2031- 4  

神戸市芥介区八幡通 1 - 5  ( 電話221 2923)  倉 庫

創 業50有 余 年 、 当 社 で は 製 品 製 造 か ら 責 任 施

工 ま で の一 貫 し た 作 業 シ ス テ ム に よ り 、 漏 水

原 因 を 克 服 し た 理 想 的 な 総 合 防 水 層 を 完 成 さ

せ ま し た。

・奥 山 式総 合 防 水層 の 特 長

継 目 が な い / 温 度 変 化 に よ る 伸 びがない/ 腐

らない / 柔 軟 性 に 富 ん で い る / 耐 候 性 に 優 れ

ている / 製 品 及 び 施 工 技 術 が 優 れ て い る / 完

全 絶 縁 工 法 で 施 工 出 来 る

奥山化工業株式舎紅

本 社 東 京 都中央区銀座8-4- 11 電 隠03(571)  2703 

カッパー防水帯

コーパータイト

オクロン防水帯

新工法プレノテクト吹付工法

- ぉ申込次第カタ ログ進呈

厚木出張所 厚木市 金 回字宮畑 2 5  9 電話0462(21)6092

大阪出狼所 大阪市都島区都島中通り 2-3- 1 電話06(921) 2497 

名古屋出張所 名古屋市南区若草町 3- 3 電話052(811)3660

九 州 出 張 所 佐 賀 県 諸 富 町 電話0952(47)2945

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 東 区 l何十字1UTl - 12 日生ビル 宮 ( 943) 6571代 表

"*京 ' 1'iIi浜 ・胤 岡 ・ml山 ・水 戸 ・j兵恰 ・岡崎 ・名古屋 ・7:・;山 ・大 i三Ir，ぷ布11・4界・神 戸 ・広 jゐ・福岡他全 国 主 要都 市
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l場 竜 丸 株 式

ｦｾ ぷ取締役 山本博三
社 大 阪 市 北 区 中 之 /; ，¥ 3  - 3  判1 日 ピ ル

T E L  大 阪06 ( 3  8  5 )  1  3  6  1  ( 代 )

di  .. Hi : 水 町 3 - 3  4  - 6  

T E L  大 阪06 ( 3  8  5 )  1  3  6  1  ( 代 )

ぷ J時11 rlj .t; ， ; ( 区 西 点 制 五 与 野 町 2 1  

T E  L  ，;( 打11 075 ( 3  1  1 )  1  1  8  5  Ｈ イｾ Ｉ

市 中 央 区 議 院 1 ー 1 4  - 8  

T E L 九i 陪1 092 (  7  7  1 )  6  1  6  8  

電 気 設 備 の 頁

社

A

Q

一

A

設 計 施 工電 気 設 備

朝

電 気・言十装 工 事 設 計 施工

栗 原 工 業 株 式 会 紅

ーを

凶日久

本

本ヰ土営機所

京 都 営 雛 所

英

大 阪 市 北 区 高 垣 町 16 東 阪 急 ピ J レ T E L 0 6- 3 13- I I OI

支 l苫 東 京 ・ 名 古 屋 ・舞 鶴 ・京 都 ・天 理

大 阪 南 ・神 戸 ・広 島 ・ 四 国 ・ 九 州

信原架取締役社長

九，¥ r，l¥j  福 岡 出 張 所

盟i
，、

代表取締役 林 敏夫

大 阪 市 北 区 紛 笠 町 5 0  ( 堂ビル 7 1精)

ＧｾｬＡＺ＠ JI丹 ( 361) 3  6  7  1  (代 )

東京町11 中 火 区 日 本 怖 箱 崎 町 3 丁目 2 番地

7江 市i ( 671)  1  4  7  8  (代 )

川 山市 ・ -1' 11 校! 京 ・ 堺 . r;，i  山

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

姉 ')11 正 男

社

電 気 工 事 設 計 施 工

一
一
一

株 式 会 社

常務取締役支社長

大阪市東区高腿橋五丁目 二八番 地 電 話 大 阪 ( 202) 0325- 9 番

本 社 東 京 都 千 代 間 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 札 帆 ・ 仙 台 ， :;!L ノ 内 名 古 屋 ・福 岡

営業所・出抜所全国主要都市20ヶ所

ヰ土

庖

本

支

出 張 所

設計・施工

司'

株 式

電 気 工 事J

A

S

A

 

エ

三

社

式

去

一

株

帆

胡

機

嘉

F

電

出

暖

宝

附

気電

ぷ〉 社

取締役村長 中 本 正 明

社 大 阪 市 械 * 1". I此 f j 三 r 11 Ti. 待 卜 七 号

ｾｬ￮＠ ，11; 大 阪 (931Ｉ 代 ｊｾＷＳＴ Ｑ Ｍ Ｕ

大阪r ! i 城点|王l占有三 1'1 1卜七佐一号 屯訴大阪 (932)2869

4E良県御所 rli 御問illi360 'Ili，l吊御所 (2) 0122 

校) J r ! i 山之 1:附町 l の 1 Ｎ屯 ｉＡｉｾ 枚方 Ｈ ＴＳ Ｉ ＸＶＵＹ Ｇ Ｈ ＴＴ Ｉ ＹＲＳＲ

神 戸 市Ｑｦ合医行ｾ通六 Ｑ ＧＱ Ｑ Ｂ 、 昨五号 ｾ ＧｬｬＮ ｬ ｬｩ 神 戸 Ｈ ＲＴ Ｑ Ｉ ＵＹＶＹ

ム一

A

h : =  

ヌL中 本 電

本

資 材 倉 庫

奈良営業所

彼方営業所

神戸営業所

社

大 阪 市 北 区 紛 笠 町 5 0  ( 掌 ビ ル 3 階)

' ;1!，話 (364 ) 1  4  7  1  (代)

東京都港区新紙 2 - 1  6  ( ニュー新橋ビル 7 階)

電 話 (504 ) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 2 丁 目 2 0 番 地

' ; J l 話 ( 991 ) 5  1  3  1  (代 )

堺 ・千 葉 ・ 宇 都 宮 ・ 熊 本

ト1

ー

*  
支ー

同支

神 戸'; ; ; ; 業所

各種電気工事設計施工・制御盤製作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役社長 池 内 文 夫

大 阪 市 内 淀 川 区 HI Ｇｉｾ 回 ｔ 1 丁 目 1 1  0 岳 地

:正 ;1吊 大 阪 ( 472 ) 代 ; ; ( 1 1 0 1 - 7

点 点 目IS.r.'. 川 医 ，Jq 1Lt.又 111 6 丁口 25併 11 ｊＣ［ｾ＠ (  lu'; }: ，' ; ピル )

ι 羽 ムU J ; (  ( 491) 1746 ( 492) 0182 ・ 0350

北 九 州 山 小 合 区 鈍 物 耐Ij 町 2 3 得 I也

'.[t ;i li 小 介 ( 56 ) 5  6  6  5 ・5 8  1  8  

.I.! :)  T- 必 剥l 歌 山 t. .Ii 出

電 気 工 事 設 計 施 工

キ上-1.: 

支

社

A

Q

一
品

事 株 式

自日四林

工

取締役社長

藤エ太 陽

すよ ｾｦｩｪｲ

大 阪 di 稲 山 lメ 初 白 7 - 22 - 8  

T E L ( 06)  452- !  1  5  1 ( 代)

大 阪 di 此花| 灰白屋 1 - 1  - 27 

T E L ( 06 )  462- 1  3  0  1 (代)

キ土

7E力工事本書11

本

I1宇， ｾｂＱｕ 戸斤

電 気 工 事 設 計 施 工

宇富士電業株式会社

電気設備設計施工

高 千 穂 亀 繊 株 式 会 結
⑮ 

中 実

大阪市西区北堀江上通 1 丁目 6 5  

電 話 大 阪 ( 538 ) 1 1 7 1 代表

東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

回
取締役社長

社本

」μ

右

大 阪 市 都 島 区 中 野 町 4 丁 目 8 ー I 0  

電 話 大 阪 ( 06 ) 358 ー I I  7  I 大 代 表

東 京 ・ 神 戸 ・九 州

雄久崎取 締 役 社 長

ヰ土本

営 業 所

営業所

中 央 電 気 工 業 株 式 会

取締役会民 今 村 騰

取締役社u 平 木 究

大 阪 市 北 区 悔 ヶ 枝 町 5

ｾｉｊＺ話 大 阪 大 代 表 ( 312)

東 京 ・1' ，古 hl . 阿 日 市 ・ 神 戸

松 山

電気・計装・空調工事設計施工

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事 ・ 設 計 施 工

t y卜画気工: ，; 二J 二Y リ レ ヲ 勝 式8 耐ｾ＠社

、昼二

1旦

大 阪 市 北 区 間 城川UIT15 T E L 0 6 - 3 6 4 - 3 0 5 6(代 )

東京・布11戸 ・広 ぬ ・岡山

名古屋・岡山 ・ 札幌・苦小牧 ・ 浜松 ・ 滋 ｴｾ

京 都 市 砂 - 三原 ・徳 山 . { 公山 ・新 肘 浜 ・稲岡 ' i'l' 縄

刀く本山取締役社長

本 社

支 科

事業所

6  l ' 陸地

8  8 8 1  

+ム
4

4

t

 

戸、

4

A
叶

6 9  

支 府

営業所



空 調 ・ 衛 生 設 備 の 頁

空 気 調 和 ・ 冷 暖 房 設 備

設 計 ・施 工

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

φ 郡朝日3 : 業社

本 社東京都港区芝松町 1 -25 - 7  ｾｉｉ 話 Ｈ ＴＳＴＩＶＱＷＱＨ 大代Ｉ

大阪支社大阪市淀川区加砧 1 -58-59 ;II 話 ( 302) 227 1  ( 代)

文 広 北 海 道 仙 台 ・ 名 古 屋 ・広 l斗 ・ 制 同

党 業 所 自11 路 ・函 館 盛 岡 横 浜 ・mr 問 ・京 都 神 戸

給 排 水 ・衛 生

11左 冷 房 ・換 気 設 計 地 工

芸 誌 大 阪 城 口 研 究 所

取 締 役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 内 I豆町I ー 屯 訴 大 阪372局7151( 代 )

京 都 市 来 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 屯 訴 京 nlI561局4944( 代 )

神 戸 市 中 間 区 下 山 手 通 六 / ー 屯 話 神 戸 341局 5 8  9  2  

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・防 災 ・産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

. " 大阪電気暖房株式会社
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沢
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応
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附

千

山

肌
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央
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内

小

心

地

仙

ド

〈

成

山

林

e
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阿

川

阪

ぃ

以

似

脱

出

削

川

剛

山

大

米

大

札

新

秋

・

以

庖

社

社

庖

所

所

業

張

本

本

支

支

営

出

空 気 調 和 設 備

各種送風機 ・風力輸送装置

給 排 水 衛 生 設 備 設 計 施 工 設計製作

空調機器類 ・公害防止装置

各種プラント設備

。株式舎社，，: ' 9. シ

本 社 大阪市住吉区万代東 6 丁目 3 T E L  ( 672) 1281(大代 )

営業所 東京 ・名古屋 ・京都 ・広島 ・福間 工場 和泉 ・名古屋

テレックス 本社 No. 562ー 7688 和泉工場 No 538- 5898 

- 給 排 水 衛 生 ・ 冷 暖 房

・ 空気 調和 設 備

. そのイ也管工事一切の設計・施工

( In 前線久手一事務所)

⑮ 斎 久 五 業 株 式 会 社 大 阪 支 広

大阪支庖 大 阪 市 北 区 常 安 町 11 電話 06- 443 - 5041附

東京本社 東京都千代田区大手町2- 6- 2(日本ビルデイング )

電話 0 3 - 2  7  0 ー 7 4  1  1刊

営 業 所 札 帆 仙台 ・千葉 名古屋 - 金沢 ・高松・岡山・福岡

出 仮 所 稲 井 倉 敷 広 島 苫 小 牧

空気ｾＺｲＮ， ｬ 和 設備

給 排 水 ・術 生 水 道

電 気 設 備

厨 房

三 機 工 業

ム

環 境 術 生 施 設

荷 役 運 搬 機 械

化 学 鉱 山 機 械

22 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 各 務 節

取締役支 j苫長 藤 田 初 蔵

大 l仮 11j" Mt 区 北 浜 2 T 七12  2帯 地 包括 大 l仮 ( 202) 代 或3071

本 ｊｉＧｾ＠ 東 京 日 比 谷 三二信 ピ ル

支 所 名 古 民 、 仮 問 、 札 械 、 広 μ 、 仙 台 、 北 | 出

H' ， 'i U  所 償浜、町松、 ｩ 甘，問、 ｾｬ 日、 ｬ 瑚山、金沢

70 

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計施 工

' ⑮三建設備工業株ま曾祉

大阪支庖 大阪市北区紅# 1 ] 町 6 5 番 J也 11!:話 ( 352) 1 1  3  1  (代 )

本 社 東京都中央区日本橋縦波町 2 - 22 屯 話 ( 667) 3431  (大代)

支 社 名 古 屋 ・仙 台 ・札 眺 広 島 ・福 岡 ・ 金 沢 新 潟 ・積 浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 設 計 施 工

。諒式会社 発 空 調
-ー
-

-・東京本庖 東京都新宿区西新宿 新宿住友ピル fE話 03- 344ー 1911

大 阪 本 広 大 阪 市 北 区 沼 田 町 16 番 地 屯 話 06- 363- 1371

支 庖 名 古 屋 市 中 村 区 下 笹 品 町 11 - 2  '，[訴052- 581- 8571

広 島 市 紙 屋 町 1 丁目 2 番 22 号 'r lLa古0822- 47- 4535

福岡市中央区大名 2 丁目 4 搭22号 屯 お092ー 761- 3795 

:11  ，; 長所横浜 ・筒井 ・京将11 神戸 松江 ・i' j' 純

管 工 事 業

@ 協和建設工業株式会社大阪支庖

取締役支! 万長 阿 坂 幸 男

大阪市北 ｬ 又ｾ品ＭｉｴｉＢ [1 3信地( 絞ttt・千代印ビル)

郵 便 貯号530 1'[1話 米 阪 (06) 346- 0721(( 勺

著書新日本空調株式会社

大 阪 支 m 大阪市北区2: 1: } ; ，lj 浜 IIIJ 1  - 2  5  ( 新大ビノレ )

'，[' l; fi (06 )  344 - 6  0  3  1  ( 代 )

本社 ・東京支出 来京郁中央区日本紛本石町4- 2( 三対第二別館)

7ι 話 (03)  279 - 5  6  7  1  (大代)

名 古 民 ・九 州 広 };，j ・f L 帆 ・米 海 村 . ｾｴ＠ ｉ ｾ を ・ 大分

デ巴

一 一 一 二工

<<< 

すく ーーーーー・調 ・衛 生 ・防

。 工 業賀5頁

大阪市西区土佐沼 1 - 2  - 3 0  T E L  06- 441 - 5171 

支 庖 東 京 ・ 大 阪 ・績浜・名古屋 ・京都 ・神戸・広島 ・福 岡

営業所 札幌・千葉 ・静岡・金沢 ・高 松

出 張 所 仙 台

空 気 調 和 地 盤 凍 結 冷 凍 冷 蔵

⑨ 蹟 否 膏 冷 機 構 衰 告 柱

本 社 大阪市南区瓦屋町 3 111'丁68番地( オートセンターヒ・ル2階)

Ａｦ ｾｬｩ 必番号 Ｕ ＴＲ ';II 話 大 阪 ( 06) 768- 5  0  3  1 番

東京営業所 東京都千代田区九段南 2丁目 2番5号( 九段ピノレ 8階)

郵便番号 102 1TefuTi 東京 ( 03) 262- 3  2  4  1  - 4 番



給 ・ 排 水 ・衛 生 ・消 火 ・暖 冷房 設 備

お 25 西原衛生工業所大阪庖

大 阪 市 大 淀 区 中 i-I! 南通 4 丁目 11 電 話 大 阪 ( 458) 3531番

営 業 所 京 都 ・ 広 品 ・ 天 理 - 福 岡

｜Ｇｾ＠
熱 と 空 気 の エ ン ジ ニ ア ー一一ー一

株 式 全 社

与 し / 大 気 茄 士・営 繁 盛8

ｾＢ 綱初 Ａｩ ，Ｂ 俗，鼻水 謝金 鈴 Ｐ ・ ｾ齢 Ｑ 愛

情 公奮闘 止問温級i・のI U十・創作 施 工

ホキi . 斑京支庖 東京高st I 宿区西明宿2 - 6-1 世03-344-1851 (大代) 大阪宝庫 n 06-203-3721 ( 大

代} 名古屋宜届 古052-21 1-1 535(代) 九州支庖 宮'092-431-2147 宮泉街 札幌・仙古 ・惜，兵・広

島・神戸 出積所 ー新品・金 沢 大 宮・帥岡・畳因 ・草郡岡山 ・松 山 鴨 志 鹿 児島 沖縄 ，、 ν コク

商毘は空気です。

制

温 湿 度 調 整 ・ 暖 冷 房 ・ 換 気 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 並 施 工

⑨日本管工業株式会社

五 Ｚ郎市 南区 西九 粂 ｾ回 目 ｔ 2  0  {昏 J也 の l

ｾ ｕＺ 話 Ｈ ＶＸ Ｑ Ｉ 5  1  0  1  - 5  ・佼|川 W Ill ( 691 ) 1045 

大 阪 1打 北 区 天 満 橋 筋 1 - 37( 天満 僑 北対 )

;lI ii ，r; ( 352)  3  5  0  1  - 3  

問 円 市 市 浜 岡 西 末 広 凹T m祈⑮7431- 3  

大 は rli rr III 浜 13 ー 15 ｾ ｉｉ 話 ＰＷＷ Ｕ ⑫ ＹＷ 3  8  

i主市 栄 町 2 - 1  1  1 屯話 0592 ⑫ 3 6 1  0  

iE ・湿度調整装置、暖房

冷房、水道、搬送機設備

設 計 並 ニ }jl白工

第一工業株式会社大阪支庖

大 阪 市 北 区 町 田 町 3 0  司Z 話 ( 364 ) 6  6  6  1  ( 代 )

本 社 東 京 都 千 代 田 区 ) L ノ 内 3- 3- 1 ( 新東京ピノレ )

m ;ffi ( 211 )  8  5  1  1 ・ 8 5  6  1  ( 代)

仙 台 市 新 伝 馬 町T 6  0  

'111  tl 丹 ( 21 ) 4  4  9  1  

4円 占 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6  

m. 話 ( 971) 3  6  2  1  

大 阪 支 庖

四 日 市 支 l吉

滋 賀 営 換 所

津 営 難 所

fll l  作 文 脂

:}' ，占E忌支 庖

2舎町産局毎ICJ
<+"，&. 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 ・ . 司 :1 ・J J 掴 ' 1

司F電・ー..，.

③首途端鴇幅員
l吉支

ーι ‘

「・
営 難 所

平' " 互業株式会社@  

空気調和 ・衛生設備

ガス設備 ・ガス住宅設備

。

大阪ガス指定工 事会社

大阪ガス設備機器特約庖

設計 ・施工

衛 生 ・ 空 気 調 和 設f; 1iJ . 設 計 ・ 施

;
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m

M

叩

泌

也

局

長

会

倫

理

ス

肱

え

M

m

本

Z

Z
設

耐

ふ

T E L ( 441 )附 1994・( 443)附0331大阪市西 灰江戸府 I -22 - 7  

空気調和 ・恒温恒湿 ・冷凍 ・冷蔵

給 排 水 衛 生 設 備 設 計 施 工

111:: ， i令}j;' • 笠 公 ｩＱＱＱ Ｇ｡Ｎ j!II! _J主調 4lZ袋 firf

b包

@ 不ニ熱学工業株式鋭
ｾ＠

-← 

工

套拘ｦ￭ｾ＠

設

高回

Ｇ ，ｉＱ ，［，ｾ＠ 261 - 2436((¥:) 

Ｇ［ ｬ￨ ｾ ， ｦｩ＠ 773- 1231( (t) 

NI 1 ;  ，九" I品1

大 阪 市 街 II liI( i 嵯 orf 2 - 5 0

東広行11人:ITI 区間的 込 1 ー 2 - 1  

銀 rfi ' 浜 絵 ，;0: r.J 1  

本 底

東京支底

営 業 所

大 阪 市 北 区 芝 田 町 55番 地 ( 北 阪 急 ビ ル 9 階 )

電 話 大 阪 ( 372 ) 2  5  1  1  (代表)

東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

大阪支席

キ土本

空気調和設備 ・給排水衛生設備・上下水道施設

環境衛生施設 ・公害防止施設/ 設計 ・施工

⑬ 山 田 工 襲 樟 京 倉 紅

本社且菅工事事I/i部 大 阪 市 西 区京 町堀 1 - 6 - 8 世話06(443)8161(k ft去)

環境装 置4' JVi 部 大阪市桂 川区三山屋南 1 - 1  - 35 世話 06(羽8)l 491(代公)

東 京 支 応 車，;f fts iI 車区fnド 1- 8 - 4 (rl i1Rピル) ;1t，lfi 03(ω，) )8421 (代} i )

名 古 屋 支 広 名 古 屋 市 中区輩 2 - 16  - 13(京極ビル) ｾｉｬ ｾ 首 ＰＵＲ Ｈ ＲＰＲ Ｉ ωＷＷ Ｈ 代ｊｩＩ

出 張 所 神 戸 ・品i 岡 松 山

空 気 調 和 設 備

設 計 施工

換 気 ・除 塵 設備

く坦坦型量コ

一 般 空鯛 設備・ 恒 温 恒 1M，設備・ 冷 猿 冷 蔵設 備

冷 却 乾 燥 設備・ 環 境改 響 設備 よそせのf他也上量託己に 附

，【L 帯帯事す る 衛 生

ｉｾ 〆イ ｦ ヲ司著 ｲ 牢 ｊ 〆フＷＧラ］シ〆ト繍ヨ Ｘ 率担 主

支々官《 取 締 役社 反 北 川 一 郎

本 社 大 阪 市 大 淀 l烹 q-' LI ! 本泊 1 丁 目 2 併 I也 ホ ー コ ク ピ ル

干 531 m: 祈 大 阪 ( 06) 372- 5171(代 表)

点 京 都 中 央 I在 日 本 柄 本 日I[ 3 の 1 共 同 ピ ル

〒 103 lu: 約 束!;，( 03 )242 - 5521  ( 代 表 )

耐" 問 名 古 L1!. ・丘 / : ， ¥ 札 悦 I111

大 晃 設 備 株 式 会 社

( 旧三晃空調瓦斯工事部)

大 阪市北区水中市町 3 4 - 2  屯 話 06 - 313- 1846

大阪市北 区木崎町 3 4 - 2 ｾ｛ ｍｩ＠ 06- 313- 1846 

枚方市巾 安 聞東町 9 番 3 号 屯話0720- 49 - 2128

大阪市北区木4嶋田T 3 4 - 2 'i l1話 06 - 313 - 1846

枚方市中 変 悶点町 9 番 3 号 電話0720 - 49 - 2128 

東 洋 然 工 業 織 式 会 祉 大 阪 安 倍

T E し( 433) 8  0  7  1  

T  E  L  (  562)  1  3  5  1  

大 阪 di 同 l吐初本田f 3 - 1 - 2 7

本 社 東京都中央区京橋 2 丁目 9

支 l吉 名 古 屋 ・ 稲 岡
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奉 仕 感 謝 の 庖

タ イ ル 工 事 施 工

⑪: :  111 j奪 窯 業 高 怠

f包括 大 阪 06( 532 )代 0461 <<!I> 550 

姫 路 嘗 蝶 所 姫 路 市 北 条 口 1 2  6 番 地 ( 住 友 生 命 保 険 ピ ル 7 F )  

l  遣設省 2 定の防火材料

草 |セメ ント系吹付材 ソリジ y トスタイン 基材同等 o  0  0  3号

白 | 特殊リシン吹付材 エ パ ウ オ ー ル 基 材 同 等 o0  0  3 号

回目 l

アクリル系吹付材 エ パ ー サ ン ド 基 材 同等 o0  0  4 号

本 社 大阪市東住吉区駒 川町 3 - 54 電話 (06)702一7814- 7  

東 京 事 業 所 ・ 名 古 屋 出 張 所 ・ 高 松 出 張 所 ・ 福 岡 出 張 所

111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川1川川l川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川111川|川川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川l川11川11川111川11川11川11 l  

. 複層模様吹付材 プレハタイル ｾ ＲＰＰＰ
( 吹イ寸タイル) <セメント系凸状 ・カット状仕上け〉

エマルエポ ｾ ＳＰＰＰ
( エポキシエマルション系凸状 ・カット状仕上げ)

⑬ B月初化学工業株式会批

製造発売元 本 社 明石市雌H 中谷町888岳地 ( 078) 928- 3456間

営業所 k 阪民/ dl. i U，江名古l呈 広 品 市 松 稲 田1仙台

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111  

⑩ 

Standard 

建 材 ・ そ の 他 の 頁

ト弓 1 ・ヒューム宅

べン手しーヲJ ミ〉京・jレ

大 阪 市北区与力町一ノーO

電 話 大 阪 (358) 4  0  3  1  

@  ••• 

東村

BoardふSlate

フ タ パ 黒 板

株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商J吉

大 阪 支l吉

大阪市東区高閲僑 2 丁目 9 野村ビ J レ5階 1! l 話大阪 (202)4905

11性能はBL認定ガ保証/

そのよに画期的に簡単な新工法と

おしゃれなデザインをヨドコウガ

加えましだ。

ヨドてすり8L

ヨｾＺｊＮニザト

“天Ia. - L

E  

7 2  

ｾ司ｾ 本 社 大阪市東区南' " 町 4 丁目話番地 干541 官 (06)245- 1111

ｾＮＮＮＮ＠ 東 京 支 社 東京都中央区λ T喝 4丁目3番地l号( 和制市ピル) 干 l加 古 ( 03) 551-1171

h 司長元園. . .  ・ 世 幾 所 札 椛 ( 即 )4777・盛岡 (38)8111 仙台ロ5) 沼91 新)1( 28) 3784 千葉 (43) 田25

E・E 盟且訟越 E 東 京( 日11) 1171 機，1¥( 刷 19123・高崎 (61 )1281 静岡 (53) ∞19・富山 (32)28恒

一一一一一一一一一一一 名古屋( 日 )2421 ・大阪 (1'1)1201 ・広島 (48)2431 高松臼叫3611 幅問問1) 回 35

宮 崎(53)3161



キ
--

つ

社

ｾ、

-:z:t 
柏 原 涯

電 話 大 阪 (471) 1493- 4 ・8267

電 話 大 阪 (471) 0  4  
2  

大 阪 市 西 淀川区 御 幣 島 東 2 ノ 5

大 阪 市 西 淀 川 区 御 幣 島 西 3 ノ 99

本 社 工 場

第 二 工場

ヤ

Ｇｬ＼ｾマ

ｾ￰＠ I・

3従

25，ZPヨ・スト- P

ワンタッチ・ ・・洗出し仕上・. .  

.. 

- カ タ ロ グ お 送 り し ま す

( 旭化成ミュ- ) レコー卜・セット品 )

- 全 固 有 名 建 材 庖 へ 御 問 合 せ 下 さ い

式

印

弘

¥

斗

木

引

内

総

W

減

4

A

S

ウ

司

州

車

問

新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

( 株 ) 九 州 新 興 建 材 工 業 所

発

売

元

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所

大 阪 市 西 区 南 堀 江 通 6 丁 目 39番 地 T E L大 阪 ( 538) 2951 - 5・(541)57

営 業 所 東 京 ・高 槻 明 石 . gll i!各 ・四 国 ・中 間
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l.  白進式
オフィスでは人員の増減やシステムの改善等で，オフィスレイ戸ウトも流動的です。取付，取はず

しガ簡単なティオIe l : 時代の要求にマッチし疋新しい簡易間仕切です。軽くて，剛性のあるディオ

パネル( イソバンド36) の表面は0 .5 %の塩ビ鋼板で僑成され，美しい室内感覚を出しています。

( P AT. 6 件〉

〒530 電 話(06) 312- 4131 ( 代〉

〒 105 ｾ置おく ＰＳＩ 437 - 3361 ( 代〉

〒812 w: 話(092)291 - 0459( 代〉

〒 451 電 話( 052) 522- 5436( 代〉

阪 市 北 区 伊 雲 寺 町 22 醤 i也

京 都 港 区 新 縄4 - 2 第 29森ビル

福岡市 ｩ 導多区住吉 Ｒｔ 包 ＱＶ 番 ＲＷｾ

百 屋 市 西 区 俵 町 2 丁目 1 番 6 雪

奥村重兵衛株式会社日

|雲|
AM.  1O. 00- P.M.  5. 00 

日曜 ・子兄日は{ 木官官

皆様の見本室
年中見ていただける

全 国 タ イ ル 展 示 協 会

大 阪 市 北 区 南 森 町4 6番 地

八 千 代 ビ ル 南 館 2 F

T E L  ( 0 6 ) 3 6 4 - 2059  

タイル

常設展示場

￥ 700 

- 光庭方式の新しい学校建築白白 目……ー一 石 川 忠 ー ほ か

建 築 技 術

定 価
号

月刊

月

好評発売中. グ

- 平 行 フランジ溝 形 鋼 ー ・ ・ー・ー ・・・・・・ .. ・・・ -ー千 葉 範 夫

. マンション と木造住宅の維持費と問題点 ー・橋本正吾

. 大 スパ ン床ばり の振動性状 回目・・ ・ .. )11村 政 美 ほ 力、

毅

. グ ロスエマル シヨンペイン 卜の 性 能 ー・…・・・- 鈴木正慶

. コンクリート の 乾 燥 収 縮 予 測 . ... . ...... . . . . . . . . 向井

￥2，500( 送料￥ 250)

￥3，000(送料￥ 250)

￥3，200( 送料￥ 250)

集

4

守
申
不資

一

算

一

計

一

造

一巻

総

お

構

一一

1
造

進

築

一

f

f構

建

一
中

臨

間

85 判 . 188頁 ・

85 判 ・212頁 -

85 判・ 225頁 ・

近 刊

- 日本の 住宅技術と住宅産業・・ー一 ー・・・・・・・ ・・ ・・・ ・・広 瀬 鎌 ニ

高
- 設 備ユニ ッ 卜の 問 題 点 と 今 後 の 動 向 …・・…須貝

〔特集号案内〕

. 軟弱地盤と建築/ 49年 6 月 ・ 特 価 ￥ 1，000

. 中小規模の鉄骨建築・配筋の要点 / 51 年| 月・特価￥ 780

. 躯体生産技術の向上をめざして / 51 年4月・ 特価￥ 780

. 建築と接合/ 51 年 7 月・特価￥ 1，300

. 住宅部品システムの普及 / 51 年11 月 時 価 1，400

干 160 東京都新宿区北新宿 1- 8- 1中島ビル8 F

n 0 3  <363>  421 1制 振 替 口 座 東 京0- 72417番

藷 建 築 技 術
国

の
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民よ早ちｾＺＺ 1I IJ I !J 9  Jl J 9J l  

錆びない. ノ

わ れ な い /

燃えない. ノ

長 尺 物 ・ 色 彩 自 由 ・ 責 任 施 工

オリエンタルメタル ( 0. P . M)  

品 種 オリエンタルスーパーメタル ( 5. P . M)  

オリエンタルスチールライト ( 5 . T . L )

オリエンタルカラースーパーメタル ( C . 5 . P . M)

、

本

営

波 板 規 格 S 小 波 S 大 波 V i.皮 ボ ック ス 波 W ジ ャ ン ボ 波 V デッ キ

用 途 平板・波板・棟包・雨押類 ・谷 樋 ・ 竪 樋 ・軒 樋

ホ ー ン タ イ ト ( 防 音 壁)

換気装置 〔モニター・ベンチレーター ・ムーパー ・エキソスター (強制 ) J  

犠 市I J I ! J ' l J乱暴別製造跡式会桓

社 兵 庫 県 尼 崎市 昭 和 南 通 り 3 - 26松 本 ピ ル 電 話 大阪 ( 412) 5131代 表

重量 本 部 兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 4 4  
電 話 大阪 ( 488) 1081代 表

東 京 本 社 及 工 場 埼 玉 県 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 3 2 号 電 話 蕨
( 42 )  3115代 表

大 阪 支 l吉 及 工 場 兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 4 4  
電 話 大阪 ( 488) 1081代 表

九 州 支 庖 及 工 場 福 岡 県 遠 賀 郡 水 巻 町 頃 末 電 話 北 九 州 (691) 2831 代

名 古 屋 支 后
名 古 屋 市 中村 区 泥江 町 1 の 24第 2 中 経 ピ ル 電 話 名 古 屋 ( 581 ) 2781 代

現場の信頼に応える

sJ///II " II. 
告 日 口

語' t 口口

セ メ ン ト 防 水 ・防 湿 用

セ メ ン ト 急 硬 ・止 水 用

セ メ ン 卜 硬 化 促 進 用

セ メ ン 卜 耐 寒 ・防 凍 用

コンクリート型枠脱型用

ノ口湿潤型モルタル密着用

塗 布 型 モ ル タ ル 密 着 用

非 加 硫 ゴ ム シ ー ト 防 水 用

ウレタン弾性塗膜防水用

化 学 反 応 タ イ プ 離 型 用

セメント起泡 ・軽量 ・裏込用

場所打抗モルタル混和周

防水剤

急結剤

早強剤

防凍斉l

剥離淘j

接着剤

宮 支 ヲ ー

ヲ ｾｩＭ ｓＮート

守 ｾＹ［Ｇ

' 1' T-9' : . .  

%%: : 1.・b

Z i " ; : J- Aι  

一一 セ メン 卜混和剤 ・助材綜合メ ーカ 一 一

姉ぬ株式 ｾ､ 耳目ＱＺＺＺ ＱＮＮＮＮＮ｟ t +  

Ｍｾ ｾ育 つ会社ＮＮＮＮＮＮＮＱＺＱ唱・Ｍ｟ ... ｾ＠
' ; i D ' 東京都品川区二葉1- 18- 8 ft東京 (787) 1131代 表

東 北 支 庖 福 島 市 下 野 寺 字 遠 原3- 2  ft0245 (91)  1131間

関東営業所 茨 城 県 土浦市大 町 14 - 3  f t0298 (23)  1131叩

盛岡営業所 岩 手 県 盛岡市月ケ丘3- 39 ft0196(45)  133 l(付

大 阪 大阪市東成区東中本2- 17- 26 f t  06 (974) 1131 
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大

式

社
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備
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設
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房

給

曜

• 
ー 電 気 工 事 雲 主 ミ ナ ト 電 気 工 事

本 社 w6 5 2 神戸市兵庫区荒 田町 3 丁 目 22 T E L  (078)  51 1- 5533- 5  

営 業 所 ⑤ 530 大阪市北区松ケ枝町62 第 2 白浜IJ ビル301 号 T Eし (06) 351 - 6316  

- 塗 装 ・ 吹 き 付 け 工 事 主 主 播 州 興 業 w6 7 4 明石市大久保町大久保町448- 4 T Eし (問 ) 936一1446

- 型 枠 工 事 22 大 西 組 ⑤ 654 神戸市須磨区天神町 3 ー11ー 2 T E L  (閃 ) 732- 6921 

- 防 水 工 事 記 大 信 防 水 工 業 ⑤ 653 神戸市長田区萩乃町 1 ー ト 別 T Eし (肝 8) 621 - 4880 

. 軽 鉄 天 井 工 事 株 式 高 橋 金 物 卸 部 ⑤ 675 加古川市加古川町木村 116一1 T Eし (0794) 23- 3456 

会 社 小 売 部 ⑤ 675 加 古川市加古川 町 寺 家 町3- 329 T E L  (0794)  23- 6311 

. 鉄 骨 工 事 雲 詰 言 富 士 金 属 工 業 副 7乃3 神戸市垂水区玉津町1川7苅8い T花E し (ω078)ω) 918一→12121ロ2  

圃 ア ル ミ サ y シ工 事 雲 主 岩 住 ア ル ミ サ ッ シ w 555 大阪市西淀川区千舟 2 - 10- 21  T Eし (閃) 471  - 5123 

-Zコ ン;J ー よ 緊 北 浦 商 事 神 戸 支 庖 w6 5 2 神戸市兵庫区塚本通 1 - 2 一14 T Eし ω78) 577- 3011 

圃 タ イ ル 工 事 雲 言 中 西 タ イ ル w6 7 3 明石市南貴崎町 8 ー20 T E L  ( 悶) 922- 4悶

. 左 官 工 事 ZZ 大 寿 産 業 w6 5 3 神戸市長田区宮川町 4 一 10- 8  T E L  (0苅 ) 691- 0 ω 

.4てτJ ふつ三二 雲頴言 藤 倉 化 成 ⑤酌53叩O 大阪市北区金屋町 1ト一4引1 南末 広 ビル TEし 側 3羽5臼8日 2矧9引1  

- ぷZ Lイ主主壁 鈴 村 建 陶 社 w4 7 9 愛 知 県 常 滑 市 鯉 江 新 聞 17- 6  T E L  (05附 5- 3626

本文 6 ペ ー ジ 参照
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水に、スキをみせるな。

0.01 ミリのス キ聞 でも 、水 は遠慮しません。

く日アス 〉は、防水工 事 ひとすじに 50余 年。

この小 さなス キ聞との 長いたたかいを続け

ているのです。 もちろん 、O シグマートによ

るウエル ドシステム O 特殊絶縁防水工法 (特

許ス トラ イプ工法 ) 0 メルタン防水工法など

の技術と 、完全責任施工 ・年限保証が私たち

の強力な武器。 全国90カ所にも

およぶ 〈日アス 〉ネッ トワークの 、水 もモラ

さぬたたかいぶ りに 、ぜひご注呂ください。

地 区 会 社 名

北海道 日本防水総業株式会社

日本防水総業( 株 ) 旭川出張所

日本防水総業( 株) 釧路出張所

日新建エ( 株) 札幌出張所

大和工業( 株) 苫小牧出張所

東 北 日新建工( 株) 仙台支1吉

関 東 伊藤建材株式会社

いわき建材工業株式会社

春 日工業株式会社

金岡工業株式会社

北原建材工業株式会社

木下工業株式会社

協立工業株式会社

大東スレ ート 株式会社

東京渥青株式会社

トー フジ工業株式会社

日新建工株式会社

日本綜合防水株式会社

野 口エ材株式会社

諸島田工業株式会社

富士工材株式会社

藤，1 膏興業株式会社

フタパ興業( 株) 東京営業所

北条渥膏工業株式会社

マサル涯青工業株式会社

大和工業株式会社

涯育建材株式会社

有限会社神守建材社

金港;1青株式会社

不二防水工業株式会社

石田建材工業株式会社

石田建材工業( 株) 大宮支唐

石田建材工業( 株) 宇都宮出張所

，1 青建材( 株) 宇都宮出張所

株式会社奈良屋商唐

信 越 同和建築株式会社

同和建業( 株) 長野営業所

株式会社仙嶺

北 陸 有限会社折橋政次郎商庖

有限会社小島工業所

島屋建設株式会社

石橋建材株式会社

協和建材工業株式会社

三井工業株式会社
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T  E  L  (231)  7  5  1  1代

T E L  ( 3 2 ) 0 0 8 4  

T  E  L  ( 23)  2  0  5  6  

T  E  L  (221)  5  0  1  5  

T E L  ( 34 ) 3 3 5 8  

T  E  L  ( 62 H  1  0  1  ｦｾ＠

T  E  L  (842)  1  4  3  1代

T  E  L  (385)8153・(389)4創6

T  E  L  (802)  3  8  7  1  代

T  E  L  (363) 4 3  4  1代

T  E  L  (462)  5  3  4  1  f¥: 

T  E  L  (634) 0  8  2  1  代

T E L  (433) 1961- 8485 

T  E  L  (883) 3  1  3  1代

T E L  ( 803) 3 4 8 1 - 3  

T  E  L  (252)  5  9  0  3  

T  E  L  (803)  2  4  1  1  代

T  E  L  (' 103) 0  1  7  1代

T  E  L  (444)  3  5  3  1  代

T  E  L  (263) <¥ 8  6  1  代

T  E  L  (634)  0  1  6  1代

T  E  L  (362)5697・(369)5697

T  E  L  (208) 0  2  5  6代

T  E  L  (643)  3  9  6  3代

T  E  L  (842)  6  3  1  1  ｦｾ＠

T  E  L  (802)  4  7  5  1代

T  E  L  (861)  2 7 0 6 - 8  

T  E  L  ( 22 )  4  2  8  8  

T E L  ( 421) 6 5 2 1 - 2  

T  E  L  (23¥)  <¥ 4  6  1  

T  E  L  ( 22)  3  3  0  1  - 3  

T  E  L  ( 臼) 1 2 2 5 - 9  

T  E  L  (35)28¥6-(34)以24

T  E  L  (22 )  9  7  3  7  

T E L (<¥1) 5 1 4 1代

r  E  L  ( 45 )  2  2  5  1  代

T E L  ( 27 ) 0 2 9 8  

T E L  ( 58) 3 ¥ 8  7  

T  E  L  ( 22)  0  9  9  9  

T E L  ( 23) 0 3  9 1  

T  E  L  ( 42 )  5  1  5  1  

T  E  L  ( 23 )0775 ・0885

T  E  L  ( 45)  2  2  2  1  ｦｾ＠

T  E  L  ( 85 )  9  1  5  ¥- 2  

地 区 会 社 名

東 海三{ 言建材工業株式会社

大池建工株式会社

重喜防水工業株式会社

辰己防水工業有限会社

中央建材工業株式会社

東京建材工業株式会社

東海物産株式会社

日本建材鋼業株式会社

宮崎建材株式会社

近 畿 池 田 涯膏工業株式会社

株式会社神原商庖

清水興業株式会社

日新工材株式会社

日新建工(株) 大阪出張所

日本綜合防水(株) 大阪支庖

7 9バ興業株式会社

マル工 ス工業株式会社

有限会社丸藤商庖

大島応用化学工業株式会社

久下商庖

東洋建材株式会社

中村渡青工業株式会社

棚田建材有限会社

有限会社 ミサキ商会

ヒカリ工業株式会社

国際工事株式会社

中 国 束中国防水工業株式会社

株式会社三洋妓建

三和防水工業株式会社

豊永建材株式会社

大和工業(株)広島出張所

株式会社巴商会

和光工業株式会社

四 国 大三工業株式会社

徳島大三工業株式会社

株式会社- : ; ，) レマス河野商庖

株式会社山本商会

大三工業(株) 高知支底

九 州 安 藤 工 業 株 式 会 社

加茂装備株式会社

日建工材株式会社

株式会社工材社

安藤工事株式会社

株式会社大ニ商会

日新興業株式会社

株式会社北原建材商会

上原建設工業社
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、』圃.， 東 京 者 都E 足 立 区 干 住 東 2 一 2 1 一 2 8  日 新 工 業 株 式 会 社 内 宣公i ( 882) 2424大 代

関 東 支 部 東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 - 2 1 - 2 8 日新 工 業 内 密 ( 882) 2424大 代

中 部 支 部 名 古 屋 市 千 種 区 干 穫 通 り 2- 19( 岐 阜 正 ピ ル ) 日 新 工 業 名 古 屋 出 張 所 内 包 ( 741) 6257 代

関 西 支 部 大 阪 市 東 淀 川 区 瑞 光 通 り 4 - 3 0 - 2 日新 工 業 大 阪 支 底 内 公 ( 329) 7737 代

製 造 元 / 日 新 工 業 株 式 会 社 九 州 支 部 福 岡 市 博 多 区 博 多 駅 前 1 - 2 4 - 1 0 日新 工 業 九 州 出 張 所 内 霊 宝 (45 1) 1095 代
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アコステ イカルフロアーズは， 1" 1 : 任ある施工 システムととも

に，今 ，1.ぷ 材 に 求 め ら れ て い る あ らゆ る 条 件 を 完備 した長尺床

材 で す 。

(
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紙
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y

チ

)

ヒューマンスペースを創造する

子百万ィ刷同行君|

体 育 館 用

A C' 3日F 回

tジι J

5.5田園 X 184開 X 21 m・l 色

9.2001"1/ 耐 ( 材 E共)

病院・福祉用

Al C ' 3日P 回

3.5mmX 184cmX25 m.7色

4  ，800f l J /  m'  (材工共)

学校・ 一 般 用

Al C ' 3日P 回

匿 屈

2. 8mmX 184crnX  18m・15色

3，"001' 1/  m'  (材工共)

福 祉 の国スウ ェ ーデンからや って きた ア コ ス チ フ ロ ア 。 この

たび， I王|烏 の す ゃ れ た 技 術 でlJ i I 産化仁成功しました 。 これを機

会 に ， こ れ ま で の 「アコスチ J i ジム 」をJFf途 別 に 分 け ， 新 し l 、仲

間を} J 1 ] わえて，アコステ イカ ル フ ロ ア ー ズ と 名 づ け ま し た 。待

望 ! ヒ ュ ー ? ン 床 材 シ リーズの誕生です 。

この床材( ; J : ，これまでの発泡府のない単一 府 の ベ ー シ ック タ

イプの床材，クッ シ ョンタイ プの床材とは，ま ったく )"1nのl木

材で，千万噌I!&収n にすぐれた↑ 性能をも って います 。 その秘術は ，

厚い発泡Ｉｾ予をサンドイツチした綾子干柿え Ｑ にあります 。 つ まり，

発 泡!刊 が，従 来 の ク ッ シ ョ ン フ ロ ア の よ う な ケ ミ カ ル 発 泡 と ち

が l ' ，メカニカルにつくられた級街な込If統気 泡 で 椛 Jえきれてい

るからです 。 しかも，表! 刊に( ; J : ， リッ プル( ささ1皮)状のすべり

どめ} J I l 工 もしてあります 。 また， f1i i常音:..ill、l:rrn， ｦｾ＠ ?'ii' d'l: ，耐 久

性， IりJ 水竹 ，1面、I薬品nに も ， す ぐ れ て お り ， 清 潔 な 床 luj をつ く

ります 。

マーレ 岡 三 一
白 書 応 用 問 東 ・西 床 協 組

γA . J 恥' A O Y口 K A K o aコ、 L T Q

東京営業所. 東京都千代田区岩本町3- 11 - 13〒101 s 03( 866) 61 0  I(代 ) 大阪営業所 ・大阪市西区京町娼 1- 10- 5干 550宮 06( 44 1  ) 5951 ( 代)

札健 n OII (231 )8261 / 仙 台 君 0222( 22)6413/ 宇 都 宮 古 日286(22) 8264/ 新 渇 n 0252( 45)0816/ 償 浜 宮 045( 681 )4835/ 静岡 n 0542( 81 )  5849 

名 古 屋 台 052( 571)6361 / 金 沢 宮 0762( 31 ) 5741 / 広 島 宮 0822(46) 9436/ 高 松 宮 0878( 62)  5285/ 福 岡 宮 092(7 12)引 41

* 詳しい資料をごdi'I求 ( I: ';' l 、。


